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序 章  

第 1 節  本 研 究 の 構 成  

本 論 文 は ，3 部 7 章 及 び 序 章 ，終 章 よ っ て 構 成 さ れ る 。序 章 で ，

「 現 代 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 か ら 考 え る 社 会 参 加 支 援 」 と

し て 本 研 究 の 背 景 や 取 り 組 む 理 由 を 述 べ ， 次 に 「 研 究 目 的 と

方 法 」 を 記 述 し て い る 。 第 Ⅰ 部 で は ，「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参

加 」 に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 意 識 調 査 と し て 3 つ の 実 態 調 査

（ 第 １ 章 ～ 第 3 章 ） を 記 述 し ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参

加 支 援 の 意 欲 」 を 高 め る 取 組 み の 必 要 性 を 抽 出 し た 。 そ の 実

態 調 査 の 結 果 に 基 づ き ， 仮 説 モ デ ル を 示 し た 。 そ の 仮 説 モ デ

ル に 従 い ， 第 Ⅱ 部 院 内 研 修 を 通 し て 看 護 倫 理 観 を 高 め 社 会 参

加 支 援 の 意 欲 向 上 を 目 指 し た 院 内 研 修 会 （ 第 4 章 ），社 会 参 加

支 援 の た め 認 知 行 動 療 法 ス キ ル 獲 得 に 向 け た 院 内 研 修 会（ 第 5

章 ） に つ い て 記 述 し た 。 ま た ， も う 一 つ の 取 組 み と し て ， 第

Ⅲ 部 に リ ー ダ ー 育 成 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」 へ

の 取 組 み に つ い て 記 述 し て い る 。 そ の 中 で ， 社 会 参 加 支 援 を

踏 ま え た「 精 神 科 の リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 プ ロ グ ラ ム 」作 成（ 第

6 章 ）し た 。そ の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し ，そ の 効 果 を 分 析 し

た （ 第 7 章 ）。  

終 章 で ， 本 研 究 の 結 論 と し て ， 本 研 究 の 取 組 み で あ る 精 神

科 看 護 師 へ の 看 護 倫 理 研 修 会 ， 認 知 行 動 療 法 研 修 会 ， 精 神 科

の リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 に つ い て の 成 果 と 課 題 を 述 べ ，仮 説 モ

デ ル の 妥 当 性 を 記 述 し た 。  

 

第 2 節  現 代 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 か ら 考 え る 社 会 参 加  

支 援  

精 神 保 健 医 療 福 祉 に 関 す る 現 状 は ， 厚 生 労 働 省 が 3 年 毎 に

実 施 し て い る 調 査 に よ る と ， 精 神 疾 患 で 治 療 を 受 け る 患 者 数

は ， 年 々 増 加 し ， 1 9 9 6 年 に 2 1 8 万 ， 2 0 1 1 年 に は ， 3 2 0 万 人 で

あ る こ と が 公 表 さ れ て い る 。 内 訳 と し て ， 多 い も の は ， う つ
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病 ， 統 合 失 調 症 ， 不 安 障 害 等 で あ り ， 増 加 し て い る も の は ，

う つ 病 や 認 知 症 で あ っ た（ 厚 生 労 働 省  精 神 疾 患 に 関 す る デ ー

タ ， 2 0 1 3） 。 現 在 ， 精 神 障 害 者 に 対 し て 「 入 院 医 療 中 心 か ら

地 域 生 活 支 援 中 心 へ 」 と 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 が 行 わ れ て い

る 。 大 き な 改 革 と し て ， 2 0 0 4 年 ， 厚 生 労 働 省 (厚 生 労 働 省  精

神 保 健 福 祉 対 策 本 部 , 2 0 0 4）は ，精 神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 ビ ジ

ョ ン に お い て ，「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支 援 中 心 へ 」の 方

策 を 示 し ，「 国 民 の 意 識 改 革 」「 精 神 医 療 体 系 の 再 編 」「 地 域 生

活 支 援 体 制 の 再 編 」「 精 神 保 健 医 療 福 祉 施 策 の 基 盤 強 化 」を 掲

げ た 。 そ の 結 果 ， 平 均 在 院 日 数 が 短 縮 し ， 福 祉 サ ー ビ ス の 整

備 や う つ 病 の 理 解 が 進 ん だ 。 し か し ， 2 0 1 0 年 ， 長 期 入 院 患 者

が 多 い 状 況 は 続 き 課 題 が あ る と 厚 生 労 働 省 は み て （ 厚 生 労 働

省  精 神 障 害 者 の 方 の 地 域 生 活 へ の 移 行 支 援 に 関 す る 取 組 み ，

2 0 1 0）， さ ら に 施 策 を 続 け て い る 。  

診 療 報 酬 改 定 に お い て も ， 2 0 1 0 年 度 は ， 精 神 科 地 域 移 行 実

施 加 算 の 引 き 上 げ ， 重 症 者 へ の 訪 問 看 護 の 充 実 等 ， 精 神 障 害

者 の 地 域 移 行 促 進 や 地 域 生 活 支 援 の 観 点 か ら 改 定 が 行 わ れ た 。

更 に ， 2 0 1 2 年 度 に お い て も ， 精 神 療 養 病 棟 の 退 院 支 援 の 評 価

や 訪 問 看 護 の 報 酬 体 系 の 見 直 し ，精 神 科 デ イ ケ ア の 見 直 し 等 ，

精 神 障 害 者 の 地 域 生 活 移 行 が さ ら に 促 進 す る よ う 図 ら れ た 。

2 0 1 4 年 度 に も 診 療 報 酬 の 改 定 が 行 わ れ（ 厚 生 労 働 省  診 療 報 酬

改 定 に つ い て ， 2 0 1 4）， 現 在 ， 入 院 期 間 が 長 く な れ ば 保 険 点 数

が 下 が る 仕 組 み と な っ て い る （ 厚 生 労 働 省  政 策 に つ い て ，

2 0 1 5） 。  

法 律 も ， 精 神 障 害 者 の 地 域 に お け る 自 立 し た 生 活 支 援 を 目

的 と し て ，2 0 0 6 年 ，三 障 害（ 身 体 障 害・ 知 的 障 害・精 神 障 害 ）

を 対 象 に 障 害 者 自 立 支 援 法 が 施 行 さ れ た 。2 0 1 3 年 ，改 正 さ れ ，

難 病 を 含 め た 障 害 者 総 合 支 援 法 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会

生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 ） と な っ た （ 厚 生 労 働 省

福 祉 ・ 障 害 者 福 祉 ， 2 0 1 5） 。  
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 2 0 1 3 年 ， 厚 生 労 働 省 の 「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の 提 供 を

確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」 よ り 中 間 報 告 が 出 さ

れ た（ 厚 生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実 施 す る 検 討 会 等 ，2 0 1 3）。

こ こ で も ， 精 神 障 害 者 に 対 し 「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支

援 中 心 へ 」 と い う 方 策 が 示 さ れ る と と も に ， 精 神 障 害 者 に 対

す る 質 の 高 い 医 療 の 提 供 や 退 院 促 進 及 び 地 域 で の 生 活 の 支 援

の た め の 人 材 の 育 成 と 質 の 向 上 を 推 進 す る こ と が 明 示 さ れ た 。

こ の 中 に ， も ち ろ ん ， 看 護 師 も 含 ま れ ， 質 の 高 い 支 援 が で き

る 看 護 師 育 成 が 求 め ら れ て い る 。「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の

提 供 を 確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」 が 改 称 さ れ た

「 長 期 入 院 精 神 障 害 者 の 地 域 移 行 に 向 け た 具 体 的 方 策 に 係 る

検 討 会 」 で も ， 2 0 1 5 年 ， 以 下 の こ と が 示 さ れ た 。 1 年 以 上 の

長 期 入 院 精 神 障 害 者 は 約 2 0 万 人 で 入 院 中 の 精 神 障 害 者 全 体 の

約 3 分 の 2 を 占 め る 。 そ の 内 ， 約 5 万 人 が 退 院 し て い る が ，

新 た に 毎 年 約 5 万 人 の 精 神 障 害 者 が 長 期 入 院 に 移 行 し て い る 。

そ の 中 で ， 増 加 傾 向 に あ る の は ， 6 5 歳 以 上 の 患 者 で あ る 。 こ

の よ う な 現 状 を 踏 ま え ， 厚 生 労 働 省 は ， 精 神 障 害 者 の 地 域 移

行 促 進 を 図 る 施 策 に ， 病 院 ス タ ッ フ へ の 社 会 復 帰 に 関 す る 研

修 会 開 催 促 進 を 示 し て い る（ 厚 生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実

施 す る 検 討 会 等 ， 2 0 1 5） 。  

日 本 の 精 神 科 病 床 は ， 2 0 1 3 年 2 5 3 , 4 8 9 病 床 で ， そ の 内 ， 設

置 別 で は 国 が 9 2 4 床 ， 公 的 医 療 機 関 1 1 , 0 9 4 床 で 9 0 %以 上 が 私

立 （ 民 間 ） の 精 神 科 病 院 と な る 。 退 院 促 進 が 進 む 中 ， 私 立 精

神 科 病 院 に お い て ， 退 院 し た 患 者 が い な く な っ た 分 の 収 益 を

ど の よ う に 行 っ て い く か と い う 経 営 的 問 題 が あ る 。 入 院 に よ

る 収 益 か ら ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 応 じ た 地 域 包 括 ケ ア の

サ ー ビ ス や 居 住 系 施 設 へ の 転 換 に よ る 収 益 等 へ の 変 換 は ， 私

立 精 神 科 病 院 に お い て 容 易 で は な い 。     

以 上 の こ と を 踏 ま え る と ，今 ，「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活

支 援 中 心 へ 」 と 変 わ り ゆ く 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し て
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い け る 精 神 科 看 護 師 の 存 在 が 必 要 と な る 。 精 神 科 看 護 師 の 支

援 が 社 会 復 帰 に つ な が る こ と を 明 ら か に し た 先 行 研 究 結 果

（ 松 枝 ， 2 0 0 3）（ 濱 田 ， 2 0 0 8 )（ 齊 藤 ， 2 0 0 8）（ 大 沼 ， 2 0 0 8） 等

か ら 考 え て も ， 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 に 精 神 科 看 護 師 の 存 在

が 重 要 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。  

本 研 究 で は ，特 に 9 0 %以 上 を 占 め ，地 域 生 活 支 援 中 心 へ の 変

換 が 容 易 で は な い 私 立 精 神 科 病 院 を 研 究 対 象 と し ， そ の 病 院

に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に取 組 み ，

その効 果 を明 らかにした。 研 究 対 象 病 院 は ， 地 域 生 活 支 援 中 心 と

な り つ つ あ る 精 神 保 健 医 療 福 祉 に 即 し 病 院 変 革 を 遂 げ よ う と

し て い る と こ ろ で あ る 。そ の 病 院 に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 は ，

現 在 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 に 即 し 変 わ り た い 希 望 を 持 っ て い る

こ と が 推 測 さ れ た 。 本 研 究 対 象 の 私 立 精 神 科 病 院 は ， 教 員 で

あ る 研 究 者 が ， 学 生 の 実 習 施 設 と し て 関 わ っ て き た 。 ま た ，

研 究 者 が そ の 病 院 の 看 護 師 教 育 の 講 師 と し て も 関 わ り ， 信 頼

関 係 の 築 け て い る 病 院 で あ る 。 今 回 そ の 信 頼 関 係 構 築 の プ ロ

セ ス は ，含 め な い 。本 研 究 に お い て ，用 語 の 定 義 と し て ，「 社

会 参 加 」 を 「 精 神 障 害 者 自 身 が 自 分 の 能 力 を 活 か し 社 会 で 自

分 ら し い 生 活 を 主 体 的 に 送 る こ と 」 と 定 義 し た 。 ま た ，「 社 会

参 加 支 援 」 を 「 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 に 向 け た 退 院 支 援 や 社

会 生 活 の 支 援 を 含 む も の 」 と 定 義 し た 。  

 

第 3 節  研 究 目 的 と 方 法  

本 研 究 の 目 的 は ， 「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向

上 に 取 組 み ， そ の 効 果 を 明 ら か に す る 」 こ と で る 。  

本 研 究 で は ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し 社 会 参 加 支 援

が で き る た め に ， 私 立 精 神 科 病 院 に お い て ， 実 態 調 査 を も と

に 精 神 科 看 護 師 に 向 け た 集 団 へ の ア プ ロ ー チ と 精 神 科 看 護 師

の リ ー ダ ー 育 成 の 2 つ の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 取 組 み ，
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そ の 効 果 を 分 析 す る 。 方 法 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

1 )実 態 調 査  

精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 に 関 す る 実 態 調 査

を 行 う 。そ こ か ら ，精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向

上 の 取 組 み を 検 討 し た 。  

2 )「 精 神 科 看 護 師 の 意 欲 向 上 」 に 向 け た 計 画  

実 態 調 査 を 基 に ， 以 下 の 計 画 を 立 案 し 実 施 し た 。  

( 1 )  精 神 科 看 護 師 に 向 け た ア プ ロ ー チ  

社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 向 け ，研 究 対 象 病 院 の 精

神 科 看 護 師 全 体 に 向 け た 研 修 会 を 開 催 し ，そ の 効 果 に

つ い て ア ン ケ ー ト 及 び 半 構 造 的 面 接 を 行 い 分 析 す る 。 

 

( 2 )  精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成  

① 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 を 持 ち ，社 会 参 加 支 援 を リ ー ダ

ー と し て 促 進 で き る 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 プ

ロ グ ラ ム （ 以 下 ， 育 成 プ ロ グ ラ ム ） を 作 成 す る 。  

  ② 育 成 プ ロ グ ラ ム に 従 い ， 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 を 育

成 す る 。  

③ 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師

に 半 構 造 的 面 接 を 行 い ， そ の デ ー タ を 分 析 す る 。  

④ 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師

以 外 の 病 院 ス タ ッ フ（ 以 下 ，病 院 ス タ ッ フ ）に 対 し ，

半 構 造 的 面 接 を 行 い ，精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 に

関 す る 評 価 を 分 析 す る 。  
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第 Ⅰ 部  「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 」 に 対 す る 精 神 科 看 護 師

の 意 識 調 査   

第 1 章  実 態 調 査 ①  精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 精 神 障 害 者 の 社

会 参 加 」 の 意 識  

第 1 節  問 題 と 目 的  

精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し た 重 要 な 看 護 の 一 つ が ， 精

神 障 害 者 の 社 会 参 加 へ の 支 援 で あ る 。 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革

に 適 応 し 意 欲 的 に 看 護 を 実 践 す る た め に は ， 精 神 科 看 護 師 が

社 会 参 加 促 進 の 意 識 を 強 く 持 っ て お く こ と が 必 要 で あ る 。 そ

の た め ， 本 研 究 で は ， そ の 社 会 参 加 を 促 進 す る 看 護 意 欲 向 上

へ の 取 組 み を 行 う こ と と し て い る が ， そ の 基 礎 材 料 が 必 要 で

あ っ た 。 実 態 調 査 ① で は ， 精 神 障 害 者 が 受 け 身 で 退 院 し 地 域

生 活 を 送 る の で は な く ， 精 神 障 害 者 自 身 が 自 分 の 能 力 を 活 か

し 自 分 ら し い 生 活 を 主 体 的 に 送 る と い う リ カ バ リ ー に 着 目 し

た 。 そ の リ カ バ リ ー へ の 支 援 こ そ が ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革

に 適 応 し た 看 護 だ と 言 え た 。 実 態 調 査 ① で は ， A n t h o n y , W . A .

（ 1 9 9 3） が い う 定 義 を 用 い ， リ カ バ リ ー を 「 精 神 疾 患 か ら の

破 局 的 影 響 を 乗 越 え ， 人 生 の 新 し い 意 味 と 目 的 を 創 り 出 す プ

ロ セ ス 」 と し た 。 日 本 で も ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 が 進 ん だ

こ と も あ り ， リ カ バ リ ー の 考 え が 普 及 し て き て い る （ 田 中 ，

2 0 1 0）。「 リ カ バ リ ー 」 の 先 行 研 究 を 概 観 す る と ， 欧 米 で は

C o r r i g a n（ 2 0 0 4） や R e s n i c k ら （ 2 0 0 4） 等 ， 多 く の 研 究 が 行

わ れ て い る 。 文 化 的 違 い 等 か ら ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 欧 米

と 日 本 で は ， 認 識 が 異 な る こ と が 予 測 さ れ る 。 実 態 調 査 ① の

調 査 段 階 で ， 日 本 で ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ リ カ バ リ ー に 対 す

る 意 識 の 実 態 は 明 ら か に さ れ て い る 研 究 は と て も 少 な か っ た 。

本 研 究 で は ， リ カ バ リ ー の 概 念 を 社 会 参 加 に 含 め 表 現 し ， そ

の 支 援 を 社 会 参 加 支 援 と 表 す 。 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー を

含 め た 社 会 参 加 に 関 す る 意 識 の 実 態 が 不 明 確 で は ， 効 果 的 な

取 組 み が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 そ の た め ， 精 神 科 看
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護 師 が 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー に 対 し て ど の よ う な 意 識 が あ

る の か 実 態 を 調 査 し た （ 中 島 ， 2 0 1 1）。 実 態 調 査 ① の 研 究 目 的

は ，「私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 が 持 つ リ カ バ リ ー の 意

識 」を 質 的 研 究 に よ り 明 ら か に す る こ と で あ る 。そ の 結 果 を ，

精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 向 け た 取 組 み の 基

礎 材 料 と す る 。  

 

第 2 節  方 法  

1． 研 究 対 象  

「 精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0年 の 精 神 科 看 護 師 」 を 対 象 と し た 。

今 後 ， 病 院 に お い て ， 看 護 を 担 っ て い く 精 神 科 看 護 師 を 研 究

対 象 と 考 え ，精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0年 と し た 。 面 接 調 査 に 協 力

で き る 研 究 対 象 者 を 看 護 部 長 と 話 合 い ，「 面 接 調 査 日 」 と 「 勤

務 」を 調 整 し ，精 神 科 勤 務 経 験 3～ 9年 (平 均 5 . 4年 )の 精 神 科 看

護 師 5名 を 選 定 し た 。 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 に 同 意 を 得 て ，

半 構 造 的 面 接 を 実 施 し た 。 面 接 は ， 5 0分 ～ 6 8分 ， 平 均 6 1 . 4分

の 時 間 行 っ た 。年 齢 が 3 1歳 ～ 4 2歳 で 平 均 3 4 . 8歳 ，男 性 2名 女 性

3名 で あ っ た （ 表 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1． 対 象 者 の 概 要  

対 象

者  
性 別  

年 齢

（ 歳 ）  

精 神 科  

勤 務 年

数 （ 年 ） 

A  男 性  3 0 代  6  

B  男 性  3 0 代  5  

Ｃ  女 性  3 0 代  9  

Ｄ  女 性  3 0 代  4  

E  女 性  4 0 代  3  

平 均  ―  3 4 . 8  5 . 4  
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2． デ ー タ 収 集 方 法 及 び 期 間  

研 究 の 同 意 が 得 ら れ た 対 象 者 に ， 2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～ 8 月 3 1

日 の 期 間 ，個 室 を 使 用 し 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。面 接 内 容 は ，

B o r k i n ら （ 2 0 0 0 ） の リ カ バ リ ー 意 識 を 評 価 す る R A Q 尺 度

（ R e c o v e r y  A t t i t u d e  Q u e s t i o n n a i r e）を 基 に ，以 下 の 内 容

を イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド に 従 い 聞 い た (表 2 )。  

1） リ カ バ リ ー が 可 能 で あ る と い う 信 念  

( 1 )リ カ バ リ ー た め の 信 念  

精 神 疾 患 に 罹 患 し て も ， 人 生 を 回 復 で き る と 信 じ る

こ と が 必 要 だ と い う 認 識 。  

( 2 ) リ カ バ リ ー は 精 神 疾 患 の 症 状 が あ っ て も で き る と い

う 認 識 。  

( 3 )精 神 疾 患 か ら リ カ バ リ ー す る こ と は ， そ れ を 問 題 と し

な い な ら ば 可 能 で あ る と い う 認 識 。  

( 4 )深 刻 な 精 神 疾 患 を 持 つ 人 々 で あ っ て も ， リ カ バ リ ー の

た め に 努 力 す る こ と が で き る と い う 認 識 。  

2） リ カ バ リ ー の 様 々 な 困 難  

( 1 )リ カ バ リ ー 段 階 に あ る 人 々 は ， 時 々 つ ま ず く と い う  

認 識 。  

( 2 )精 神 疾 患 へ の 偏 見 は ， リ カ バ リ ー を 遅 ら せ る と い う  

認 識 。  

( 3 )人 に よ っ て リ カ バ リ ー プ ロ セ ス は 異 な る と い う 認 識 。 
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表 2． イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド  

B o r k i n ら の R A Q  イ ン タ ビ ュ ー 内 容  

1 ) リ カ バ リ
ー が 可 能
で あ る と
い う 信 念  

 

( 1 ) リ カ バ リ ー の 信 念  
精 神 疾 患 に 罹 患 し て
も ， 人 生 を 回 復 す る た
め に は ， 回 復 で き る と
信 じ る こ と が 必 要 だ
と い う 認 識 。  

① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 の 看
護 で は ， 回 復 す る と 信 念 を
持 っ て 関 わ る こ と が 重 要 だ
と 考 え ま す か 。  

② 精 神 障 害 者 の 中 に は ， 病 院
に い た 方 が い い 人 生 が 送 れ
る と 考 え る こ と が あ り ま す
か 。  
ど う い う 時 に 病 院 に い た 方
が い い 人 生 が 送 れ る と 考 え
ま す か 。  
ど う い う 人 が 病 院 に い た 方
が い い 人 生 が 送 れ る と 考 え
ま す か 。  

( 2 )  リ カ バ リ ー は 精 神
疾 患 の 症 状 が あ っ て
も で き る と い う 認 識 。  

① 精 神 症 状 が あ っ て も ， 社 会
の 中 で 生 き が い を 持 っ て 生
活 で き る と 思 い ま す か 。   

( 3 )  精 神 疾 患 か ら リ カ
バ リ ー す る こ と は ， そ
れ を 問 題 と し な い な
ら ば 可 能 で あ る と い
う 認 識 。   

① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 た め
に は ， 当 事 者 が 精 神 障 が い
を 受 け 入 れ る こ と が 必 要 だ
と 思 い ま す か 。   

② 病 気 の 受 容 を ど う 考 え ま す
か 。  

( 4 )  深 刻 な 精 神 疾 患 を
持 つ 人 々 で あ っ て も ，
リ カ バ リ ー の た め に
努 力 す る こ と が で き
る と い う 認 識 。  

① 深 刻 な 精 神 疾 患 が あ る 人 の
社 会 復 帰 を ど う 考 え ま す
か 。  

2 ) リ カ バ リ
ー の 様 々
な 困 難  

 

( 1 )  リ カ バ リ ー 段 階 に
あ る 人 々 は ， 時 々 つ ま
ず く と い う 認 識 。  

① 精 神 障 害 者 が 社 会 生 活 を 送
る 際 ， 時 々 症 状 が 悪 化 し て
入 院 す る こ と に つ い て ， ど
う 考 え ま す か 。  

( 2 )  精 神 疾 患 へ の 偏 見
は ， リ カ バ リ ー を 遅 ら
せ る と い う 認 識 。  

① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 の
際 ， 偏 見 が 妨 げ と な る と 考
え ま す か 。  

( 3 )  人 に よ っ て リ カ バ
リ ー プ ロ セ ス は 異 な
る と い う 認 識 。  

① 社 会 復 帰 の プ ロ セ ス は 人 に
よ っ て 違 っ て い る こ と に つ
い て ， ど う 考 え ま す か 。  

 

3． 分 析 方 法  

面 接 は ， 対 象 者 の 承 諾 を 得 て 録 音 し た 。 逐 語 録 を 作 成 し ，

質 的 研 究 法 の 一 つ で あ る 修 正 版 グ ラ ン デ ッ ト ・ セ オ リ ー ・ ア

プ ロ ー チ（ M o d i f i e d  G r o u n d e d  T h e o r y  A p p r o a c h ，以 下 M - G T A）

を 使 用 し 分 析 し た 。  

 

4． 倫 理 的 配 慮  
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研 究 対 象 病 院 の 病 院 長 と 看 護 部 長 に ， 文 書 及 び 口 頭 で 研 究

に つ い て 説 明 し 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対 象 者 に 研 究 の 趣 旨

と 倫 理 的 配 慮 を 同 意 書 に 文 章 で 記 載 し ， 口 頭 で 説 明 し た 。 同

意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面 接 を 行 っ た 。 研

究 対 象 者 個 人 の 尊 厳 と 人 権 の 尊 重 ， 個 人 情 報 の 保 護 等 ， 倫 理

的 観 点 か ら ， 以 下 の こ と に 対 し ， 十 分 な 配 慮 を し な が ら 研 究

を 遂 行 し た 。  

1 )研 究 の 協 力 ， 同 意 は 自 由 意 志 で あ る こ と 。  

2 )守 秘 義 務 を 厳 守 し 個 人 情 報 保 護 を 徹 底 す る こ と 。  

3 )得 ら れ た 情 報 は ， 個 人 が 特 定 さ れ る こ と は な い こ と 。  

4 )論 文 の 公 表 を 含 む 研 究 の 目 的 以 外 に は ，使 用 し な い こ と 。 

5 )得 ら れ た 情 報 は ， 研 究 者 が 研 究 終 了 後 に 破 棄 す る こ と 。  

本 研 究 は ，  福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 に お い

て 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 承 認 番 号 № 1 1 - 8）。  

 

第 3 節  結 果  

デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ， 1 1個 の 概 念 ， 5個 の カ テ ゴ リ ー が 抽

出 さ れ た 。 本 文 中 の ＜  ＞ は カ テ ゴ リ ー ， ≪  ≫ は コ ア カ テ

ゴ リ ー ，【  】 は 概 念 名 ，「  」 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 示 す 。  

概 念 ， カ テ ゴ リ ー ， カ テ ゴ リ ー 間 の 関 連 図 を 図 1に 示 す 。 第

１ 回 の 概 念 化 を 行 い 、さ ら に 第 2回 の 概 念 化 を 行 い 構 造 図 を 作

成 し た 。  

― 第 １ 回  構 造 図 ―  

中 核 と 考 え ら れ る コ ア カ テ ゴ リ ー ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫

を 抽 出 し ， 図 1の 中 で ， 影 響 を 受 け る 方 向 を → ， 相 反 す る も の

を ⇔ ，と も に 影 響 し あ る も の を ― で 表 し た 。図 1に 示 し た 概 念

及 び カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 は ， 以 下 の よ う に 形 成 さ れ て い た 。

リ カ バ リ ー に 対 し て ， 精 神 科 看 護 師 は ， 常 に リ カ バ リ ー の 希

望 を 認 識 し な が ら ， 精 神 障 害 者 に つ い て 考 え て い た 。 コ ア カ

テ ゴ リ ー と し て ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ が 抽 出 さ れ た 。 ≪ リ
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カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ， 精 神 障 害 者 を 【 人 と し て 社 会 生 活 を

さ せ た い 】 と い う 概 念 と 退 院 す る 時 期 を 考 え リ カ バ リ ー 支 援

す る と い う 概 念 【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。 ≪ リ カ

バ リ ー へ の 希 望 ≫ に 対 し て ， 相 反 す る ＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め

＞ と い う カ テ ゴ リ ー が 抽 出 さ れ た 。 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー へ

の 希 望 を 持 ち な が ら も ，【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る 困 難

さ 】，【 偏 見 に よ る 妨 げ 】，【 貧 困 な 社 会 資 源 】 が 要 因 と な り ，

リ カ バ リ ー を 諦 め て い た 。【 苦 労 さ せ た く な い 】，【 社 会 か ら の

保 護 】 か ら 構 成 さ れ る ＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ と い う カ テ ゴ リ

ー が 抽 出 さ れ ， そ の 保 護 的 側 面 が 強 く な る と ， 入 院 の ま ま で

い い と い う ＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。 精 神

科 看 護 師 の 認 識 に ， 必 ず ＜ 精 神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ の

存 在 が あ り ，【 家 族 の 責 任 】 や 【 家 族 の 協 力 】 が あ る と ＜ リ カ

バ リ ー へ の 希 望 ＞ へ つ な が り ， そ れ が な い と ＜ リ カ バ リ ー へ

の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。ま た ，【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ

メ ー ジ 】 は ，【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】 に 至 り ， ＜ リ カ

バ リ ー へ の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。【社 会 復 帰 に 向 け た 消 極

的 行 動 】 に 至 る 精 神 科 看 護 師 の 【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ メ

ー ジ 】 の 実 態 は ， ＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ で あ っ た 。  
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次 に カ テ ゴ リ ー と 概 念 名 に つ い て ， 主 な ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン

を 示 し な が ら 説 明 す る 。  

1 .≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫  

≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ，【 人 と し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】

と い う 認 識 と 精 神 障 害 者 の 退 院 す る 時 期 を 考 え て い る と い う

【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。  

1 )【 人 と し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】  
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「 人 だ か ら ， 入 院 し て い る の は お か し い ， 社 会 へ 出 す こ と

が い い と 思 う 」「社 会 で 暮 ら す の が し あ わ せ が あ る と 思 う 」と ，

精 神 障 害 者 を 一 人 の 人 と し て 捉 え 社 会 復 帰 に 対 し て 考 え て い

る こ と を 語 っ た 。「 退 院 し て ， す ぐ ， 入 院 し て き て も い い と 思

い ま す ， 社 会 で 人 と し て 暮 す こ と が い い か な と 思 い ま す よ 」

「 一 時 期 で も ， 退 院 生 活 を し て 社 会 生 活 し て ほ し い と 思 い ま

す ， そ う い う 援 助 が し た い で す ね 」 と 一 時 期 で あ っ て も 社 会

生 活 が 患 者 に と っ て の 幸 福 で あ る こ と を 語 っ た 。ま た ，「 ど の

患 者 に も ， 社 会 に 出 し て 生 活 し て ほ し い 思 い は あ る け ど ， 現

実 ， 難 し い 時 も あ る 」「 入 院 し た 時 点 で ， 退 院 に 向 け た 看 護 を

す る し ， 長 期 入 院 で も 退 院 で き る な ら ， 退 院 さ せ た い と 思 い

は い つ も あ り ま す 」 と ， 常 に 退 院 さ せ た い 気 持 ち ， リ カ バ リ

ー へ の 希 望 が あ る こ と を 語 っ た 。  

 

2 )【 退 院 の 時 期 】  

退 院 の 時 期 を 考 え ，退 院 さ せ た い と い う 認 識 が あ っ た 。「 患

者 の い い 時 期 が く れ ば 退 院 で き る と 思 う ， 短 期 間 で も 社 会 で

暮 ら す の が い い と 思 う か ら ， 時 期 を 考 え な い と い け な い か な

と 思 い ま す ね 」「患 者 に よ っ て 違 う か ら ，何 と も 言 え な い け ど ，

今 か な と よ く 考 え て （ 社 会 に ） 出 せ た ら い い と は 思 い ま す 」

「（ 退 院 は ）患 者 の 時 期 を 良 く 考 え な い と い け な い と 思 い ま す ，

患 者 の 状 態 や 患 者 の 周 囲 の こ と ， 家 族 の こ と と か 考 え て ， 慎

重 に や ら な い と い け な い と 思 い ま す 」 と 語 っ た 。  

 

2 .＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞  

＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ は ，【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る

困 難 さ 】【 偏 見 に よ る 妨 げ 】【 貧 困 な 社 会 資 源 】 か ら 構 成 さ れ

て い た 。  

1 )【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る 困 難 さ 】  

長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 が リ カ バ リ ー す る 困 難 さ を 語 り「 (長
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期 入 院 患 者 の 場 合 )退 院 後 の 生 活 に 慣 れ に く い し ，（ リ カ バ リ

ー は ） 難 し い ， 社 会 で 暮 ら す よ り ， 入 院 し て い た 方 が し あ わ

せ じ ゃ な い の か な ， ご 飯 も 出 る し ，（ 入 院 ） 生 活 に 慣 れ て い る

し ，何 も 変 わ ら な く て も い い か と 思 い ま す よ 」「 入 院 が 長 く な

る と ，（ リ カ バ リ ー は ） 難 し い ， 患 者 に よ る と 思 い ま す け ど 」

と 語 っ た 。「 今 更 ， 外 に 出 し て 何 も な い し ， 患 者 が 嬉 し い か ど

う か も わ か ら な い ,（ 社 会 ） に 出 す の は 難 し い 」 と 語 り ， 長 期

入 院 患 の リ カ バ リ ー に 諦 め の 認 識 が あ っ た 。  

 

2 )【 偏 見 に よ る 妨 げ 】  

 精 神 障 害 者 の 偏 見 に 対 し ，「 偏 見 が あ っ て ，い や な 事 を 言 わ

れ る と か ， そ ん な こ と を 考 え た ら ， 入 院 し て い た 方 が い い か

な と 思 う ね 」「 偏 見 が 多 す ぎ て ，（ 社 会 に ） 出 し た い け ど ， 出

せ な い 」 と 語 っ た 。「 自 分 自 身 に も 偏 見 が あ る と 思 う し ， 看 護

師 だ か ら ，病 院 で 患 者 と 接 す る の は ど う も な い け ど ，（ 仕 事 以

外 に ） 普 通 に 自 分 の 生 活 の 中 で そ ば に 精 神 障 害 者 が い る の は

抵 抗 が な い と は 言 え な い し ， そ う い う 気 持 ち が あ る ， そ う 考

え る と ，偏 見 は ，社 会 復 帰 の 妨 げ に な っ て い る と 思 い ま す よ 」

と 自 己 の 偏 見 も 含 め ， 社 会 の 偏 見 が 患 者 の リ カ バ リ ー を 妨 げ

て い る と 語 っ た 。  

 

3 )【 貧 困 な 社 会 資 源 】  

社 会 資 源 の 貧 困 さ に つ い て ，「 看 護 師 が 諦 め な い こ と も 必 要

だ け ど ， 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思 う 」

「 患 者 を 退 院 さ せ た 後 が 大 変 な の に ， そ の 後 ， ま わ り に 福 祉

の 施 設 と か な い し ， 大 変 で し ょ う 」 と 語 っ た 。  

 

3 .＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞  

精 神 障 害 者 に 対 し 【 社 会 か ら の 保 護 】 と 【 苦 労 を さ せ た く

な い 】 と い う 認 識 が あ っ た 。  
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1 )【 苦 労 を さ せ た く な い 】  

「 (社 会 復 帰 す る と )苦 労 す る と 思 う ， そ れ よ り ， 入 院 が い

い か な 」「 一 人 暮 ら し じ ゃ ， 無 理 な 患 者 が 多 い し ， 無 理 さ せ な

い 方 が い い 」 と 語 っ た 。  

 

2 )【 社 会 か ら の 保 護 】  

「（ 社 会 の ）受 け 入 れ が な い の に ，辛 い 思 い を す る ぐ ら い な ら

出 し た く な い 」 と 語 り ， 社 会 か ら 保 護 し よ う と す る 認 識 を 持

っ て い た 。  

 

4 .＜ 精 神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞  

家 族 の 存 在 の 重 要 性 を 語 り ， 看 護 師 の 認 識 の 中 に 【 家 族 の

責 任 】【 家 族 の 協 力 】 が あ っ た 。  

1 )【 家 族 の 責 任 】  

「 家 族 が い れ ば ，責 任 も っ て 見 て く れ る と 安 心 だ し ，（ リ カ

バ リ ー す る こ と に 対 し て ） 大 丈 夫 で し ょ う 」 と 家 族 が 責 任 を

持 っ て サ ポ ー ト し て く れ る こ と で ， リ カ バ リ ー へ つ な が る と

語 っ た 。「家 族 が い て も ，（ 責 任 も っ て ）見 て く れ な い な ら ，（ リ

カ バ リ ー は ） 厳 し い 」 と 語 り ， 家 族 が 責 任 も っ て サ ポ ー ト し

な い こ と が リ カ バ リ ー に 至 ら な い 認 識 が あ っ た 。「（ 家 族 の 思

い と し て 退 院 さ せ た く な い 場 合 ） 何 か あ っ た ら 病 院 が 責 任 を

持 っ て く れ る の か と い う 家 族 も い る し ね ， 家 族 の 圧 力 が あ る

と 思 う ，（ 精 神 障 害 者 か ら ）家 族 も 被 害 を 受 け て い る こ と も あ

る し ， 暴 力 と か ， 家 族 も 苦 労 し て い る し ， 家 族 の 中 で ， 患 者

は 悪 い 時 の ま ま の イ メ ー ジ だ と 思 う ， 家 族 が い い と 言 わ な い

と（ 退 院 は ）だ め だ か ら 」と 語 っ た 。家 族 の 協 力 が 得 ら れ ず ，

退 院 さ せ た く な い 家 族 で あ れ ば ， 家 族 の 存 在 が リ カ バ リ ー の

マ イ ナ ス 方 向 に 作 用 す る と 語 っ た 。 精 神 障 害 者 の 単 身 生 活 に

つ い て は ，「 患 者 に よ っ て は い い で し ょ う け ど ，難 し い 人 も 多

い で す ね ， 生 活 能 力 が 低 い 人 が 多 い し 」 と 語 っ た 。  
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2 )【 家 族 の 協 力 】  

家 族 の 協 力 の 必 要 性 を 話 し ，「（ リ カ バ リ ー に は ） 家 族 の 協

力 が 必 要 ， な い と な か な か 難 し い 」「（ リ カ バ リ ー に は ） 家 族

が 重 要 で し ょ う 」「患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も 家 族 が ダ メ と

言 っ た ら 難 し い ， 協 力 が 必 要 で し ょ う 」 と 語 っ た 。  

 

5 .＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞  

＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ が 【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ メ

ー ジ 】 と な り ，【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】 に つ な が っ て

い た 。  

1 )【 不 明 確 な リ カ バ リ ー イ メ ー ジ 】  

「（ リ カ バ リ ー の ）は っ き り し た イ メ ー ジ が わ か な い 」「（ リ

カ バ リ ー プ ロ セ ス は ） は っ き り ， 分 か ら な い と こ ろ が あ り ま

す ， 見 た り ， 体 験 し た り す る と イ メ ー ジ で き る ん で し ょ う け

ど ， 研 修 会 と か 参 加 す る と い い の で し ょ う ね 」「 今 ま で が ， 収

容 と い う イ メ ー ジ だ っ た か ら ，（ リ カ バ リ ー に ）ス タ ッ フ が 慣

れ な い ， 退 院 す る 患 者 の イ メ ー ジ が で き な い 時 が あ る 」 と 語

っ た 。「 私 は ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 勉 強 す る 機 会 が あ っ た か

ら ， あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉 強 す る 機 会 が な い と ） イ メ ー ジ

つ か な い と 思 い ま す 」 と 語 り ， 学 習 す る と リ カ バ リ ー イ メ ー

ジ が で き る こ と に つ い て 話 し た 。  

 

2 )【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】  

「（ リ カ バ リ ー プ ロ セ ス の ）イ メ ー ジ が は っ き り し な い か ら

と い う の も あ る と 思 う ん で す ， さ っ と 社 会 復 帰 と い う 行 動 に

は な ら な い で す ね 」「退 院 後 の 生 活 を 考 え る と 難 し い と 思 う し ，

勧 め ら れ な い 」 と 語 り ， 社 会 復 帰 に 消 極 的 な 行 動 で あ る こ と

を 語 っ た 。  
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― 第 ２ 回  構 造 図 ―  

第 1回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ，以 下 の よ う な 構 造 図 を 作 成

し た 。  

 

 

第 4 節  考 察  

本 研 究 対 象 者 が 勤 務 す る 私 立 精 神 科 病 院 は ， 入 院 中 心 か ら

地 域 生 活 促 進 に 向 け た 支 援 へ 変 革 と 遂 げ よ う と す る 日 本 の 典

型 的 私 立 病 院 で あ る 。 今 回 の 研 究 結 果 は ， 対 象 者 数 が 少 な い

も の の ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 特 徴 を 表 す も の

に 近 い と 考 え ら れ た 。 第 1回 及 び 第 2回 の 構 造 図 は ， 精 神 科 看

護 師 が 持 つ 「 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー 」 に 対 す る 認 識 を 表 し

て い る と 言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 認 識 の 構 造 と し て ， 中

心 に は ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ を 常 に 持 っ て い る も の の ， ＜

リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ 状 態 で ， ＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ ＜ 精

神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ が マ イ ナ ス に 作 用 す る こ と で ，
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＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ に な る パ タ ー ン が 明 ら か に な っ た 。  

入 院 中 の 精 神 障 害 者 の 状 況 が 許 す な ら ， 退 院 し 社 会 生 活 を

送 っ て ほ し い と い う ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ が コ ア カ テ ゴ リ

ー と な っ て い た こ と は ， リ カ バ リ ー 促 進 の 力 と な る も の で あ

る 。 そ の 認 識 は ， 精 神 障 害 者 を 一 人 の 人 と し て 捉 え ，【 人 と し

て 社 会 生 活 を さ せ た い 】 と い う と 認 識 と 社 会 参 加 で き る 時 期

を 見 極 め る と い う 【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。【 人 と

し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】 と い う と 認 識 は ， 松 枝 ( 2 0 0 3 )の 社

会 参 加 の 援 助 が 成 功 し た 要 素 で あ る 「 一 人 の 人 と し て 意 識 す

る 」 と 一 致 し て い た 。【 退 院 の 時 期 】 に つ い て の 認 識 は ， 精 神

科 ス タ ッ フ を 対 象 に し た 岡 浦 ら ( 2 0 0 8 )の 研 究 結 果 と 一 致 す る

認 識 で あ っ た 。 ま た ，【 退 院 の 時 期 】 を 意 識 し て い た こ と は ，

松 枝 （ 2 0 0 3） の 社 会 参 加 の 援 助 が 成 功 し た 要 素 で あ る 「 退 院

へ の 働 き か け に 意 欲 を 持 ち 続 け る 」 こ と に つ な が る と 考 え ら

れ た 。 ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ， 構 成 さ れ て い る 概 念 か ら

見 て も ， リ カ バ リ ー 促 進 に つ な が る 認 識 で あ る と 言 え た 。  

コ ア カ テ ゴ リ ー の ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ 対 し ， 相 反 す る

＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ と い う カ テ ゴ リ ー が 抽 出 さ れ た 。 ＜

リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ は ， 石 橋 ら （ 2 0 0 2） の 研 究 結 果 で ，「 看

護 師 の 諦 め や 意 欲 低 下 ， 無 気 力 」 が 社 会 参 加 の 援 助 を 阻 害 し

て い る こ と か ら も ， 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援 を 阻 害 し

て い る と 言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー へ の 希 望 を 持 ち

な が ら ，同 時 に リ カ バ リ ー を 諦 め て い る パ タ ー ン に つ い て は ，

木 村 ら （ 2 0 1 0） の 研 究 結 果 と 類 似 し て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0）

は ， 看 護 師 が 有 効 な 看 護 を 行 い た い と 思 っ て い て も ， 知 識 ・

技 能 へ の 限 界 や 看 護 効 力 に 疑 問 を 感 じ ， 精 神 科 疾 患 特 有 の 難

し さ を 前 に ， 明 瞭 な 看 護 方 針 を 見 い だ せ ず ， 無 気 力 に な る こ

と を 明 ら か に し て い た 。 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は ， 勤 務 す

る 私 立 精 神 科 病 院 が 社 会 資 源 に 恵 ま れ て い な い 立 地 環 境 に あ

る こ と や 長 期 入 院 ・ 偏 見 と い う 状 況 の 中 で ， リ カ バ リ ー に 向
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け た 看 護 に 希 望 を 持 ち な が ら も ， 困 難 さ を 前 に 諦 め る と い う

認 識 パ タ ー ン が あ る と 考 え ら れ た 。 リ カ バ リ ー へ の 知 識 ・ 技

能 を 高 め ， 諦 め ず 希 望 を 実 行 へ 移 す こ と が で き る 看 護 師 教 育

の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 特 に 長 期 入 院 に 関 す る 問 題 は ， 精 神

障 害 者 の 生 活 機 能 が 精 神 疾 患 に よ り 障 害 さ れ た 上 に ， 長 期 的

に 社 会 と 離 れ る こ と で ， さ ら に 生 活 機 能 障 害 を 悪 化 さ せ ， 入

院 の 長 期 化 が 生 じ る と い う 悪 循 環 が あ る 。 悪 循 環 を 断 ち 切 る

こ と が 重 要 で あ り ， 藤 野 ら （ 2 0 0 7） は ， 看 護 師 の 丁 寧 な 根 気

強 い 関 わ り で 信 頼 関 係 を 築 き な が ら ， 社 会 復 帰 プ ロ グ ラ ム を

実 践 し て い く 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。精 神 科 看 護 師 が 諦 め ず ，

根 気 強 く 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。 精 神 障 害 者 に 対

す る 偏 見 は ， 低 減 に 向 け ， W A P （ W o r l d  P s y c h i a t r i c  

A s s o c i a t i o n  ） ア ン チ ・ ス テ ィ グ マ ・ キ ャ ン ペ ー ン や ，「 精

神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 ビ ジ ョ ン 」 の 中 に も 啓 蒙 活 動 が 盛 り 込

ま れ て い る 。 統 合 失 調 症 に つ い て は ， 呼 称 変 更 が 偏 見 の 低 減

と し て 行 わ れ ， 2 0 0 2 年 ， 日 本 精 神 神 経 学 会 総 会 で ， 英 語 の

s c h i z o p h r e n i a に 対 す る 訳 語 を「 精 神 分 裂 病 」か ら「 統 合 失 調

症 」 に 呼 称 変 更 さ れ た 。 し か し ， 統 合 失 調 症 患 者 を 含 め 精 神

障 害 者 に 対 す る 偏 見 は ， 未 だ ， 根 強 く 残 っ て い る の が 現 状 で

あ る 。 偏 見 の あ る 社 会 の 現 状 を 踏 ま え ， 精 神 科 看 護 師 は ， リ

カ バ リ ー 促 進 の 支 援 と し て ， 偏 見 低 減 へ の 啓 蒙 活 動 に 取 り 組

む と と も に ， 精 神 障 害 者 が 社 会 参 加 す る 病 院 周 辺 の 地 域 住 民

へ 理 解 を 求 め る こ と も 必 要 で あ る 。 本 研 究 に お い て ， 精 神 科

看 護 師 は ， ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は 持 っ て い て も ， ＜ リ カ

バ リ ー へ の 諦 め ＞ が あ る こ と で ， リ カ バ リ ー 支 援 実 行 に 至 ら

な い 看 護 上 の 問 題 が 明 確 に な っ た と 言 え る 。  

苦 労 さ せ た く な い ， 社 会 か ら 保 護 す る と い う カ テ ゴ リ ー ＜

精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ に つ い て は ， 急 性 期 で あ れ ば 看 護 す る 上

で ， 常 時 必 要 な こ と で あ る 。 精 神 状 態 が 不 安 定 な 精 神 障 害 者

に 対 す る 保 護 的 看 護 は ， 精 神 機 能 の 回 復 に 重 要 で あ る 。 唯 ，
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精 神 障 害 者 が 急 性 期 を 脱 し た ら ， 保 護 か ら 自 立 に 向 け た 支 援

へ 移 行 す る 必 要 が あ る 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 科 看 護 師 が

患 者 の 身 の 上 を 心 配 し 退 院 に 消 極 的 な 気 持 ち ・ 態 度 に な り が

ち に な る こ と を 指 摘 し ， 保 護 的 認 識 の 側 面 が 強 す ぎ る と リ カ

バ リ ー を 阻 む 恐 れ が 懸 念 さ れ た 。  

リ カ バ リ ー に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 認 識 の 中 に ， 常 に ＜ 精

神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ の 存 在 が あ り ， 日 本 の 精 神 科 看

護 師 の 特 徴 と 考 え ら れ た 。 精 神 科 看 護 師 は ， 家 族 の 存 在 を 重

要 と 認 識 し て い た 。「患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も 家 族 が ダ メ

と 言 っ た ら 難 し い 」 と い う 発 言 内 容 か ら ， 精 神 障 害 者 の 意 思

よ り 家 族 の 意 向 が 優 先 さ れ る 傾 向 が 明 ら か に な っ た 。 統 合 失

調 症 に 代 表 さ れ る 精 神 疾 患 は ， 病 態 的 特 徴 と し て 急 性 期 に 判

断 能 力 低 下 が 見 ら れ 自 己 決 定 が 難 し い 。 急 性 期 を 脱 し 自 己 決

定 が 可 能 に な っ て も ， 尚 ， 家 族 の 意 向 が 優 先 さ れ て い る 傾 向

は 否 め な い 。 リ カ バ リ ー と は ， 精 神 障 害 者 自 身 が 自 己 決 定 し

主 体 的 に 社 会 生 活 が 送 れ る よ う 支 援 す る 概 念 で あ り ， 本 研 究

対 象 者 の 看 護 師 に は そ れ と 反 す る 認 識 が あ る と 言 え た 。 社 会

心 理 学 者 の D e c i（ 1 9 8 0） は 自 己 決 定 さ れ た 行 動 が 人 間 の 精 神

的 健 康 を 高 め る と 述 べ ， 精 神 障 害 者 が 自 己 決 定 し 生 活 す る こ

と は 重 要 で あ る 。 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 障 害 者 の 捉 え 方 と

し て ， 一 旦 家 族 と 切 り 離 し 個 人 と し て 捉 え な が ら ， 自 己 決 定

に 向 け た 支 援 へ 認 識 変 換 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， 日

本 の 風 潮 と し て ， 個 人 よ り 家 族 と い う 単 位 を 優 先 し が ち で あ

り ， そ の 風 潮 が 今 回 の 結 果 に 影 響 し た と 考 え ら れ た 。 実 際 ，

日 本 で は ， 精 神 障 害 者 に 対 す る 地 域 生 活 促 進 の 施 策 が 進 め ら

れ る 中 ， 退 院 先 の 多 く は 家 庭 で あ り （ 厚 生 労 働 省 精 神 保 健 福

祉 課 ，2 0 0 7），家 族 は 重 要 な 存 在 と な っ て い る 。そ の た め ，【 家

族 の 責 任 】【 家 族 の 協 力 】 が あ れ ば ， リ カ バ リ ー の 可 能 性 が 高

く な る と 言 え た 。 家 族 と い う 協 力 者 が い る こ と は 心 強 い が ，

全 て の 精 神 障 害 者 に 対 し て 家 族 の 協 力 が 得 ら れ る と は 限 ら な
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い 。 リ カ バ リ ー を 促 進 す る た め に は ， 濱 田 （ 2 0 0 8） の 研 究 結

果 に あ る よ う な 単 身 生 活 に 向 け た 効 果 的 な 支 援 を 意 識 し ， 家

族 の 元 に 返 す だ け で は な い リ カ バ リ ー 支 援 の 認 識 が 必 要 で あ

る 。 看 護 師 を 含 む 社 会 が 家 族 の 代 替 え を 行 い ， 家 族 と は 違 う

適 度 な 距 離 感 で 客 観 的 な 見 方 を し た リ カ バ リ ー の 支 援 が 望 ま

れ る 。  

＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ に つ い て は ，【 社 会 復 帰 に 向 け た

消 極 的 行 動 】 に な っ て し ま う 精 神 科 看 護 師 の 【 不 明 確 な リ カ

バ リ ー の イ メ ー ジ 】が 明 ら か に な っ た 。谷 本（ 2 0 0 8），長 野（ 2 0 0 8）

や 藤 野 ら （ 2 0 0 7） 等 多 く の 研 究 か ら ， 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加

支 援 の 有 効 性 が 明 ら か に な っ て い る 。こ れ ら の 文 献 に よ る と ，

社 会 参 加 促 進 の 取 組 み は ， 精 神 科 看 護 師 の 十 分 な 精 神 障 害 者

理 解 を 基 盤 と し ， 精 神 科 看 護 師 が 社 会 参 加 の イ メ ー ジ を 持 ち

積 極 的 な 支 援 が 有 効 で あ っ た 。特 に 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 は ，

地 域 で 生 活 す る と い う イ メ ー ジ が 描 け な い こ と も 多 い 。 精 神

科 看 護 師 が リ カ バ リ ー プ ロ セ ス を イ メ ー ジ し ， 精 神 障 害 者 と

精 神 科 看 護 師 が 同 じ リ カ バ リ ー と い う 目 標 に 向 か っ て ， 協 同

作 業 し て い く こ と が 社 会 参 加 に つ な が る と 考 え ら れ る 。 精 神

科 看 護 師 自 身 が リ カ バ リ ー プ ロ セ ス を イ メ ー ジ し で き な け れ

ば ， 社 会 参 加 に 向 け た 支 援 は 消 極 的 と な る と 言 え た 。 精 神 障

害 者 の 社 会 参 加 促 進 に は ， 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー の イ メ

ー ジ を 明 確 に 持 つ 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。「 私 は ，リ カ バ リ ー に

つ い て ，勉 強 す る 機 会 が あ っ た か ら ，あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉

強 す る 機 会 が な い と ） イ メ ー ジ つ か な い と 思 い ま す 」 と い う

発 言 内 容 か ら ， リ カ バ リ ー に 関 す る 教 育 的 取 組 み の 有 効 性 が

示 唆 さ れ た 。  

本 研 究 で 明 ら か に な っ た 「 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 精 神 障 害 者

の リ カ バ リ ー に 対 す る 認 識 」 は ， リ カ バ リ ー 促 進 の 基 礎 デ ー

タ に な る と 考 え ら れ た 。 松 枝 （ 2 0 0 3） は ， 社 会 参 加 の 重 要 な

要 因 は 看 護 師 が 変 わ る こ と で あ り ， そ の こ と が 精 神 障 害 者 の
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力 を 発 揮 す る こ と に つ な が る こ と を 示 唆 し て い た 。松 枝（ 2 0 0 3）

は ， 長 期 入 院 し て い る 精 神 障 害 者 が 社 会 参 加 す る 要 因 と し て

精 神 科 看 護 師 を 挙 げ ， そ の 精 神 科 看 護 師 は ， 誰 も が 困 難 と 感

じ て い た 精 神 障 害 者 に 働 き か け で 変 化 す る こ と を 知 り ， ケ ア

の 喜 び を 実 感 し 退 院 へ の 働 き か け に 対 し て 内 発 的 動 機 づ け ら

れ た 精 神 科 看 護 師 で あ る と 述 べ て い る 。 精 神 科 看 護 師 の 認 識

が 変 わ る こ と で リ カ バ リ ー が 促 進 す る こ と が 考 え ら れ ， コ ア

カ テ ゴ リ ー ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ を 強 化 し ， 諦 め な い 支 援

へ 認 識 を 持 つ 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

第 5 節  課 題  

現 在 の 精 神 医 療 福 祉 改 革 の 柱 と も 言 え る 「 精 神 障 害 者 の 社

会 参 加 支 援 」 に 対 す る 意 識 を 精 神 科 看 護 師 が ど の よ う に 持 っ

て い る か ， リ カ バ リ ー に 着 目 し 調 査 を 行 い ， 精 神 科 看 護 師 が

社 会 参 加 の 希 望 を 持 ち な が ら も ， 社 会 参 加 の 諦 め の 意 識 が あ

る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と か ら ， 精 神 科 看 護 師 に と

っ て ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 で き て い な い 現 状 が あ る

こ と が 分 か っ た 。 本 研 究 で ，「 私 は ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 勉

強 す る 機 会 が あ っ た か ら ，あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉 強 す る 機

会 が な い と ） イ メ ー ジ つ か な い と 思 い ま す 」 と い う 発 言 内 容

か ら ， リ カ バ リ ー に 関 す る 教 育 的 取 組 み の 有 効 性 の 示 唆 を 得

た 。 精 神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 に 適 応 し て い く た め の ＜ 社 会 復

帰 参 加 へ の 意 識 を 変 え る 教 育 ＞ の 必 要 性 が 考 え ら れ た 。 そ の

教 育 に 関 し て は ， 精 神 科 看 護 師 は リ カ バ リ ー （ 社 会 参 加 ） の

希 望 を 持 ち 看 護 活 動 は 行 っ て い る こ と か ら ， リ カ バ リ ー に 関

す る 教 育 よ り も ， 先 に リ カ バ リ ー へ （ 社 会 参 加 ） の 支 援 を 諦

め な い 看 護 専 門 職 と し て の 責 任 を 強 化 し て い く 必 要 が あ る と

考 え ら れ た 。 そ の た め ， 第 Ⅱ 部 第 1 章 に ， 看 護 専 門 職 と し て

の 責 務 を 含 む 看 護 倫 理 観 を 高 め る ア プ ロ ー チ に 取 り 組 む 計 画

を 立 て た 。  
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第 2 章  実 態 調 査 ②  「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 患 者 の 家 族

が 与 え る 影 響  

第 1 節  問 題 と 目 的  

こ の 研 究 に お い て は ， 前 述 の 研 究 で ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ

精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー の 認 識 に 影 響 し て い た 家 族 に 焦 点 を

絞 り 分 析 し た 。 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー 意 識 を 高 く 持 つ 必

要 が あ る に も か か わ ら ず ， 家 族 の 影 響 で 変 わ る リ カ バ リ ー 意

識 は 問 題 で あ る と 考 え た 。 日 本 で は ， 社 会 生 活 を 送 る 精 神 障

害 者 の ケ ア の 多 く を 同 居 す る 家 族 が 担 う 傾 向 が あ り ， 負 担 が

大 き い （ 厚 生 労 働 省 障 害 者 自 立 支 援 調 査 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト ，

2 0 1 0）。 そ う い っ た 日 本 の 現 状 で ， 今 回 ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ

リ カ バ リ ー 意 識 に 家 族 が ど う 影 響 し て い る か 明 ら か に し ， 精

神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援 （ 社 会 参 加 支 援 ） の 意 欲 向 上 を

講 じ る 方 策 の 示 唆 を 得 た い と 考 え た 。  

リ カ バ リ ー の 定 義 を 第 2 章 で も ，  A n t h o n y , W . A .  （ 1 9 9 3）

が 述 べ た 「 精 神 疾 患 か ら の 破 局 的 影 響 を 乗 越 え ， 人 生 の 新 し

い 意 味 と 目 的 を 創 り 出 す プ ロ セ ス 」 と し た 。 実 態 調 査 ② の 研

究 目 的 は ，「 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー （ 社 会 参 加 ） に 対 す る 精

神 科 看 護 師 の 意 識 が ， 家 族 に よ っ て 受 け る 影 響 を 明 ら か に す

る 」と し た 。そ の 中 か ら ，精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援（ 社

会 参 加 支 援 ）に 関 す る 看 護 意 欲 を 分 析 し て い く（ 中 島 ら ，2 0 1 2）。 

 

第 2 節  方 法  

1． 研 究 対 象 者  

私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 5 名 を 対 象 に し た 。今 後 ，

社 会 復 帰 に 向 け た 看 護 実 践 を 中 心 的 に 行 う こ と が 予 測 さ れ る

精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0 年 の 看 護 師 と し た 。  

 

2 .デ ー タ 収 集 方 法  

研 究 対 象 と な る 施 設 の 病 院 長 に 承 諾 を 得 て ， 看 護 部 長 と 話
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し 合 い ，対 象 者 を 選 定 し た 。研 究 に 同 意 し た 対 象 者 に 対 し て ，

2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～ 1 0 月 1 2 日 に ， 精 神 障 害 者 に 対 す る リ カ バ

リ ー 意 識 に つ い て 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 は ， 対 象 者 の

承 諾 を 得 て 録 音 し た 。  

 

3 .デ ー タ 分 析 方 法  

逐 語 録 を 作 成 し 家 族 が 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 に 与 え る 影

響 に つ い て ， 質 的 帰 納 的 に 分 析 し た 。  

 

 

4． 倫 理 的 配 慮  

研 究 対 象 者 に ， 調 査 の 目 的 ， 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ

バ シ ー 保 護 ， 匿 名 性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会

等 で 公 表 す る が ， 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と 等 を 文 書 及 び 口 頭

で 説 明 し た 。 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面

接 を 行 っ た 。  

 本 研 究 は ， 福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を

得 た （ 承 認 番 号 № 1 1 - 8）。  

 

第 3 節  結 果  

1 .対 象 者 の 概 要  

対 象 者 は ，私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 5名 で ， 同 意 を

得 て 半 構 造 的 面 接 を 実 施 し た 。 面 接 は ， 1回 ま た は 2回 行 い ， 1

人 の 面 接 所 要 時 間 合 計 は 5 0～ 8 8分 で 平 均 6 9 . 4分 で あ っ た 。 対

象 者 の 年 齢 は , 3 1歳 ～ 4 2歳 で 平 均 3 4 . 8歳 ，精 神 科 勤 務 経 験 は , 3

年 ～ 9年 で 平 均 5 . 4年 で あ っ た 。 男 性 2名 女 性 3名 で あ っ た 。  

 

2 .デ ー タ の 分 析 結 果  

第 1回  構 造 図  

デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ，家 族 か ら の 影 響 要 因 と し て 4つ の カ
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テ ゴ リ ー ，精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 と し て 5つ の カ テ ゴ

リ ー を 抽 出 し た 。 本 文 中 は ， 家 族 の 影 響 要 因 で あ る カ テ ゴ リ

ー を ＜  ＞ ， そ の 中 で 中 核 で あ る コ ア カ テ ゴ リ ー を ≪  ≫ と

表 し た 。 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 で あ る カ テ ゴ リ ー を

【  】 ， 「  」 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 表 す 。 カ テ ゴ リ ー 間 の

構 成 は 以 下 の よ う に な っ て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ≪ リ カ バ

リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け ， 協 力 的 か ど う か ，

リ カ バ リ ー 促 進 の 意 志 が あ る か ど う か で ， 【 家 族 と 同 居 の 社

会 生 活 】 【 単 身 生 活 】 【 入 院 継 続 】 と い う 3つ の 方 向 を 持 っ て

い た 。 家 族 の 強 い 希 望 で 【 入 院 継 続 】 と な っ た 場 合 ， 精 神 科

看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 い リ カ バ リ ー 促 進 へ つ な げ

よ う と い う 意 識 が あ っ た 。 し か し ， 【 入 院 継 続 】 は 【 リ カ バ

リ ー の 停 滞 】 に も つ な が っ て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ＜ 家 族

が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ や ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ ＜ 精 神 症 状

に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ の 状 況 を 理 解 し ，【入 院 継 続 】

を 選 択 し た 家 族 に 肯 定 的 で あ っ た （ 図 2） 。 次 に 各 カ テ ゴ リ ー

に つ い て ， 主 な 看 護 師 の 発 言 を 交 え 以 下 に 述 べ る 。  
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1） ≪ リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫  

リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 が 伝 え ら れ る 事 で ， 精 神 科

看 護 師 は そ の 意 志 を 尊 重 し ，リ カ バ リ ー 意 識 が 変 化 し て い た 。 

「 家 族 の 都 合 で 退 院 と か 」「 家 族 が ダ メ と 言 わ れ れ ば ，別 の

道 を 探 せ ば い い の に ， あ ま り に も 家 族 の 意 志 が 尊 重 さ れ て い

る と 思 い ま す 」  

こ の よ う に ， 家 族 の 意 志 で 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識

を 変 化 さ せ る と い う 事 が 生 じ て い た 。  

 

2）【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】  
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家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 く 協 力 的 で あ る と 精 神 科 看 護 師

の リ カ バ リ ー 意 識 は 高 く な り ，【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】へ 向

か う と 考 え ら れ た 。  

「 病 状 が 落 ち 着 い て い て ， 家 族 や 周 囲 が い い と （ 退 院 は ）

で き る と 思 い ま す 」「 重 症 の 人 で も い い 時 が あ る の で ， 1 週 間

で も 2 週 間 で も い い の で ， 家 族 と 一 緒 に 過 ご し て ほ し い で す

ね ， 悪 く な っ た ら す ぐ ， 帰 っ て き て い い か ら 」  

 こ の よ う に ， 家 族 の 協 力 が あ る と 社 会 復 帰 へ 向 け て 看 護 師

の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 ま る 事 を 表 し て い た 。  

 

3）【 単 身 生 活 】  

家 族 が 精 神 障 害 者 と 同 居 し な い 意 志 が あ る 時 ， 精 神 科 看 護

師 は 単 身 生 活 の 意 識 が 生 じ て い た 。  

「（ 家 族 が 同 居 し な い 時 は ）単 身 の 方 が 帰 り や す い と 思 う 時

が あ り ま す 」「（ 単 身 生 活 は ）難 し い で す よ 」「単 身 で の 退 院 は ，

勇 気 が い り ま す よ 」「（ 精 神 障 害 者 は 自 分 で ） 生 活 管 理 が で き

な い し ，家 族 が い た 方 が い い と 思 う 」「悪 化 し た 急 性 期 は ，（状

況 判 断 は ） 家 族 が 決 め る し ， 患 者 は 判 断 で き な い し 」  

 こ の よ う に ， 家 族 の 協 力 が な け れ ば ， 精 神 科 看 護 師 は 単 身

生 活 を 考 え る が ， 単 身 生 活 は 困 難 が あ る と 意 識 し て い た 。 ま

ず は 【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】 が 第 一 選 択 で あ る 意 識 が あ っ

た 。  

 

4）【 入 院 継 続 】 と 【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 の 過 程  

精 神 障 害 者 の 状 態 が 退 院 で き る ま で 回 復 し て も ， 家 族 の 希

望 で 入 院 継 続 に な っ て し ま う と い う 意 識 が 精 神 科 看 護 師 に は

あ っ た 。  

「（ 入 院 継 続 し た 方 が い い と 思 う の は ）家 族 が 病 院 へ 入 れ と

い た 方 が い い と 言 わ れ た り す る 時 と か で す ね 」「家 族 の 圧 力 も

あ る ， 何 か あ っ た ら ， 病 院 が 責 任 を 取 っ て も ら え る ん で す ね



28 

と 言 わ れ ま す よ 」  

こ の よ う に ， 家 族 の 意 志 を 尊 重 せ ざ る を 得 な い 事 で 入 院 継

続 に な る 意 識 を 持 っ て い た 。  

入 院 継 続 に な っ て も ，【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 い ， リ カ バ リ

ー を 促 進 す る 意 識 が あ っ た 。  

「 家 族 に 分 か っ て も ら う よ う 面 会 に 来 て も ら っ た り ， こ ち

ら が 説 明 し た り し て い ま す 。 患 者 の （ 退 院 の ） 思 い や 退 院 で

き る 状 態 を 分 か っ て も ら う よ う に 家 族 に 働 き か け ま す ね 」  

 こ の よ う に 精 神 科 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー 促 進 へ の 意 欲 を 持

っ て い た 。  

家 族 の 【 入 院 継 続 】 と い う 意 志 の 尊 重 は ，【 リ カ バ リ ー の 停

滞 】 に つ な が る と い う 意 識 が 精 神 科 看 護 師 に あ っ た 。  

「 入 院 が 長 く な る と 社 会 復 帰 は 難 し く な る か ら で す ね 」「い

い 大 人 な ん だ か ら ， 親 が あ や ま っ た り と か し な い で ， 自 分 で

し て い い と 思 う ん で す よ ，（ 精 神 障 害 者 は ）自 立 さ せ て い い と

思 い ま す が ， さ せ て な い で す ね 」  

 こ の 事 は ， 家 族 の 意 志 を 尊 重 す る あ ま り ， 精 神 障 害 者 の リ

カ バ リ ー を 遅 ら せ て い る 意 識 が 精 神 科 看 護 師 の 中 に あ っ た 事

を 表 し て い る 。  

 

5） 家 族 の 【 入 院 継 続 】 の 意 志 を 肯 定 的 に 見 る 要 因  

家 族 の【 入 院 継 続 】と い う 意 志 を 肯 定 的 に 見 る 要 因 と し て ，

＜ 家 族 が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ や ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ ＜ 精

神 症 状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ が あ っ た 。 ＜ 家 族 が 感

じ る 社 会 の 偏 見 ＞ を 「 近 所 で も 有 名 人 だ っ た り ， 公 に 入 院 も

で き な い と か 」 と 語 り ， 家 族 が 偏 見 に 苦 し ん で い る と い う 意

識 を 精 神 科 看 護 師 は 持 っ て い た 。 ま た ， ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依

存 ＞ が あ り ，「 家 族 が （ 病 院 へ ） 入 れ と け ば 安 心 と い う 意 識 が

あ る か ら 」 と 語 り ， 病 院 へ の 信 頼 と い う よ り 依 存 し て い る 家

族 の 状 況 を 理 解 し て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ＜ 精 神 症 状 に よ っ
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て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ に つ い て 理 解 し ，「家 族 は 迷 惑 か け ら

れ て い る し ， 面 会 に 来 な い 人 と か ， お か し い と は 思 わ な い で

す ね ，（ 精 神 障 害 者 の ） 親 と か 殴 ら れ て 骨 折 し た と か あ る し 」

「 家 族 も 被 害 を 受 け て い る か ら 」 と 語 り ， 家 族 を 肯 定 的 に 見

て い た 。  

 

第 2 回  構 造 図  

 第 1 回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ， 以 下 の よ う な 構 造 図 と し

た 。  

 

 

第 4 節  考 察  

研 究 対 象 と し た 私 立 精 神 科 病 院 は ， 入 院 中 心 か ら 地 域 生 活

促 進 へ 変 革 を 遂 げ よ う と す る 日 本 の 典 型 的 私 立 病 院 で あ る 。

対 象 者 数 が 少 な い も の の ， 今 回 の 研 究 結 果 は ， 私 立 精 神 科 病

院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 特 徴 を 表 す も の に 近 い と 考 え ら れ た 。
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第 1 回 及 び 第 2 回 の 構 造 図 （ 図 ２ ） は ， 精 神 障 害 者 の リ カ バ

リ ー に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 意 識 が ， 家 族 に よ っ て 受 け る 影

響 を 表 し て い る と 言 え た 。  

精 神 障 害 者 に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 は ， ≪

リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け て い る 事 が 明

ら か に な っ た 。家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 く 協 力 的 で あ る と ，

精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 は 高 く な り ，【家 族 と 同 居 の 社

会 生 活 】 へ 向 か う と 考 え ら れ た 。 家 族 が 果 た す 役 割 の 重 要 性

を 精 神 科 看 護 師 は 強 く 意 識 し て い る と 言 え ， 看 護 職 者 を 対 象

に し た 鳥 居 ら （ 2 0 0 4） の 研 究 結 果 と 一 致 し た 。 し か し ， 鳥 居

ら （ 2 0 0 4） の 研 究 で ， 家 族 に 同 居 を 求 め る 期 待 が 小 さ い の に

対 し ， 本 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は 期 待 が 大 き い と 考 え ら れ

た 。 相 違 の 要 因 は ， 鳥 居 ら （ 2 0 0 4） の 研 究 が 精 神 障 害 者 の 家

族 に 限 定 し た も の で な か っ た 事 だ と 考 え ら れ た 。 一 般 科 の 患

者 と 違 い 精 神 障 害 者 は ， 退 院 後 ， 生 活 機 能 障 害 が あ っ た り ，

症 状 が 悪 化 す る と 適 切 な 意 志 決 定 が で き な い 事 が あ る 。 そ の

た め ， 精 神 科 看 護 師 は ， 社 会 生 活 で 家 族 に そ の サ ポ ー ト を 期

待 し て い る と 考 え ら れ た 。 実 際 ， 精 神 障 害 者 の 場 合 ， 退 院 先

の 多 く が 家 庭 と い う デ ー タ も あ る （ 南 山 ， 1 9 9 7）。 そ の た め ，

精 神 障 害 者 の 【 単 身 生 活 】 は ， 精 神 科 看 護 師 の 中 で ， 家 族 と

同 居 で き な い 場 合 の 第 2 選 択 に 位 置 づ け ら れ て い た 。 社 会 資

源 が 不 十 分 な 現 状 で ， 単 身 生 活 の 困 難 さ は 先 行 研 究 で 明 ら か

に さ れ （ 濱 田 ， 2 0 0 8）， 第 2 の 選 択 肢 と な っ て い る と も 考 え ら

れ た 。 精 神 障 害 者 の 状 況 に よ っ て は ，【 単 身 生 活 】 が 適 切 な 選

択 で あ り ， 藤 野 ら （ 2 0 0 9） は ， 統 合 失 調 症 の 家 族 介 護 者 を 対

象 と し た 調 査 で ， 家 族 の 苦 悩 を 明 ら か に し ， 社 会 的 サ ポ ー ト

等 の 充 実 を 図 り 精 神 障 害 者 が 自 立 し 地 域 で 生 活 で き る 事 の 必

要 性 を 指 摘 し て い る 。 な か で も ， 統 合 失 調 症 の 場 合 は ， 患 者

に 対 す る 家 族 の 否 定 的 な 感 情 表 出 （ E x p r e s s e d  E m o t i o n） が 病

状 悪 化 に 関 係 し て い る 事 が 明 ら か に さ れ て お り（ 大 島 ，1 9 9 4），
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家 族 と 同 居 が 良 い と も 限 ら な い 。 社 会 資 源 の 充 実 に 向 け た 行

政 各 署 等 へ の 働 き か け と と も に ， 限 ら れ た 社 会 資 源 の 中 で ，

単 身 生 活 が 適 切 で あ れ ば ， そ の 方 向 へ リ カ バ リ ー を 進 め て い

く 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。 単 身 生 活 に 向 け た リ カ バ リ ー 支

援 促 進 の ス キ ル が 精 神 科 看 護 師 に と っ て 必 要 で あ る 事 が 示 唆

さ れ た 。  

精 神 科 看 護 師 は ， 家 族 の 状 況 を 理 解 し ，【 入 院 継 続 】 を 受 け

入 れ て い た 。 社 会 の 偏 見 は ， 未 だ 根 強 く （ 望 月 ら ， 2 0 0 8）， ＜

家 族 が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ に よ り ， 家 族 が 苦 し ん で い る 事 を

精 神 科 看 護 師 は 理 解 し て い た 。 ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ は ，

病 院 へ の 信 頼 と も と れ る が ， 病 院 へ 全 て を 委 ね る と い う 依 存

と 考 え ら れ ， 木 村 ら （ 2 0 1 0） の 研 究 結 果 と 同 様 で あ っ た 。 家

族 は ， 依 存 し て 安 心 感 を 得 た い 状 況 と も 言 え た 。 病 院 の 役 割

が あ る よ う に ， 家 族 の 役 割 が あ る 事 を 家 族 が 適 正 に 理 解 で き

て い な い と 考 え ら れ た 。 家 族 と し て 精 神 障 害 者 を 支 援 で き る

教 育 が 必 要 で あ る 事 が 示 唆 さ れ た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ＜ 精 神

症 状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ を 理 解 し ， 家 族 を 肯 定 的

に 捉 え て い た 。 精 神 症 状 に よ る 暴 力 は 時 に 家 族 や 看 護 師 に 向

け ら れ ， 家 族 の 受 け る 恐 怖 や 不 利 益 に ， 精 神 科 看 護 師 は 共 感

し 理 解 を 示 し て い る と 考 え ら れ た 。  

家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 低 く 【 入 院 継 続 】 に な っ た 場 合 ，

精 神 科 看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 っ て い た が ， 同 時 に

【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】に も つ な が っ て い た 。【家 族 支 援 の 強 化 】

を 行 っ て も ，家 族 の 意 志 を 尊 重 す る あ ま り ，【 リ カ バ リ ー の 停

滞 】 が さ ら に 強 く な る と 考 え ら れ た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精

神 科 看 護 師 持 つ 意 識 の 中 に 家 族 の 逃 避 的 患 者 対 応 が あ る と し ，

【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 と な る 家 族 の 状 況 を 意 識 す る 本 研 究 結

果 と 類 似 し て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 家 族 の 見 方 や 態 度 が

治 療 的 で な く 精 神 科 看 護 師 が 批 判 的 に な り が ち で あ る 事 を 指

摘 し て い る が ， 本 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は 家 族 に 肯 定 的 で
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あ っ た 。 家 族 の 【 入 院 継 続 】 の 意 志 を 尊 重 す る 事 は ， 入 院 の

長 期 化 が 生 じ る 事 が 予 測 さ れ る 。 全 退 院 患 者 数 に 占 め る 長 期

入 院 患 者 の 退 院 率 は 低 く く な る と い う デ ー タ も あ り （ 高 橋 ，

1 9 9 3）， 入 院 が 長 期 に な れ ば ， 社 会 参 加 は 困 難 に な る 。 家 族 が

【 入 院 継 続 】 を 望 む 状 況 に 理 解 を 示 し つ つ も ， 家 族 の リ カ バ

リ ー 意 識 を 早 期 に 高 め ， 入 院 の 長 期 化 を 予 防 す る 事 が 必 要 で

あ る 。 精 神 科 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー 促 進 に 向 け ，【 入 院 継 続 】

を 望 む 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ る ス キ ル を 持 つ 必 要

性 が 示 唆 さ れ た 。 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ ， そ の 事

が 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 向 上 に つ な が る 可 能 性 が あ

る と 考 え ら れ る 。  

 

第 5 節  課 題  

実 態 調 査 の 分 析 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 は ， ≪ リ カ バ リ ー

に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け ，【家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】

【 単 身 生 活 】【 入 院 継 続 】の 3 つ に リ カ バ リ ー の 方 向 を 分 け て

い る こ と が 明 ら か に な っ た 。家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 低 く【 入

院 継 続 】 に な っ た 場 合 ， 精 神 科 看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】

を 行 っ て い た が ， 同 時 に 【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 に つ な が っ て

い た 。 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ る ス キ ル が 必 要 で あ

る と 考 え ら れ た 。 ま た ，【 入 院 継 続 】 を 望 む 家 族 を 持 つ 患 者 の

社 会 ス キ ル を 向 上 さ せ る 必 要 も あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と

か ら ， 精 神 科 看 護 師 に ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲

得 ＞ が 必 要 だ と 考 え ら れ た 。  
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第 3 章  実 態 調 査 ③  社 会 参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意

識 を 変 化 さ せ る 要 因  

第 1 節  問 題 と 目 的  

第 3 章 で は ， 社 会 参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意 識 を 変

化 さ せ る 要 因 を 明 ら か に し た （ 中 島 ， 2 0 1 3）。 そ の 結 果 は ， 精

神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 を 高 め る 取 組 み の 基 礎 材 料

に な る と 考 え た 。  

ま ず ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 社 会 復 帰 の 意 識 に 関 す る 先 行 研 究

を 概 観 し た 。 松 枝 （ 2 0 0 3）， 清 家 （ 2 0 0 7）， 大 沼 ら （ 2 0 0 8） の

研 究 結 果 等 か ら は ， 精 神 科 看 護 師 の 支 援 が 社 会 参 加 に つ な が

る こ と が 明 ら か に さ れ ， 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 に 精 神 科 看 護

師 の 果 た す 役 割 は 大 き い と 考 え ら れ た 。さ ら に ，青 木（ 2 0 0 5）

が ， 社 会 参 加 に 関 す る 看 護 活 動 の 実 態 を 明 ら か に し ， 田 嶋 ら

（ 2 0 0 9）が ，長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に 対 す る 退 院 支 援 の 構 造 ，

藤 野 ら（ 2 0 0 9）が 統 合 失 調 症 患 者 を 持 つ 家 族 の 問 題 ，大 谷（ 2 0 0 8）

が 多 職 種 と の 連 携 の 有 効 性 等 ， 数 多 く 社 会 参 加 に 関 す る 先 行

研 究 が 行 わ れ て い た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 関 す る も の と

し て ， 石 橋 ら （ 2 0 0 2） や 原 田 （ 2 0 0 6）， 小 山 （ 2 0 1 1） 等 の 研 究

が あ る が ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 を 対 象 と し ，「 社

会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影 響 す る 要 因 と そ の 構 造 に 関 す る 研 究

は 見 当 た ら な か っ た 。 社 会 参 加 支 援 に 向 け た 看 護 意 欲 を 変 化

さ せ る 要 因 が 不 明 確 で あ れ ば ， 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 へ の

取 組 み の 基 礎 材 料 が 不 十 分 で 効 果 的 な も の と な ら な い 問 題 が

考 え ら れ た 。 以 上 の こ と よ り ， 実 態 調 査 ③ の 研 究 で は ， 社 会

参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意 識 を 変 化 さ せ る 要 因 と そ の

構 造 を 明 ら か に し て い く こ と を 目 的 と す る 。 そ こ か ら ， 社 会

参 加 に 向 け た 看 護 意 欲 を 変 化 さ せ る 要 因 を 検 討 す る 。  

 

第 2 節  方 法  

1． 研 究 対 象 者  
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私 立 精 神 科 病 院 （ 民 間 精 神 科 病 院 ）に 勤 務 す る 看 護 師 2 5 名

を 対 象 と し た 。 こ れ ま で の 実 態 調 査 と 違 い ， 今 回 ， 精 神 科 経

験 年 数 に 制 限 を 設 け な か っ た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 影 響

を 及 ぼ す 要 因 と そ の 変 化 は ， 過 去 を 振 り 返 り 考 え る 内 容 で あ

り ， 精 神 科 経 験 年 数 に 制 限 を 設 け な い ほ う が 多 く の デ ー タ が

得 ら れ る と 考 え た 。 そ の デ ー タ は ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に

向 け た 看 護 意 欲 向 上 へ の 取 組 み の 基 礎 デ ー タ と な る と 考 え た 。 

研 究 対 象 者 の 勤 務 す る 私 立 精 神 科 病 院 は ， 急 性 期 病 棟 ， 回

復 期 病 棟 ， 慢 性 期 病 棟 ， デ イ ケ ア を 所 有 す る 2 7 0 床 の 単 科 精

神 病 院 で あ る 。  

2． デ ー タ 収 集 方 法  

 研 究 対 象 と な る 施 設 の 病 院 長 及 び 看 護 部 長 に 承 諾 を 得 て 実

施 し た 。 病 棟 行 事 や 3 交 代 勤 務 等 を 考 え 合 わ せ ， 研 究 協 力 が

で き る 日 程 や 協 力 の 得 ら れ る 対 象 者 に つ い て 看 護 部 長 と 話 し

合 っ た 。 研 究 に 同 意 し た 対 象 者 に 対 し て ， 2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～

2 0 1 2 年 2 月 4 日 の 期 間 ， 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 に お い

て は ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」に 影 響 し た こ と と そ れ に よ る 精

神 科 看 護 師 の 変 化 つ い て A n t h o n y , W . A .  ( 1 9 9 3 )  ，松 枝（ 2 0 0 3） ，

石 橋 ら （ 2 0 0 2）， 青 木 （ 2 0 0 5） の 研 究 等 を 基 に イ ン タ ビ ュ ー ガ

イ ド を 作 成 し 実 施 し た 。 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 主 な 内 容 は ，

「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 が 変 化 し た き っ か け 」「社 会 参 加 支 援 の

意 識 が ど の よ う に 変 化 し た か 」「 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 を ど の

よ う に 考 え る か 」「 家 族 が 社 会 参 加 に 与 え る 影 響 」「 単 身 生 活

を 送 る 精 神 障 害 者 の 生 活 支 援 」「長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 の 社 会

参 加 」 等 で あ っ た 。 面 接 は ， 対 象 者 の 承 諾 を 得 て 録 音 し た 。  

 

3． デ ー タ 分 析 方 法  

 ま ず ， 録 音 し た 面 接 内 容 は す べ て 逐 語 録 に 起 こ し た 。 精 神

障 害 者 に 対 す る 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 に 影 響 す る 要 因 と そ れ

に よ っ て 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態 」 に 焦 点 を 当 て 分 析 し



35 

た 。 デ ー タ を 繰 り 返 し 読 み ， そ の デ ー タ の 意 味 を 解 釈 し た 。

対 象 者 全 員 の 逐 語 録 を コ ー ド 化 し ， デ ー タ が 示 す 意 味 や 内 容

を 分 類 し ，同 じ 意 味 を 示 す デ ー タ は 1 つ の コ ー ド に ま と め た 。

さ ら に ， そ の コ ー ド の 中 か ら 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影 響

し た と 考 え ら れ る も の を 検 討 し ， 影 響 要 因 と し た 。 そ の 影 響

要 因 か ら 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態 を 示 す コ ー ド を 抽 出 し

た 。 影 響 要 因 と 精 神 科 看 護 師 の 状 態 を 示 す コ ー ド 間 の 関 係 性

に つ い て ， 検 討 を 何 度 も 繰 り 返 し た 。 類 別 し た コ ー ド の か た

ま り の 特 性 を 明 ら か に し ， 抽 象 度 を 上 げ ， カ テ ゴ リ ー と し て

ま と め た 。 カ テ ゴ リ ー に は ， そ の 内 容 や 性 質 を 表 す 言 葉 で 命

名 し 分 析 し た 。  

 

4． 分 析 結 果 の 信 頼 性  

 本 研 究 は ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会 復 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影

響 し た き っ か け と そ の 変 化 に つ い て ， 研 究 者 が 再 構 成 し 分 析

す る も の で あ る 。 可 能 な 限 り 精 神 科 看 護 師 が 経 験 し 話 す 内 容

に つ い て ， 研 究 者 が 的 確 に 捉 え ら れ て い る か ， 精 神 科 看 護 師

に 確 認 を 行 い な が ら イ ン タ ビ ュ ー し デ ー タ を 収 集 し た 。 研 究

者 の 独 善 的 解 釈 に 陥 る こ と の な い よ う ， デ ー タ 収 集 ， 分 析 の

全 過 程 を 通 じ ， 質 的 研 究 に 習 熟 し た ス ー パ ー ヴ ァ イ ザ ー に ，

ス ー パ ー ヴ ァ イ ズ を 受 け ， 精 神 科 看 護 師 2 名 の 協 力 を 得 て 解

釈 の 検 討 を 行 い 信 頼 性 の 確 保 に 努 め た 。  

 

5． 研 究 の 倫 理 的 配 慮  

研 究 対 象 者 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看 護 部 長 に ， 文 書 及

び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し ， 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対

象 者 に 調 査 の 目 的 ， 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保

護 ， 匿 名 性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表

す る が ， 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と 等 を ， 文 書 及 び 口 頭 で 説 明

し た 。 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面 接 を 行
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っ た 。  

 本 研 究 は ， 福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を

得 た （ 承 認 番 号 1 1 - 8）。  

 

第 3 節  結 果  

1 .対 象 者 の 概 要  

研 究 参 加 者 は ， 同 意 の 得 ら れ た 2 5名 で あ る 。 個 室 で 半 構 造

的 面 接 を 実 施 し ， 1人 の 面 接 所 要 時 間 は 3 0～ 8 8分 ，平 均 4 1 . 2分

で あ っ た 。研 究 参 加 者 の 年 齢 は , 2 3歳 ～ 5 2歳 で 平 均 3 2 . 8歳 ，精

神 科 勤 務 経 験 は , 1年 ～ 1 5年 で 平 均 7 . 0年 で あ っ た 。 男 性 1 4名 ，

女 性 1 1名 で ， 勤 務 場 所 は ， 外 来 1名 ， 回 復 期 病 棟 7名 ， 慢 性 期

病 棟 1 7名 で あ っ た 。  

 

2 .デ ー タ の 分 析 結 果  

第 1回  構 造 図  

 デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参 加 支

援 の 意 識 」 に 影 響 す る 要 因 と し て 8 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し

た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 を 向 上 さ せ る 影 響 要 因 が 4 つ ， 低

下 さ せ る 影 響 要 因 が 4 つ で ， そ れ ぞ れ に 精 神 科 看 護 師 の 変 化

し た 状 態 の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 影 響 要 因 の カ テ ゴ リ ー を

＜  ＞ と 表 し た 。 影 響 要 因 か ら 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態

を 【  】 と し ，『  』 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 表 す 。 カ テ ゴ リ ー

間 の 構 成 は 以 下 の よ う に な っ て い た 。  

看 護 師 の イ ン タ ビ ュ ー よ り 、 社 会 参 加 を 社 会 復 帰 と 表 現 し

て い た た め 、そ の 言 葉 を 使 用 し カ テ ゴ リ ー 化 、構 造 化 し た 。「 社

会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 す る 影 響 要 因 と し て ， ＜ 支 援 が 社

会 復 帰 に つ な が っ た 経 験 ＞ ＜ 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟

勤 務 ＞ ＜ 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習 ＞ ＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ で あ

っ た 。 影 響 要 因 で あ る ＜ 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験 ＞

に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 害 者 の 【 回 復 す る 確 信 】
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を 持 て ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 ＜ 社 会 復 帰

を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務 ＞ の 場 合 ，【社 会 復 帰 支 援 に つ い て

考 え る こ と の 日 常 化 】 が 生 じ た こ と ， ＜ 社 会 復 帰 支 援 に 関 す

る 学 習 ＞ の 場 合 ，【 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】が で

き ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 ＜ 協 力 的 な 家 族

＞ で あ れ ば ，【 家 族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】 を し ，「 社 会 復 帰 支 援

の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 す る

影 響 要 因 は ， ＜ 協 力 的 で な い 家 族 ＞ ＜ 長 期 入 院 ＞ ＜ 偏 見 ＞ ＜

貧 困 な 社 会 資 源 ＞ で あ っ た 。 ＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ が 「 社 会 復 帰

支 援 の 意 識 」 を 向 上 さ せ て い た の に 対 し ， ＜ 協 力 的 で な い 家

族 ＞ の 場 合 は ， 精 神 障 害 者 の 【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不

安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 し て い た 。 ＜ 長 期

入 院 ＞ や 精 神 障 害 者 に 対 す る 社 会 の ＜ 偏 見 ＞ ＜ 貧 困 な 社 会 資

源 ＞ も ，同 じ く【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が 生 じ ，「社

会 復 帰 支 援 の 意 識 」は 低 下 し て い た（ 図 3）。カ テ ゴ リ ー 毎 に ，

主 な 看 護 師 の 発 言 を 交 え 以 下 に 述 べ る 。  
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1） 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験  

 『（ 患 者 が ） 最 初 は 全 く 話 さ な く て ， つ ま ず く こ と が あ っ て

も ，（ 支 援 す る こ と で ） 退 院 ま で こ ぎ つ け た り で す ね 』 と 回 復

プ ロ セ ス の 中 で 困 難 が あ っ て も ， 社 会 復 帰 支 援 に よ っ て 精 神

障 害 者 が 【 回 復 す る 確 信 】 を 得 て い た 。  

『 社 会 復 帰 に 向 け た 支 援 み た い な こ と を す る よ う に な っ た
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の が き っ か け で ，そ の 時 か ら ，患 者 さ ん の 目 を 外（ 社 会 復 帰 ）

に 向 け る っ て い う か ， 家 に 戻 っ て い き ま し ょ う と い う 意 識 が

高 ま り ま し た ね 』 と 【 回 復 す る 確 信 】 か ら ， 他 の 精 神 障 害 者

に 対 し て も 社 会 復 帰 の 視 点 で 考 え 看 護 実 践 し よ う と 「 社 会 復

帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。  

 

2） 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務  

社 会 復 帰 支 援 に 積 極 的 な 病 棟 勤 務 に よ っ て ，『 患 者 は 社 会 で

生 き て い く ， 病 棟 を 変 わ っ て か ら （ 勤 務 異 動 が あ っ て か ら ），

強 く 思 い ま す 』 と 精 神 障 害 者 を 社 会 の 中 で 暮 ら す 生 活 者 と 捉

え な が ら ，『 退 院 さ せ て あ げ た い し ，患 者 さ ん 自 体 退 院 し た く

な い っ て 患 者 さ ん が い ら っ し ゃ ら な い と 思 う ん で す よ 』 と ，

ど の 精 神 障 害 者 で あ っ て も 社 会 復 帰 支 援 を 考 え る と い う 【 社

会 復 帰 支 援 に つ い て 考 え る こ と の 日 常 化 】が 生 じ ，「 社 会 復 帰

支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。  

 

3） 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習  

 精 神 科 看 護 師 は ， 学 会 や 研 修 会 に 参 加 し ， 社 会 復 帰 を 積 極

的 に 進 め て い る 看 護 実 践 の 報 告 等 に 刺 激 を 受 け 『 自 分 達 は 遅

れ て い る 』と 感 じ て い た 。他 院 で の 社 会 復 帰 支 援 を 目 標 と し ，

『 そ の 差 を い か に 縮 め る か が ， こ ち ら の 地 域 の 課 題 』 と 【 社

会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】が で き ，「 社 会 復 帰 支 援 の

意 識 」 は 向 上 し て い た 。  

 

4） 協 力 的 な 家 族  

 『（ 患 者 を ） 家 族 が 受 け 入 れ て ， 一 緒 に あ き ら め ず に 治 療 し

て い く み た い な 感 じ だ っ た の で ， だ か ら 患 者 さ ん も こ こ ま で

回 復 し た り と か 』 と 社 会 復 帰 に 至 る 回 復 に 家 族 の 協 力 が 効 果

的 で あ る こ と を 実 感 し て い た 。『 再 発 と か も 防 げ る 』と 社 会 復

帰 後 の 再 発 防 止 に も 家 族 の 存 在 が 必 要 だ と 語 っ た 。 家 族 が 協
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力 的 で あ れ ば ， 社 会 復 帰 後 の 生 活 支 援 や 悪 化 時 の 対 応 を 家 族

が 行 い ，『 家 族 が 見 て く れ る な ら ，（ 社 会 復 帰 後 ）安 心 』と【 家

族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】 し ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て

い た 。  

 

5） 協 力 的 で な い 家 族  

 『 患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も ， 家 族 が ダ メ と 言 っ た ら 難

し い 』 と 退 院 に つ い て 家 族 の 意 向 を 重 視 し て い た 。 家 族 が 協

力 で き な い 場 合 ，単 身 生 活 を 送 る こ と を 想 定 し ，『 単 身 の 退 院

は ， 勇 気 が い る ， 出 す の は 簡 単 だ け ど ，（ 社 会 復 帰 後 の ） サ ポ

ー ト が 難 し い 。（ 例 え ば ） 薬 も 飲 み な さ い と 言 う か ら ， 怒 ら れ

る か ら 飲 ん で い る と 言 う し ，（ 服 薬 に つ い て ）必 要 性 が 分 か っ

て い な い 人 も い る か ら 』 と 社 会 復 帰 後 に 家 族 の 生 活 支 援 が 得

ら れ な い こ と で ，【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，

「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は ， 低 下 し て い た 。  

 

6） 長 期 入 院  

 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に 対 し て ，『バ ス の 乗 り 方 も 忘 れ て し

ま っ た り と か 』『銀 行 に 行 っ て も ど う し た ら い い か 分 か ら く な

っ た り と か 』 等 社 会 か ら 離 れ て い る こ と で 生 じ る 問 題 に よ り

『 社 会 に 溶 け 込 む の が 難 し い 』 と 語 り ， 社 会 復 帰 後 に 『 つ ら

い 思 い を す る 』 と 心 配 し て い た 。 親 が 亡 く な り 家 族 の 世 代 交

代 で 『 兄 弟 の 家 庭 も あ る か ら ，（ 協 力 は ） 難 し い 』 と 家 族 の 協

力 が 得 ら れ に く い と 語 っ た 。社 会 生 活 に 適 応 で き に く い こ と ，

家 族 の 協 力 が 得 ら れ な い こ と で ， 精 神 科 看 護 師 の 中 に 【 退 院

後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は

低 下 し て い た 。  

 

7） 偏 見  

精 神 科 看 護 師 は ，『 偏 見 は 少 な い 方 だ と 思 い ま す 』と 言 い な
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が ら も ，『 精 神 科 で 働 い て い る 自 分 達 で さ え も ，近 く に 住 み ま

す と 言 わ れ た ら ， ど う ぞ と は す ぐ に 言 え な い 』 と 自 ら の 偏 見

を 自 覚 し て い た 。『 社 会 の 受 け 入 れ が な い の に ，辛 い 思 い を す

る ぐ ら い な ら 出 し た く な い 』と 偏 見 に よ っ て ，【 退 院 後 の 社 会

生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は 低 下 し

て い た 。  

 

8） 貧 困 な 社 会 資 源  

『 受 け 皿 が 少 な い と 感 じ る ， 近 く に グ ル ー プ ホ ー ム も 少 な い

し ， 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思 う 』 と

社 会 資 源 が 貧 困 で あ る と 考 え て い た 。貧 困 な 社 会 資 源 は ，『（ 社

会 資 源 が 使 え る 環 境 で な い か ら ） 生 活 が う ま く で き な い し ，

場 合 に よ っ て は ， そ の ま ま が （ 入 院 ） が い い 』 と 【 退 院 後 の

社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低

下 し て い た 。  
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第 2 回  構 造 図  

 第 1 回 の 構 造 図 か ら さ ら に 分 析 し ， 以 下 の よ う に 構 造 図 を

作 成 し た 。  

 

 

第 4 節  考 察  

本 研 究 参 加 者 は ， 入 院 治 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支 援 へ 変 革 を

遂 げ よ う と す る 日 本 の 典 型 的 な 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看

護 師 で あ る 。 参 加 者 数 が 少 な い も の の ， 今 回 の 研 究 結 果 は ，

私 立 精 神 科 病 院 の 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影

響 を 及 ぼ す 要 因 と そ の 構 造 を 示 す も の と 考 え ら れ た 。 第 1 回

及 び 第 2 回 の 構 造 図 は ， そ の 結 果 を 表 す 構 造 図 と 言 え る 。 本

研 究 結 果 は ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 「 社 会 参 加

支 援 の 意 識 」 向 上 へ の 取 組 み を 考 え る 材 料 に 成 り 得 る 。 以 下

に ，「社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 毎 に 考 察 す る 。 

第 1 回 の 構 造 図 で 使 用 し た 社 会 参 加 支 援 を 社 会 復 帰 支 援 と 同

様 の 意 味 と し て 以 下 の 考 察 と す る 。  
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1． 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験  

 本 研 究 参 加 の 精 神 科 看 護 師 は ， 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ

た 経 験 か ら ，【回 復 す る 確 信 】を 得 て ，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」

が 向 上 し た こ と が 明 ら か に な っ た 。 社 会 復 帰 に つ な が っ た 支

援 の 経 験 は ， 成 功 体 験 と 言 え ， そ の 経 験 が 精 神 科 看 護 師 の 自

己 効 力 感 を 高 め ， 意 識 の 向 上 に つ な が っ た と 推 測 さ れ た 。

B a n d u r a  （ 1 9 9 7） に よ れ ば ， 自 己 効 力 感 は ， 成 果 を 生 み 出 す

行 為 が 自 分 に で き る と い う 能 力 認 知 で あ り ， 自 己 効 力 感 を 高

め る 要 因 と し て 成 功 体 験 を 挙 げ て い る 。 研 究 参 加 の 精 神 科 看

護 師 は ，社 会 復 帰 支 援 の 効 果 で 精 神 障 害 者 が【 回 復 す る 確 信 】

を 得 て い た 。 同 時 に ， 回 復 の 成 果 を 生 み 出 す 社 会 復 帰 支 援 が

で き る と い う 能 力 認 知 が 生 じ 自 己 効 力 感 が 高 ま っ て い た 。 片

岡 ら （ 2 0 0 5） も 長 期 入 院 患 者 の 社 会 復 帰 に 限 定 し て い た が ，

精 神 科 看 護 師 の 社 会 復 帰 の 意 識 を 高 め る た め に は ， 成 功 体 験

が 重 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い た 。松 枝（ 2 0 0 3）の 研 究 で も ，

本 研 究 同 様 ， 精 神 科 看 護 師 が 社 会 復 帰 支 援 に よ り 精 神 障 害 者

の 回 復 を 実 感 し ， 社 会 復 帰 支 援 に 意 欲 的 に な っ て い た 。 支 援

が 社 会 復 帰 に つ な が る 経 験 は ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会 復 帰 支

援 の 意 識 」 を 高 め る 効 果 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

2． 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務  

 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 に 勤 務 す る こ と で ，【社 会 復

帰 支 援 に つ い て 考 え る こ と の 日 常 化 】が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援

の 意 識 」 は 向 上 し て い た 。 角 川 ら （ 2 0 0 9） は ， 長 期 入 院 の 精

神 障 害 者 に 絞 っ た も の で あ っ た が ， 精 神 科 看 護 師 が ， 退 院 促

進 活 動 が 進 ん で い る 病 院 で ， 社 会 復 帰 に 対 し 成 功 す る ， 決 ま

る ， 目 処 が つ く と い っ た 良 い イ メ ー ジ を 持 っ て い る こ と を 明

ら か に し て い る 。 職 場 環 境 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会

復 帰 支 援 の 意 識 」 が 変 わ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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3． 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習  

 精 神 科 看 護 師 は ， 学 会 や 研 修 会 に 参 加 し ， 積 極 的 に 取 り 組

ん で い る 社 会 復 帰 支 援 の 報 告 等 に 刺 激 を 受 け て い た 。 他 院 が

行 っ て い る 社 会 復 帰 支 援 を 目 標 と し ， 自 ら の 支 援 に 応 用 す る

た め 【 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】 が で き ， 支 援 の

意 識 は 高 ま っ て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 科 病 棟 勤 務 の

看 護 師 の 葛 藤 を 調 査 し ， ビ ジ ョ ン の な い 看 護 か ら 脱 却 す る 必

要 を 指 摘 し て い る 。 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習 は ， 社 会 復 帰

支 援 の 目 標 を 明 確 化 し ， ビ ジ ョ ン を 定 め る 機 会 と な る と 考 え

ら れ た 。 東 中 須 （ 2 0 0 7） が ， 精 神 科 看 護 の ス キ ル ア ッ プ の た

め に 院 内 研 修 を 工 夫 す る 必 要 性 に つ い て 指 摘 し ， 社 会 復 帰 支

援 の 意 識 向 上 に 向 け た 効 果 的 学 習 の 機 会 が 必 要 で あ る と 考 え

ら れ た 。  

 

4． 家 族 の 協 力  

＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ で あ れ ば ，【家 族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】を し ，

「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 反 対 に ＜ 協 力 的 で

な い 家 族 ＞ の 場 合 ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が 生 じ ，

「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」が 低 下 し て い た 。『 患 者 が 退 院 し た い

と 言 っ て も ， 家 族 が ダ メ と 言 っ た ら 難 し い 』 と い う 発 言 内 容

か ら も ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 害 者 の 意 思 よ り 家 族 の 意 向

を 優 先 し 家 族 の 存 在 を 重 視 し て い た 。 一 般 科 の 患 者 と 違 い 精

神 障 害 者 は ， 社 会 復 帰 後 ， 生 活 機 能 障 害 が あ っ た り ， 症 状 が

悪 化 す る と 適 切 な 意 志 決 定 が で き な い こ と が あ る 。 特 に 統 合

失 調 症 は ， 病 態 的 特 徴 で 急 性 期 に お け る 判 断 能 力 低 下 を 認 め

自 己 決 定 が 難 し い 。 そ の た め ， 精 神 科 看 護 師 は ， 社 会 生 活 に

お い て ， 家 族 に そ の サ ポ ー ト を 期 待 し て い る と 考 え ら れ た 。

田 嶋 ら （ 2 0 0 9） は ， 粘 り 強 く 精 神 障 害 者 と 家 族 を つ な げ る こ

と が ， 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 支 援 に お い て ， 重 要

で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 日 本 社 会 の 傾 向 と し て ， 個



45 

人 よ り 家 族 の 単 位 を 優 先 し が ち で あ り ， そ の 傾 向 が 今 回 の 結

果 に 影 響 し た こ と も 考 え ら れ た 。 実 際 ， わ が 国 で は ， 精 神 障

害 者 の 退 院 先 が 単 身 よ り も 家 族 と の 同 居 が 多 い 現 状 が あ る

（ 特 例 社 団 法 人  日 本 精 神 科 看 護 技 術 協 会 ，2 0 1 1）。青 木（ 2 0 0 5）

の 研 究 結 果 同 様 に 研 究 参 加 の 精 神 科 看 護 師 に と っ て ， 精 神 障

害 者 の 社 会 生 活 に 家 族 の 存 在 は 非 常 に 重 要 で あ る 。 精 神 障 害

者 の 状 況 に よ っ て は ， 家 族 と の 同 居 で は な く ， 単 身 生 活 が 適

切 な 選 択 と い う 場 合 も あ る 。 藤 野 ら （ 2 0 0 9） は ， 統 合 失 調 症

の 家 族 介 護 者 を 対 象 と し た 調 査 で ，家 族 の 苦 悩 を 明 ら か に し ，

社 会 的 サ ポ ー ト 等 の 充 実 を 図 り 精 神 障 害 者 が 自 立 し 地 域 で 生

活 で き る こ と の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。精 神 障 害 者 の 中 で も ，

統 合 失 調 症 の 場 合 は ， 患 者 に 対 す る 家 族 の 否 定 的 な 感 情 表 出

（ E x p r e s s e d  E m o t i o n） が 病 状 悪 化 に 関 係 し て い る こ と が 明 ら

か に さ れ て お り （ 大 島 ら ， 1 9 9 4）， 家 族 と の 同 居 が 問 題 と な る

こ と も あ る 。 社 会 復 帰 促 進 に 向 け ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 症

状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 暴 力 等 の 不 利 益 を 理 解 し ， 家 族 を 肯

定 的 に 捉 え 家 族 に 社 会 復 帰 の 協 力 を 求 め て い く ス キ ル と ， 単

身 生 活 に 向 け た 社 会 復 帰 支 援 促 進 の ス キ ル を 持 つ こ と が 必 要

で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

5． 長 期 入 院  

＜ 長 期 入 院 ＞ の 精 神 障 害 者 に 対 し て ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に

関 す る 不 安 】が 生 じ ，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」は 低 下 し て い た 。

石 橋 ら （ 2 0 0 2） は ， 精 神 科 看 護 師 が 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に

対 し ， 固 定 化 し た 捉 え 方 と 働 き か け を あ き ら め る こ と を 社 会

復 帰 の 阻 害 要 因 と し て 明 ら か に し て い る 。 長 期 入 院 の 精 神 障

害 者 に 対 し ， 精 神 科 看 護 師 の 意 識 が 社 会 復 帰 で き る と い う 方

向 へ 変 わ る こ と が 重 要 で あ る 。 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 は ， 社

会 性 の 低 下 や 高 齢 ， 家 族 の 世 代 交 代 等 の 問 題 を 抱 え ， 社 会 復

帰 に は 困 難 を 要 す る 。 長 期 入 院 に 関 す る 問 題 は ， 精 神 障 害 者
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の 生 活 機 能 が 精 神 疾 患 に よ り 障 害 さ れ た 上 に ， 長 期 的 に 社 会

と 離 れ る こ と で ， さ ら に 生 活 機 能 障 害 を 悪 化 さ せ ， 入 院 の 長

期 化 が 生 じ る と い う 悪 循 環 が あ る 。 悪 循 環 を 断 ち 切 る こ と が

重 要 で あ り ， 精 神 科 看 護 師 が あ き ら め ず ， 根 気 強 く 取 り 組 む

と い う 「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 必 要 で あ る 。  

 

6． 偏 見  

精 神 障 害 者 に 対 す る 偏 見 に よ っ て ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に 関

す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は 低 下 し て い た 。

看 護 師 だ か ら 『 偏 見 は 少 な い 方 だ と 思 い ま す 』 と 語 っ て い る

よ う に ， 中 島 ら （ 2 0 1 1） も ， 統 合 失 調 症 患 者 に 限 定 し た 偏 見

の 研 究 で ， 精 神 科 看 護 師 が 看 護 助 手 よ り 偏 見 が 少 な く ， 看 護

師 資 格 の 元 と な る 教 育 の 差 が 影 響 し た 事 を 指 摘 し て い た 。『 精

神 科 で 働 い て い る 自 分 達 で さ え も ， 近 く に 住 み ま す と 言 わ れ

た ら ， ど う ぞ と は す ぐ に 言 え な い 』 と い う 発 言 か ら ， 木 村 ら

（ 2 0 1 0） の 研 究 と 同 様 に ， 精 神 障 害 者 が 自 分 の 能 力 に 見 合 あ

う 生 き 方 が で き な い こ と や 常 軌 を 逸 し た 行 動 を と る と い う ネ

ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ を 精 神 科 看 護 師 が 抱 い て い と 推 測 さ れ た 。

精 神 症 状 に よ り 社 会 生 活 能 力 低 下 や 常 軌 を 逸 し た 行 動 が あ る

の も 事 実 で あ り ， 林 （ 2 0 0 9） は ， 訪 問 看 護 師 が 精 神 症 状 悪 化

時 の 自 傷 他 害 の 恐 怖 を 抱 え て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。

近 藤 ら （ 2 0 0 8） が ， 退 院 を 希 望 す る 精 神 障 害 者 を 対 象 に ， 偏

見 の あ る 社 会 で 生 活 す る 困 難 さ を 明 ら か に し て い る よ う に ，

偏 見 の 中 で 暮 ら す こ と の 困 難 を 予 測 し ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に

関 す る 不 安 】 が 生 じ て い る と 言 え た 。 偏 見 低 減 へ の 啓 蒙 活 動

に 取 り 組 む と と も に ， 精 神 障 害 者 と と も に ， 社 会 復 帰 す る 病

院 周 辺 の 地 域 住 民 へ 理 解 を 求 め る ス キ ル を 看 護 師 が 持 つ こ と

も 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

7． 貧 困 な 社 会 資 源  
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 『 受 け 皿 が 少 な い と 感 じ る ， 近 く に グ ル ー プ ホ ー ム も 少 な

い し 』 と い う 言 葉 か ら ， 研 究 参 加 病 院 の 地 域 特 性 と し て ， 周

囲 に 社 会 復 帰 支 援 施 設 が 少 な い こ と が 影 響 し て い る こ と が 推

測 さ れ た 。『 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思

う 』 と い う よ う に ， 近 藤 ら （ 2 0 0 8） の 研 究 で は ， 精 神 障 害 者

が 住 居 や 仕 事 探 し が 厳 し い こ と や 施 設 だ と 生 活 費 に 余 裕 が な

く な る 等 社 会 の 中 で 暮 ら す 不 安 を 語 っ て い た 。 社 会 で 暮 ら す

こ と の 困 難 さ を 想 定 し ，【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が

生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 し て い た 。  

ま た ， 社 会 資 源 が 貧 困 で あ る た め に ， 社 会 復 帰 後 に 苦 労 さ

せ た く な い ， 社 会 か ら の 保 護 か ら ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が

低 下 し て い る と 言 え た 。精 神 障 害 者 を 保 護 的 に 考 え る こ と は ，

急 性 期 で あ れ ば 看 護 す る 上 で ， 必 要 な こ と で あ る 。 木 村 ら

（ 2 0 0 9） は ， 不 十 分 な 退 院 環 境 が 精 神 科 看 護 師 の 葛 藤 に つ な

が っ て い る こ と を 明 ら か に し ， 精 神 障 害 者 の 身 の 上 を 精 神 科

看 護 師 が 心 配 し 退 院 に 消 極 的 な 気 持 ち ・ 態 度 に な り が ち に な

る こ と を 指 摘 し て い る 。 保 護 的 認 識 の 側 面 が 強 す ぎ る と 社 会

復 帰 を 阻 む こ と が 懸 念 さ れ た 。  

 

 第 5 節  課 題  

「 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 社 会 参 加 の 意 識 を 変 化 さ せ る 要 因 」

を 分 析 し ， そ の 中 で 「 社 会 参 加 支 援 に 関 す る 学 習 」 が 影 響 し

て い た こ と か ら ， 教 育 で 意 識 が 変 化 す る こ と が 期 待 で き た 。

「 社 会 参 加 支 援 に 関 す る 学 習 」 は ， 病 院 外 の 研 修 会 や 学 会 と

い っ た ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ に よ っ て も た ら さ れ て い た 。，

精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 取 組 み に は ， ＜ 外

部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ が 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。  

以 上 ，3 つ の 実 態 調 査 か ら ，＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え

る 教 育 ＞ や ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ ， ＜ 外

部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。 そ の た め ，
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以 下 の こ と を 計 画 し た 。  

1． 精 神 科 看 護 師 に 対 す る 看 護 倫 理 観 を 高 め る 研 修 会 開 催  

実 態 調 査 か ら 得 ら れ た 「 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教

育 」 に ， 看 護 倫 理 観 を 高 く 持 つ 教 育 が 必 要 で あ る と 考 え た 。

質 の 高 い 看 護 に は ， 高 い 倫 理 観 が 必 要 と さ れ る 。 高 い 倫 理 観

を 持 っ た 看 護 師 は ， 使 命 感 を 持 ち 専 門 職 と し て 看 護 に 意 欲 的

で あ る 。 特 に ， 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） へ の 支

援 に つ い て 責 任 を 持 っ て 専 門 職 と し て 行 っ て い く と 期 待 で き

た 。 精 神 科 看 護 師 の 倫 理 綱 領 （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護

協 会  倫 理 綱 領 ， 2 0 0 4） の 中 に ，「 精 神 科 看 護 者 は ， 専 門 的 知

識 と 技 術 を も っ て ， 社 会 の 信 頼 と 期 待 に 応 え ら れ る よ う 努 め

る 」 と 明 記 さ れ ， 今 ， 社 会 が 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し

た 質 の 高 い 社 会 参 加 支 援 の 看 護 が 求 め ， 精 神 科 看 護 師 は そ の

期 待 に 応 え る 必 要 が あ る 。看 護 の 倫 理 観 を 高 め る こ と が ，「 精

神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」に つ な が る と 考 え た 。

実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て ， 研 修

会 の 講 師 は ， 外 部 の 講 師 で あ る 研 究 者 が 担 当 し た 。  

 

2．精 神 科 看 護 職 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 ス キ ル 獲 得 に 向 け た 研

修 会 の 開 催  

実 態 調 査 か ら 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル

獲 得 ＞ と し て ， 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に 向 け た 取 組 み と

し た 。 認 知 行 動 療 法 は ， 精 神 症 状 や 生 活 障 害 に 対 し て ， 心 理

社 会 的 ア プ ロ ー チ で 対 処 し ，効 果 を 得 よ う と す る も の で あ る 。

認 知 行 動 療 法 は ， も と も と ， う つ 病 に 対 す る 治 療 法 と し て 確

立 さ れ （ 厚 生 労 働 省  う つ 対 応 マ ニ ュ ア ル ， 2 0 0 4） ， そ の 後 ，

統 合 失 調 症 ，パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害 等 の 精 神 疾 患  ，身 体 疾 患 に

よ る 疼 痛  ，生 活 習 慣 病 と い っ た 様 々 な 健 康 障 害 を 持 つ 人 ，さ

ら に は 健 康 な 人 に も 効 果 が あ る と 言 わ れ て い る （ 名 城 ら ，

2 0 1 1） 。 そ の た め ， 精 神 障 害 者 や そ の 家 族 の 支 援 を 行 う ス キ
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ル と な り え る と 考 え ら れ た 。 厚 生 労 働 省 よ り ， 本 研 究 の 育 成

プ ロ グ ラ ム 実 施 途 中 に 出 さ れ た 「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の

提 供 を 確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」の 中 間 報 告（ 厚

生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実 施 す る 検 討 会 等 ， 2 0 1 3） に ， 社

会 参 加 促 進 ・ 地 域 生 活 支 援 に 向 け 「 認 知 行 動 療 法 等 の 薬 物 療

法 以 外 の 療 法 の 普 及 を 図 る 」 と 明 記 さ れ て い る 。 さ ら に ， 認

知 行 動 療 法 は ，「 安 定 し た 社 会 生 活 を 目 指 す 」 こ と が ， 看 護 と

認 知 行 動 療 法 の 共 通 目 標 と な り ，看 護 の 中 に 導 入 し や す い（ 岡

田 ， 2 0 1 1）。 特 に S o c i a l  S k i l l s  T r a i n i n g（ 以 下 ， S S T）で は ，

生 活 障 害 の 明 ら か な 改 善 が 期 待 で き る （ 戸 谷 ら ， 2 0 0 8）。 海 外

で は ， 多 く の 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 を 実 践 し 効 果 を 上 げ て い

る （ H e l i  J ä m e f e l t ら ， 2 0 1 2） （ K a r e n  H e s l o p  ら ， 2 0 1 3）。 日

本 に お い て も ， 看 護 師 の 認 知 行 動 療 法 実 践 が 増 え つ つ あ り ，

そ の 効 果 に つ い て 研 究 に よ り 検 証 が な さ れ て い る（ 門 田 ，2 0 0 9）

（ 古 屋 ， 2 0 1 0）。精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 促 進 や 地 域 生 活 支 援 の

ス キ ル と し て ， さ ら に ， 家 族 支 援 と し て も 精 神 科 看 護 師 に 必

要 と さ れ る も の だ と 考 え た 。 ま た ， 白 倉 ら （ 2 0 1 1） は ， 8 5 9

名 の 精 神 科 看 護 師 の デ ー タ を 分 析 し ， 教 育 ・ ト レ ー ニ ン グ の

ニ ー ズ と し て ，薬 物 療 法 6 8 . 8 %や 精 神 疾 患 別 の 基 本 的 理 解 と 看

護 4 4 . 1％ と い っ た も の が 上 が っ た 中 で ， 認 知 行 動 療 法 の ニ ー

ズ が 1 4 . 7 %あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。そ の た め ，認 知 行 動

療 法 の 知 識 と 技 術 を 身 に つ け る こ と が 「 精 神 科 看 護 師 の 意 欲

向 上 」 に つ な が る と 考 え た 。 実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 外 部 か

ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て ， 研 修 会 の 講 師 は ， 外 部 の 講 師 で あ る

研 究 者 が 担 当 し た 。  

 

3．精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 し た 看 護 の 提 供 に 向 け た 精 神 科

看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成  

実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教

育 ＞ や ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ ＜ 外 部 か ら
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の 学 習 刺 激 ＞ を 踏 ま え た 精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成 が 必 要

で あ る と 考 え ら れ た 。 そ こ で ， そ れ ら の 要 件 を 満 た し ， 社 会

復 帰 に 向 け た リ ー ダ ー シ ッ プ を と れ る 精 神 科 看 護 師 の 育 成 を

計 画 し た 。 リ ー ダ ー 育 成 に あ た り ，「 資 格 認 定 制 度 」 に 着 目 し

た 。 資 格 認 定 制 度 は ， 高 度 医 療 に 即 し ， 看 護 師 の 資 格 を さ ら

に 高 度 化 ・ 専 門 分 化 し た も の で あ る 。日 本 看 護 協 会 が 1 9 9 4 年

に 専 門 看 護 師 ， 1 9 9 5 年 に 認 定 看 護 師 ， 1 9 9 8 年 に 認 定 看 護 管 理

者 制 度 を 発 足 さ せ た （ 公 益 社 団 法 人 日 本 看 護 協 会 資 格 認 定 制

度 ，2 0 1 3 )。専 門 看 護 師 は 大 学 院 の 修 士 課 程 修 了 が 必 要 で あ り ，

進 学 に よ る 時 間 の 確 保 や 経 済 的 負 担 が あ る と 考 え ら れ た 。 認

定 看 護 師 は ， 最 初 の 2 分 野 か ら 現 在 2 1 分 野 に 拡 大 さ れ た が ，

精 神 看 護 領 域 が な い 。 認 定 看 護 管 理 者 は ， 看 護 管 理 者 を 対 象

と し た も の で あ っ た 。日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 1 9 9 5 年 ，認 定 制

度 を 創 設 し ， 優 れ た 看 護 技 術 と 知 識 及 び 実 践 能 力 を 有 し 指 導

的 役 割 を 果 た す 精 神 科 認 定 看 護 師 を 育 成 し て い る （ 一 般 社 団

法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  精 神 科 認 定 制 度 ，2 0 1 4）。そ の た め ，

資 格 認 定 制 度 の 内 ， 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 認 定 す る 精 神 科 認

定 看 護 師 が ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 行 う 看 護 領 域 の リ ー ダ

ー に な り う る の で は な い か と 考 え た 。2 0 1 5 年 3 月 末 の 段 階 で ，

精 神 科 認 定 看 護 師 は 6 1 1 名 で あ る 。 し か し ， 精 神 科 認 定 看 護

師 を 対 象 に し た 金 城 ら の 研 究 （ 2 0 0 6） に よ る と ， 資 格 取 得 ま

で の 期 間 は 平 均 3 1 か 月 ，総 経 費 が 職 場 か ら 援 助 を 受 け な い 場

合 に は 3 5 0 万 円 ， 援 助 を 受 け た 場 合 に も 個 人 で 負 担 す る 経 費

の 平 均 は 1 4 1 万 円 か か り ， 取 得 ま で に 時 間 が か か る こ と や 経

済 的 負 担 が 課 題 と し て あ が っ た 。 そ う し た 負 担 を 踏 ま え ， 病

院 に よ っ て は 独 自 に 規 定 を 設 け ， 院 内 認 定 看 護 師 を 育 成 し て

い る ケ ー ス も あ る 。 院 内 認 定 看 護 師 を 育 成 し た 病 院 で は ， そ

う し た 院 内 認 定 看 護 師 に 専 門 性 の 高 い 臨 床 実 践 モ デ ル や 指 導

的 立 場 を と ら せ ，看 護 の 質 的 向 上 を 図 っ て い た（ 相 原 ，2 0 0 2）。

こ れ ら の 報 告 か ら ， 院 内 認 定 看 護 師 制 度 を 活 用 し ， 精 神 科 病
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院 内 で 活 躍 す る リ ー ダ ー を 育 成 し た い と 考 え た 。 そ の リ ー ダ

ー が 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 し た 看 護 へ の 転 換 を 指 導 的 立

場 で 意 欲 的 に 行 う こ と が で き る と 考 え た 。  

先 行 研 究 を 概 観 す る と ， 院 内 認 定 看 護 師 に 関 す る 研 究 は 少

な く ， 精 神 科 に お い て 確 立 化 さ れ た 院 内 認 定 看 護 師 の 育 成 プ

ロ グ ラ ム は 見 当 た ら な か っ た 。 そ の た め ， 今 回 ， 独 自 に 精 神

科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ， 社 会 参 加 支 援

の 意 欲 を 持 ち さ ら に そ の 支 援 を 促 進 で き る リ ー ダ ー 育 成 を 目

指 し た 。  

以 上 ， 実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変

え る 教 育 ＞ を 精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 教 育 と し て 院 内 認 定 看

護 師 制 度 を 活 用 し 行 う こ と と し た 。 そ の 育 成 の 中 で ， ＜ 社 会

参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ と し て 認 知 行 動 療 法 の ス

キ ル を 獲 得 で き る 教 育 と し ， ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て

外 部 か ら の 講 師 に 教 育 を 行 う 計 画 を し た 。  

 こ れ ら の こ と を 踏 ま え ， 以 下 の よ う に 仮 説 モ デ ル を 作 成 し

検 証 す る こ と と し た 。  
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第 Ⅱ 部  院 内 研 修 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」 へ の

取 組 み  

第 4 章  看 護 倫 理 観 を 高 め 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 を 目 指 し

た 院 内 研 修 会  

第 1 節  問 題 と 目 的  

実 態 調 査 で ， ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教 育 ＞ の 必

要 性 が 明 ら か に な っ た こ と を 受 け ， そ の 教 育 と し て ， 精 神 科

看 護 師 が 持 つ 看 護 倫 理 観 を 高 め る 研 修 会 を 計 画 し た 。 高 い 看

護 の 倫 理 観 を 持 つ こ と で ， 使 命 感 を 持 ち 専 門 職 と し て 看 護 に

意 欲 的 に な れ ， 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 が 向 上 し ， 質 の 高 い 看 護

の 提 供 に 期 待 し た 。実 態 調 査 ① の 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー（ 社

会 復 帰 ） を 諦 め て い た 問 題 や 実 態 調 査 ② の 家 族 の 意 向 で 社 会

参 加 支 援 が 停 滞 す る こ と の 問 題 が あ っ た が ， そ れ に 対 し も ，

看 護 倫 理 研 修 会 の 中 で 看 護 専 門 職 と し て の 責 任 を 強 く 再 認 識

す る こ と で ， 問 題 解 決 へ つ な が る と 考 え た 。 看 護 倫 理 に つ い

て ， 以 下 の よ う な 考 え も 加 え ， 研 究 を 行 っ た 。  

看 護 師 は ， 看 護 実 践 の 中 で 人 の 生 命 に 関 わ り ， プ ラ イ バ シ

ー と さ れ る 生 活 を 支 援 す る こ と か ら ， 常 に 倫 理 的 配 慮 が 求 め

ら れ る 。「看 護 師 の 看 護 倫 理 」に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 す る と ，

水 澤 （ 2 0 1 0） は ， 看 護 倫 理 の 研 修 会 受 講 に つ い て 看 護 基 礎 教

育 機 関 で 6 7 %，看 護 基 礎 教 育 終 了 後 4 0 %の 受 講 率 で ，決 し て 高

く な い こ と を 明 ら か に し て い た 。 さ ら に ， 9 0％ 以 上 の 看 護 師

が 倫 理 的 知 識 に 乏 し い と 認 識 し（ 水 澤 ，2 0 1 0），山 本 ら（ 2 0 0 5）

は ， 倫 理 教 育 の ニ ー ズ が 高 い こ と を 明 ら か に し て い る 。  

精 神 科 に お い て ， 田 中 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 疾 患 の 状 態 に よ

っ て は ， 精 神 障 害 者 の 判 断 能 力 が 低 下 す る こ と も あ り ， 精 神

科 看 護 師 が 体 験 す る 頻 度 の 高 い 倫 理 的 問 題 が ， 精 神 科 看 護 師

の 判 断 と 精 神 障 害 者 の 判 断 が 対 立 す る こ と か ら 生 じ る こ と を

明 ら か に し て い る 。 患 者 尊 重 を 含 め た 倫 理 的 問 題 の 解 決 に ，

石 﨑 （ 2 0 0 6） は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 困 難 な 患 者 を 対 象 と
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す る 精 神 科 で 患 者 と の 人 間 関 係 構 築 の 重 要 性 を 示 唆 し て い た 。

精 神 科 で は ，「 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 」に

基 づ き ， 患 者 の 意 思 と 関 係 な く 強 制 的 入 院 や 隔 離 ， 身 体 的 拘

束 と い っ た 行 動 制 限 の 伴 う 治 療 （ 以 下 ， 治 療 的 行 動 制 限 ） が

認 め ら れ ， 医 療 者 優 位 に 陥 る 危 険 性 を 秘 め て い る 。 ま た ， 退

院 後 に 地 域 生 活 を 送 る 精 神 障 害 者 で あ っ て も ， 社 会 や マ ス メ

デ ィ ア か ら 作 ら れ る 偏 見 や 差 別 が あ り ， 人 権 侵 害 を 受 け や す

い 。 こ の よ う に ， 精 神 障 害 者 や そ の 家 族 に 関 わ る 精 神 科 看 護

師 に は ， 治 療 及 び 生 活 の 場 に お け る 倫 理 的 な 配 慮 が 必 要 と さ

れ る 。  

本 研 究 で は ， 精 神 科 看 護 師 を 対 象 に 看 護 倫 理 に 関 す る 研 修

会 を 行 い ，そ の 直 後 と ，6 カ 月 後 に ，精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理

に 対 す る 意 識 調 査 を 実 施 し た 。 本 研 究 の 目 的 は ， 看 護 倫 理 研

修 会 に 参 加 し た 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る 意 識 を 構 造

化 す る こ と で あ る 。 そ の 中 か ら ， 研 修 会 に よ っ て ， 社 会 参 加

の 看 護 意 欲 が 向 上 し た か を 検 討 す る 。  

 

第 2 節  方 法  

１ ． 研 究 対 象  

研 究 対 象 は ， 約 3 0 0 床 の 単 科 精 神 科 民 間 病 院 に 勤 務 す る 精

神 科 看 護 師 で ， そ の う ち ， 看 護 倫 理 の 院 内 研 修 会 （ 以 下 ， 研

修 会 ） に 参 加 し た 3 9 名 で あ る 。  

 

2． 研 究 期 間  

2 0 1 3 年 4 月 ～ 2 0 1 4 年 2 月  

 

3． 看 護 倫 理 研 修 会 の 概 要  

ま ず ， 研 究 対 象 病 院 よ り 研 修 会 の 依 頼 が あ り ， そ の 研 究

対 象 病 院 に 研 究 の 承 諾 を 得 て 研 究 メ ン バ ー で 研 修 会 計 画 を

検 討 し た 。 看 護 倫 理 を テ ー マ と し た 研 修 会 開 催 に つ い て ，
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研 究 対 象 病 院 の 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と 協 議 し 修 正 を 加 え ，

依 頼 の 3 カ 月 後 で あ る 5 月 に 研 修 会 を 開 催 し た 。  

１ ） 看 護 倫 理 研 修 会 の 学 習 目 標  

精 神 科 に お け る 基 本 的 な 看 護 倫 理 に つ い て 理 解 す る こ と

で あ る 。  

 

2） 研 修 時 間  

研 修 時 間 は ， 研 究 対 象 病 院 の 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と 相

談 し て 精 神 科 看 護 師 の 負 担 が 少 な く ， 看 護 業 務 に 支 障 の

な い 6 0 分 間 に 設 定 し た 。  

 

3） 研 修 内 容  

文 献（ 坂 田 ら ，2 0 0 6）や 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  倫

理 綱 領 ( 2 0 0 4 )， 先 行 研 究 （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1） 等 を

も と に 研 修 内 容 を 抽 出 し た 。 ま ず ， 看 護 倫 理 の 必 要 性 に つ い

て 5 分 間 説 明 し た （ 導 入 ）。 次 に ， 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す

倫 理 綱 領 1 0 項 目 （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  倫 理 綱

領 ， 2 0 0 4 )を 中 心 に ，精 神 科 に お け る 看 護 倫 理 に つ い て 事 例 を

挙 げ な が ら 4 0 分 間 説 明 し た 。そ し て ，臨 床 の 倫 理 的 問 題 を 考

え る 方 法 と し て の 臨 床 倫 理 4 分 割 表 の 活 用 方 法 （ J o n s e n  A R，

1 9 9 2）を 1 5 分 間 説 明 し た 。臨 床 倫 理 4 分 割 表（ T h e  f o u r  t o p i c s  

a p p r o a c h  t o  c l i n i c a l  e t h i c s  c a s e  a n a l y s i s ） 」 は ， J o n s e n  

A R  に よ っ て 1 9 8 0 年 代 に 米 国 で 提 唱 さ れ た 。 臨 床 の 倫 理 的 問

題 を 有 効 に 検 討 す る 道 具 で あ る 。 臨 床 倫 理 4 分 割 表 の 4 つ の

枠 で あ る 医 学 的 適 応 （ M e d i c a l  I n d i c a t i o n ）， 患 者 の 意 向

（ P a t i e n t  P r e f e r e n c e s  ），生 き る こ と の 質（ Q u a l i t y  O f  L i f e），

周 囲 の 状 況 （ C o n t e x t u a l  F e a t u r e s） に ， 倫 理 的 問 題 を 分 け ，

考 え よ う と す る も の で あ る 。 日 本 に は ， 赤 林 ら に よ っ て 紹 介

さ れ た 。 現 在 ， 臨 床 倫 理 を 考 え る 中 で 利 用 さ れ ， 看 護 師 が 臨

床 倫 理 を 考 え る 方 法 と し て も ，4 分 割 表 の 有 効 性 は 明 ら か に さ
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れ て い る （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1）。  

 

4． デ ー タ 収 集 方 法  

質 問 紙 は ，研 修 会 資 料 と と も に 配 布 し た 。研 修 会 終 了 直 後 ，

研 究 者 が 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し ， 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 研 修

会 終 了 後 ，回 収 ボ ッ ク ス で 回 収 し た 。さ ら に ， 6 カ 月 後 ，研 究

の 趣 旨 を 説 明 後 ， 研 究 に 同 意 し た 精 神 科 看 護 師 に 対 し て ， 半

構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 は ， プ ラ イ バ シ ー が 確 保 で き る 個

室 を 使 用 し ， 参 加 者 の 同 意 を 得 て 録 音 し た 。 調 査 内 容 は ， 質

問 紙 及 び 面 接 と も に ， 基 本 属 性 と し て 年 齢 ， 性 別 ， 看 護 師 経

験 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 と し た 。 質 問 紙 は 「 研 修 会 の 学

び や 感 想 」 の 自 由 記 述 と し ， そ の 中 か ら 「 看 護 倫 理 の 意 識 」

に 関 す る 内 容 を 抽 出 し 分 析 デ ー タ と し た 。 主 な 面 接 内 容 は ，

先 行 研 究 （ 水 澤 ， 2 0 1 0）（ 山 本 ら ， 2 0 0 5）（ 田 中 ら ， 2 0 1 0）（ 石

﨑 ， 2 0 0 6） 等 を 基 に 「 看 護 実 践 を す る 中 の 看 護 倫 理 の 意 識 」，

「 看 護 倫 理 を 意 識 す る 時 」，「 看 護 倫 理 の 学 習 」 と し た 。  

 

5． 分 析 方 法  

回 収 し た 回 答 用 紙 お よ び 面 接 で 得 ら れ た デ ー タ は ， す べ て

逐 語 録 に 起 こ し た 。 回 答 用 紙 の 「 研 修 会 の 学 び や 感 想 」 の 記

述 か ら 看 護 倫 理 に 関 す る 部 分 に つ い て ， 同 一 内 容 の 記 述 を ひ

と つ の コ ー ド と し て 取 り 出 し た 。 そ れ ら の コ ー ド に つ い て 質

的 帰 納 的 に 分 析 を 進 め て 抽 象 度 を 上 げ ， サ ブ カ テ ゴ リ ー お よ

び カ テ ゴ リ ー と し て 集 約 し た 。 さ ら に ， カ テ ゴ リ ー を 図 式 化

し ， そ の 関 係 性 を 含 め 意 味 内 容 を 文 章 化 し た 。 コ ー ド 化 と 帰

納 的 分 析 ， コ ー ド 間 の 関 係 性 に つ い て は ， 研 究 者 4 名 で そ の

妥 当 性 の 検 討 を 繰 り 返 し 行 っ た 。  

 

6． 倫 理 的 配 慮  

研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看
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護 部 長 に ， 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し 研 究 の 承

諾 を 得 た 。 す な わ ち ， 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 に 調 査 の

目 的 お よ び 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保 護 ， 匿 名

性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表 す る が 個

人 が 特 定 さ れ な い こ と ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら

れ た と み な す こ と を 口 頭 で 説 明 し た 。 質 問 紙 へ の 回 答 は 無 記

名 と し た 。 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た と み な し

た 。 面 接 に つ い て は ， 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確

認 後 ， 実 施 し た 。 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病

院 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た (承 認 番 号 1 3－ １ )。  
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配布資料 

研修会「精神科看護と看護倫理」 
 

1．倫理とは 

  人として行う道筋 、社会生活を送る上での一般的な決まりごと 、守るべき秩序  

  人として、ふさわしいふるまい方  

 

2．医療の中の倫理 

  医の倫理 ：医師の倫理？   医療倫理 ：医療者の倫理   臨床倫理 ：医療の現場で 考える倫理  

  看護倫理 ：看護者の倫理 

 

3．看護倫理 

 1）日本看護協会 看護者の倫理綱領 15 条文 

 

 2)日本精神科看護技術協会 倫理綱領 

  ①精神科看護者は、対象となる人々の基本的人権を尊重し、個人の尊厳と権利を擁護する。 

   ②精神科看護者は、対象となる人々が説明と同意に基づき治療へ参画できるよう努める。 

   ③精神科看護者は、治療過程において隔離等の行動制限が必要な場合に、それを最小限にとど

めるよう努める。 

  ④精神科看護者は、職務上知り得た秘密を守り、プライバシーを保護する。 

  ⑤精神科看護者は、専門職業人として質の高い看護を提供するため継続して学習に努める。 

  ⑥精神科看護者は、より有効な看護実践を探求するため研究に努める。 

  ⑦精神科看護者は、家族や他の専門職との連携を図り、対象となる人々がその人らしく生活で

きるよう努める。 

  ⑧精神科看護者は、専門的知識と技術をもって、社会の信頼と期待に応えられるよう努める。 

  ⑨精神科看護者は、地域社会の人々にノーマライゼーションの観点から、精神保健福祉の普及

に努める。 

  ⑩精神科看護者は、看護専門職能人として地位の向上と看護水準を高めるため政策提言をおこ

なう。 

 

 3）気になる倫理的な問題は？ 
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                                              配布資料 

4．臨床倫理 

  1)考え方 

 

 

 

 

  2)臨床倫理の 4 分割表 

（Jonsen AR、el al(赤木朗ほか監訳)：臨床倫理学－臨床医学における倫理的決定のための実践的アプローチ、新興医学出版社、１９９７、p215 ） 

 

医学的適応  
 善行・無害の原則 
 
1.診断と予後  
2.治療目標の確認  
3.医学の効用とリスク  
4.無益性  

患者の意向  
  自己決定の原則 
 

1.患者さんの判断能力 と対応能力 
2.インフォームドコンセント  
     コミュニケーションと信頼関係   
3.治療の拒否  
4.事前の意思表示   Living Will 
5.代理決定 （代行判断、最善利益）  

QOL                  
幸福追求の原則 
             
1.QOL の定義と評価             
（身体、心理、社会、スピリチュアル）       
2.誰がどのような基準で決めるか       
・偏見の危険                
・何が患者にとって最善か          
3.QOL に影響を及ぼす因子  
4.生命維持についての意思決定   

周囲の状況  
  公平・利益の原則 
  
  1.家族や利害関係者  
  2.守秘義務  
  3.経済的側面、公共の利益  
  4.施設の方針、診療形態、研究教育  
  5.法律、慣習 、宗教  
  6.その他 （診療情報開示、医療事故など）  

 

経験をもとに 4 分割表を記入してみましょう。 

 

医学的適応 

 

 

 

 

患者の意向 

QOL 

 

 

 

周囲の状況 

 

対応としては？ 

 

 

問題の分析 検討・情報収集 対応 

評価と修正 
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第 3 節  結 果  

１ ． 対 象 者 の 概 要  

回 答 用 紙 の 回 収 が で き た の は 2 5 名 （ 回 収 率 6 4 . 1 %） で ， 女

性 1 6 名 ， 男 性 9 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 は 4 0 . 8 歳 ， 臨 床 経 験

は 平 均 1 7 . 9 年 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 が 平 均 1 7 . 3 年 で あ

っ た 。 面 接 は 精 神 科 看 護 師 6 名 （ 追 跡 率 2 4％ ） に 対 し て 実 施

し ， 女 性 3 名 ， 男 性 3 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 3 5 . 7 歳 ， 看 護 師

経 験 が 平 均 9 . 7 年 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 が 平 均 9 . 7 年 で

あ っ た 。 面 接 は ， 一 人 1～ 2 回 ， 時 間 は 一 人 平 均 3 0 . 5 分 間 で

あ っ た 。  

 

2． 看 護 倫 理 に 対 す る 意 識 の カ テ ゴ リ ー  

第 1 回  構 造 図  

デ ー タ を 分 析 し コ ー ド 化 し た （ 表 3， 表 4）。 さ ら に 分 析 を

重 ね ， 以 下 の よ う な サ ブ カ テ ゴ リ ー お よ び カ テ ゴ リ ー を 抽 出

し た（ 図 4）。集 約 さ れ た コ ー ド の 内 容 は『  』，サ ブ カ テ ゴ リ

ー は ≪  ≫ ， カ テ ゴ リ ー は ，【  】 で 表 す 。  

研 修 会 終 了 直 後 に 関 し て ， 以 下 の よ う な 8 つ の サ ブ カ テ ゴ

リ ー お よ び 5 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 研 修 会 に 参 加 し た

精 神 科 看 護 師 は ， ≪ 倫 理 的 問 題 を 考 え る こ と は 難 し い ≫ と 感

じ ，≪ 研 修 会 は 看 護 を 倫 理 的 視 点 で 振 り 返 る 機 会 ≫ で ，【 難 し

い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 と 捉 え て い た 。 そ

の 中 で ，【 精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割 】を 意 識 す る

機 会 と な り ， ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護 ≫ 及 び 精 神 科 に 特

化 し た ≪ 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ と い っ た

【 患 者 の 人 権 保 護 】 を 意 識 し て い た 。 さ ら に ， ≪ 倫 理 的 問 題

に 対 す る ジ レ ン マ ≫ を 感 じ な が ら ， ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を

考 え ， 研 修 会 は 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】 を 考

え る 機 会 と も な っ て い た 。 研 修 会 参 加 に よ っ て ， ≪ 看 護 倫 理
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に 関 す る 学 習 不 足 の 意 識 ≫ が 生 じ ， ≪ 看 護 倫 理 に 関 す る 学 習

の 必 要 性 の 意 識 ≫ が で き ，【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】が

生 じ て い た 。  

研 修 会 終 了 6 カ 月 後 に 関 し て ， 以 下 の よ う な 4 つ の サ ブ カ

テ ゴ リ ー お よ び 3 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 精 神 科 看 護 師

は ， 研 修 会 終 了 直 後 か ら 継 続 し ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護

≫ 及 び 精 神 科 に 特 化 し た ≪ 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人

権 保 護 ≫ と い っ た 【 患 者 の 人 権 保 護 】 を 常 に 意 識 し て い た 。

さ ら に ， 研 修 会 終 了 直 後 か ら 継 続 し た ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る

ジ レ ン マ ≫ が あ り ， 同 時 に ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 講 じ る と

い う【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】が 存 在 し て い た 。

6 ヶ 月 の 間 に 研 修 会 の 時 の 学 習 内 容 が 薄 れ て い る も の の ，研 修

会 終 了 直 後 の 【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 が 影 響 し ，【 定

期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】を 感 じ て い た 。3 2 5 の コ ー ド の 内 ，主

な コ ー ド を 交 え ， 研 修 会 終 了 直 後 お よ び 6 カ 月 後 の カ テ ゴ リ

ー 毎 に ， 以 下 ， 説 明 す る 。  
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表 3 .研 修 会 参 加 直 後 に お け る 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る
意 識  

カ テ ゴ リ
ー  

サ ブ カ テ ゴ リ ー  主 な コ ー ド  

難 し い 看
護 倫 理 を
考 え る 機
会 と し て
の 研 修 会  
 

倫 理 的 問 題 を 考
え る こ と は 難 し
い  

  倫 理 的 な 問 題 は 非 常 に 難 し い  
  研 修 会 の 短 い 時 間 で は 頭 に 入 ら
ず ， 困 っ た  

研 修 会 は 看 護 を
倫 理 的 視 点 で 振
り 返 る 機 会  

  難 し い が ， 倫 理 的 問 題 を 考 え る
機 会 と な っ た  

  患 者 や 家 族 へ の 対 応 を 倫 理 的 な
視 点 で 考 え る 機 会 と な っ た  

  患 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 れ て い
る の か 考 え る 機 会 と な っ た  

精 神 科 看
護 師 と し
て の 職 業
倫 理 的 役
割  

 

  患 者 を 第 一 に 尊 重  
  人 の 道  
  精 神 科 看 護 師 と し て ど う あ る べ
き か を 見 極 め る  

  患 者 が 暴 力 に 及 ば な い よ う に 観
察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る  

  日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理
綱 領 1 0 項 目 を 常 に 意 識 し て お
く  

  看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ，
み ん な で 共 有 し ， 考 え 検 討 し て
い く こ と が 大 切  

患 者 の 人
権 保 護  

看 護 師 の 立 場 で
の 人 権 保 護  

  同 じ 人 と し て 関 わ り た い  
  基 本 的 人 権 の 尊 重 が 看 護 師 に 必
要 で あ る  

治 療 的 行 動 制 限
を 受 け る 患 者 の
人 権 保 護  

  治 療 的 行 動 制 限 が あ る こ と で 特
に 基 本 的 人 権 の 尊 重 が 求 め ら れ
る  

  患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ
な が る 工 夫    

倫 理 的 問
題 に 対 す
る ジ レ ン
マ と 対 策  

倫 理 的 問 題 に 対
す る ジ レ ン マ  

  研 修 会 の 参 加 で ， ジ レ ン マ と し
て 認 識 す る こ と が 増 え る  

  精 神 科 の 臨 床 で は ， 倫 理 的 ジ レ
ン マ が 多 い  

  治 療 的 行 動 制 限 を す る ジ レ ン マ  

倫 理 的 問 題 の 対
策  

  治 療 的 行 動 制 限 を 人 道 的 な 視 点
で 考 え 対 応 す る             

  指 導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ
か っ て い て も 口 調 が 強 く な っ た
こ と の 反 省  

看 護 倫 理
へ の 学 習
意 欲 の 向
上  

看 護 倫 理 に 関 す
る 学 習 不 足 の 意
識  

  ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か
る  

  看 護 倫 理 に つ い て の 意 識 ， 知 識
が 不 足 し て い る  

  4 分 割 表 は 有 効  
  4 分 割 表 を 使 用 す る こ と が 難 し
い   

看 護 倫 理 に 関 す
る 学 習 の 必 要 性
の 意 識  

  専 門 職 と し て 努 力 し て い か な け
れ ば な ら な い  

  臨 床 倫 理 の 4 分 割 表 に つ い て 学
習 し た い  
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表 4 .研 修 会 参 加 6 ヶ 月 に お け る 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す

る 意 識  

カ テ ゴ リ

ー  
サ ブ カ テ ゴ リ ー  主 な コ ー ド  

患 者 の 人

権 保 護  

看 護 師 の 立 場 で

の 人 権 保 護  

  人 権 保 護 は 常 に 意 識 し て い る  

  人 権 の 尊 重 は 重 要                                 

治 療 的 行 動 制 限

を 受 け る 患 者 の

人 権 保 護  

  治 療 的 行 動 制 限 時 は 特 に 人 権 の

尊 重 が 重 要  

  治 療 的 行 動 制 限 さ れ て い る 中 で

の 生 活 を 充 実 さ せ る 工 夫  

倫 理 的 問

題 に 対 す

る ジ レ ン

マ と 対 策  

倫 理 的 問 題 に 対

す る ジ レ ン マ  

  倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い  

  治 療 的 行 動 制 限 に 納 得 で き ず い

や が る 患 者 か ら 感 じ る ジ レ ン マ  

倫 理 的 問 題 の 対

策  

  カ ン フ ァ レ ン ス で 倫 理 的 問 題 を

話 し 合 う  

  倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 場 の 必 要

性  

定 期 的 な

研 修 会 の

必 要 性  

 

  研 修 会 を 受 け た 時 は 看 護 倫 理 に

納 得  

  研 修 会 内 容 は 言 わ れ な い と 思 い

だ せ な い こ と も 多 い  

  職 業 倫 理 的 な 意 識 が 薄 れ て く る  

  研 修 会 が 倫 理 を 考 え る 刺 激  

  学 習 し た い  

  看 護 倫 理 を 認 識 す る た め の 研 修

会 が 定 期 的 に 必 要  
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1 )研 修 会 終 了 直 後 の カ テ ゴ リ ー （ 表 3）  

（ 1） 難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会  

『 倫 理 的 な 問 題 は 非 常 に 難 し い 』 と 『 短 い 時 間 で は 頭 に

入 ら ず ， 困 っ た 』 か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 倫 理 的 問 題 を

考 え る こ と は 難 し い ≫ と し た 。『 難 し い が ， 倫 理 的 問 題 を 考

え る 機 会 と な っ た 』，『 患 者 や 家 族 へ の 対 応 を 倫 理 的 な 視 点

で 考 え る 機 会 と な っ た 』，『 患 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 れ て い

る の か 考 え る 機 会 と な っ た 』 か ら サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 研 修

会 は 看 護 を 倫 理 的 視 点 で 振 り 返 る 機 会 ≫ と し た 。 こ れ ら 2

つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー か ら ， カ テ ゴ リ ー 【 難 し い 看 護 倫 理 を

考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 に 集 約 し た 。  

 

( 2 )  精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割  

  精 神 科 看 護 師 は ，職 業 倫 理 的 役 割 に つ い て ，『 患 者 を 第 一

に 尊 重 』 し 『 人 の 道 』 に 反 し て い な い か を 考 え ，『 精 神 科 看

護 師 と し て ど う あ る べ き か を 見 極 め る 』 こ と が 必 要 で あ る

と 捉 え て い た 。 精 神 症 状 に よ り 『 患 者 が 暴 力 に 及 ば な い よ

う に 観 察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る 』 こ と が ， 職 業 倫 理

的 役 割 と 意 識 し て い た 。 質 の 高 い 看 護 の 提 供 に つ な げ る た

め に ，『 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理 綱 領 1 0 項 目 を 常 に

意 識 し て お く 』 や 『 看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ， み ん な

で 共 有 し ， 考 え 検 討 し て い く こ と が 大 切 』 と い う 看 護 チ ー

ム で の 倫 理 的 検 討 を 役 割 と 考 え ，【精 神 科 看 護 師 と し て の 職

業 倫 理 的 役 割 】 と い う カ テ ゴ リ ー に 集 約 し た 。  

 

 ( 3 )患 者 の 人 権 保 護  

厳 し い 偏 見 の あ る 社 会 で 生 き る 精 神 障 害 者 に ，『 同 じ 人 と

し て 関 わ り た い 』 や 『 基 本 的 人 権 の 尊 重 が 看 護 師 に 必 要 で

あ る 』 と 意 識 し ， サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人

権 保 護 ≫ と し た 。『 治 療 的 行 動 制 限 が あ る こ と で 特 に 基 本 的
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人 権 の 尊 重 が 求 め ら れ る 』 と 捉 え ， 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け

る 患 者 に 対 し ， 隔 離 室 外 で 行 う 洗 面 等 は そ ば に 付 き 添 い ゆ

っ く り し て も ら う 等 ，『 患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ な が

る 工 夫 』 を 行 っ て い た こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 治 療 的

行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ を 抽 出 し た 。こ れ ら の 2

つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を カ テ ゴ リ ー 【 患 者 の 人 権 保 護 】 に 集

約 し た 。  

 

 ( 4 )  倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策  

研 修 会 参 加 に よ り 倫 理 的 視 点 で 看 護 を 振 り 返 り ，『 治 療 的

行 動 制 限 を す る ジ レ ン マ 』 を 多 く 感 じ ，『 研 修 会 の 参 加 で ，

ジ レ ン マ と し て 認 識 す る こ と が 増 え る 』 や 『 精 神 科 の 臨 床

で は ， 倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い 』 と 捉 え ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪

倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ ≫ を 抽 出 し た 。 ジ レ ン マ を 感

じ る と 同 時 に ，『 治 療 的 行 動 制 限 を 人 道 的 な 視 点 で 考 え 対 応

す る 』 こ と を 心 が け ， 精 神 障 害 者 の 病 識 が な い 場 合 等 ，『 指

導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ か っ て い て も 口 調 が 強 く な っ

た こ と の 反 省 』 を し て い る こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫

理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 抽 出 し た 。2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を ，カ

テ ゴ リ ー 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】 に 集 約 し

た 。  

 

( 5 )  看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上  

『 ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か る 』，『 看 護 倫 理 に つ い て

の 意 識 ， 知 識 が 不 足 し て い る 』 と 捉 え て い た 。 研 修 会 が 開 催

さ れ る 前 の 院 内 看 護 研 究 発 表 で 4 分 割 表 に 関 す る 研 究 発 表 を

想 起 し ，『 4 分 割 表 は 有 効 』 だ が 『 4 分 割 表 を 使 用 す る こ と が

難 し い 』 と あ っ た 。 以 上 の こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護

倫 理 に 関 す る 学 習 不 足 の 意 識 ≫ を 抽 出 し た 。『専 門 職 と し て 努

力 し て い か な け れ ば な ら な い 』，『 臨 床 倫 理 の 4 分 割 表 に つ い
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て 学 習 し た い 』 と い う 希 望 が あ り ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護 倫

理 に 関 す る 学 習 の 必 要 性 の 意 識 ≫ を 抽 出 し た 。2 つ の サ ブ カ テ

ゴ リ ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 に 集

約 し た 。  

 

2 )  修 会 終 了 6 カ 月 後 の カ テ ゴ リ ー （ 表 3）  

( 1） 患 者 の 人 権 保 護  

『 人 権 保 護 は 常 に 意 識 し て い る 』や『 人 権 の 尊 重 は 重 要 』

か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護 ≫ を 抽

出 し た 。『治 療 的 行 動 制 限 時 は 特 に 人 権 の 尊 重 が 重 要 』や『 治

療 的 行 動 制 限 さ れ て い る 中 で の 生 活 を 充 実 さ せ る 工 夫 』 を

常 に 意 識 し て い る こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 治 療 的 行 動

制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ と し た 。2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ

ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 患 者 の 人 権 保 護 】 に 集 約 し た 。  

 

3） 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策  

精 神 科 の 臨 床 で は ，『倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い 』と 考 え ，『治

療 的 行 動 制 限 に 納 得 で き ず い や が る 患 者 か ら 感 じ る ジ レ ン

マ 』 が あ り ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン

マ ≫ を 抽 出 し た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ジ レ ン マ を 感 じ る と 同

時 に 『 カ ン フ ァ レ ン ス で 倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 』 こ と は あ

る が ，も っ と『 倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 場 の 必 要 性 』を 感 じ ，

サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 抽 出 し た 。2 つ の サ

ブ カ テ ゴ リ ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン

マ と 対 策 】 に 集 約 し た 。  

 

2 )  定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性  

『 研 修 会 を 受 け た 時 は 看 護 倫 理 に 納 得 』 す る が ， 日 々 の

業 務 に 紛 れ て ，6 ヶ 月 後 に お い て『 研 修 会 内 容 は 言 わ れ な い

と 思 い だ せ な い こ と も 多 い 』 と 考 え ， 精 神 保 健 福 祉 の 普 及
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や 社 会 の 信 頼 と 期 待 に 応 え る と い っ た 『 職 業 倫 理 的 な 意 識

が 薄 れ て く る 』 こ と が 生 じ て い た 。 し か し ，『 研 修 会 が 倫 理

を 考 え る 刺 激 』 と な り ， 研 修 会 終 了 直 後 の 【 看 護 倫 理 へ の

学 習 意 欲 の 向 上 】が ， 6 ヶ 月 後 も『 学 習 し た い 』と い う 意 欲

と な っ て い た 。 そ の た め ，『 看 護 倫 理 を 認 識 す る た め の 研 修

会 が 定 期 的 に 必 要 』 と 感 じ て い た 。 以 上 の こ と か ら ， カ テ

ゴ リ ー 【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 を 抽 出 し た 。  

 

第 2 回  構 造 図  

 第 1 回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ， 構 造 化 し た 。  

 

 

第 4 節  考 察  

分 析 対 象 と な る 精 神 科 看 護 師 の 数 が 少 な く 今 後 の さ ら な る



68 

研 究 が 必 要 で あ る も の の ， 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る

意 識 の 構 造 を 図 4 の よ う に 表 し て み た 。 し か し ， 本 研 究 に 参

加 の 精 神 科 看 護 師 は ， 研 究 参 加 の 意 思 が あ る 時 点 で 看 護 倫 理

へ の 興 味 や 学 習 意 欲 が あ る と も 言 え た 。 今 後 ， そ う い っ た バ

イ ア ス を で き る だ け 除 外 し ， 分 析 対 象 者 を 増 や し た 研 究 が 必

要 で あ る 。  

図 4 の 構 造 図 を 見 る と ， 研 修 会 開 催 は ， 精 神 科 看 護 師 に と

っ て 【 難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 と な る

こ と が 明 ら か で あ る 。 そ の 中 で 【 精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業

倫 理 的 役 割 】，【 患 者 の 人 権 保 護 】，【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ

ン マ と 対 策 】 を 考 え る 機 会 と な り ， 研 修 の 学 習 目 標 「 精 神 科

に お け る 基 本 的 な 看 護 倫 理 の 理 解 」 は 達 成 と 評 価 で き る 。 山

本 ら （ 2 0 0 5） の 看 護 師 同 様 ， 本 研 究 の 精 神 科 看 護 師 も 倫 理 教

育 の ニ ー ズ が 高 か っ た こ と が 推 定 さ れ ， そ の た め ， 学 習 効 果

が 上 が っ た と 考 え ら れ た 。 さ ら に ， 研 修 会 参 加 に よ っ て 【 看

護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 が 生 じ ， そ の 影 響 は ， 研 修 会 終

了 6 カ 月 後 に お い て も 【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 へ つ な が

る こ と が 明 ら か に な っ た 。 研 修 会 は ， 看 護 倫 理 の 内 容 に よ っ

て は 意 識 が 薄 ら ぐ も の が あ る も の の ，6 ヶ 月 後 に 影 響 を 及 ぼ し

有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 精 神 科 看 護 師 が 時 期 を 問 わ ず 常 に

意 識 し て い た も の は ，【 患 者 の 人 権 保 護 】 で あ っ た 。 精 神 障 害

者 の 人 権 侵 害 を 象 徴 す る 1 9 8 4 年 の 宇 都 宮 病 院 事 件 を 筆 頭 に ，

医 療 現 場 で の 精 神 障 害 者 に 対 す る 人 権 侵 害 の 歴 史 が あ る 。 本

研 究 結 果 は ， 精 神 科 看 護 師 が 治 療 的 行 動 制 限 等 に よ り 人 権 侵

害 に 及 ぶ 危 険 性 を 意 識 し て い る と 言 え ， 常 に 倫 理 的 意 識 を 持

っ て い る と も 言 え た 。 ま た ， 同 じ よ う に 時 期 を 問 わ ず 意 識 し

て い た も の と し て ， ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ ≫ が あ っ

た 。 水 澤 （ 2 0 0 9 )は ， 看 護 師 を 対 象 に し た 調 査 で ， 倫 理 を め ぐ

る 問 題 を 1 カ 月 に 1～ 3 回 経 験 す る こ と が 多 い が ,経 験 し た 問

題 を 解 決 し た 割 合 は 4 0％ と 低 い こ と を 明 ら か に し て い る 。 ≪
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倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 講 じ て も ， 解 決 し な か っ た り ， 新 た な

倫 理 的 問 題 の ジ レ ン マ が 生 じ ，【倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ

と 対 策 】 は 精 神 科 看 護 師 の 中 に 常 に 存 在 し て い る こ と が 推 測

さ れ た 。  

次 に コ ー ド を 見 て い く と ，【難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と

し て の 研 修 会 】 の コ ー ド で あ る 『 短 い 時 間 で は 頭 に 入 ら ず ，

困 っ た 』 は ， 研 修 の 時 間 に 対 し て 学 習 内 容 が 多 す ぎ た こ と が

考 え ら れ た 。 水 澤 （ 2 0 0 9） は ， 倫 理 教 育 の 内 容 や 効 果 の 見 直

し を 指 摘 し て お り ，今 回 の 研 究 か ら 得 ら れ た 改 善 点 を 活 か し ，

精 神 科 看 護 師 の 理 解 し や す い 教 育 へ の 工 夫 が 必 要 で あ る 。【精

神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割 】 の コ ー ド で は ， 暴 力 に

及 ば な い よ う に 『 観 察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る 』 こ と が

再 認 識 で き て い た 。 古 木 ら （ 2 0 0 7） の 患 者 に よ る 暴 力 の 被 害

実 態 調 査 に よ る と ， 精 神 科 看 護 師 の 被 害 経 験 率 が 最 も 高 い と

報 告 さ れ て い る 。 佐 藤 ら （ 2 0 0 8） は ， 精 神 科 に お い て 暴 力 が

日 常 化 し 暴 力 の リ ス ク よ り も ケ ア の 遂 行 が 重 視 さ れ ， 暴 力 を

受 け る の も 仕 事 の 一 部 と 認 識 さ れ る 危 険 性 を 指 摘 し て い る 。

精 神 科 に お い て ， 精 神 疾 患 と い う 病 気 の 特 性 に 由 来 し た 患 者

の 暴 力 へ の 対 応 は ， 精 神 科 看 護 の 中 で も 重 要 事 項 の 一 つ で あ

る 。 今 回 の 研 修 会 は ， 暴 力 を 予 防 す る ア プ ロ ー チ が 職 業 倫 理

的 役 割 で あ る こ と を 再 認 識 す る 機 会 に な っ て い た 。 さ ら に ，

『 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理 綱 領 を 常 に 意 識 し て お く 』

と い う コ ー ド か ら ， 精 神 科 に お け る 倫 理 綱 領 に つ い て の 理 解

も 深 ま っ て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） が 精 神 科 の 看 護 ス タ ッ フ 間

に お け る 意 見 交 換 の 不 十 分 さ を 明 ら か に し て い た が ， 本 研 究

で も 『 看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ， み ん な で 共 有 し ， 考 え

検 討 し て い く こ と が 大 切 』と い う こ と を 再 認 識 し て い た 。【 患

者 の 人 権 保 護 】 の コ ー ド は ， 精 神 科 看 護 師 が 治 療 的 行 動 制 限

で 患 者 の 人 権 が 侵 害 さ れ や す い こ と を 常 に 意 識 し ， そ の 中 で

『 患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ な が る 工 夫 』 を 看 護 実 践 し
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て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。【倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ

と 対 策 】 の 『 ジ レ ン マ と し て 認 識 す る こ と が 増 え た 』 と い う

コ ー ド は ， 研 修 会 に よ っ て 精 神 科 看 護 師 が 臨 床 場 面 を 倫 理 的

視 点 考 え る こ と で 生 じ た と 推 測 さ れ ， 倫 理 的 視 点 が 強 化 さ れ

た 結 果 と 言 え る 。 治 療 的 行 動 制 限 時 に 生 じ る ジ レ ン マ は ， 治

療 的 行 動 制 限 を 必 要 と す る 医 療 者 と 必 要 性 を 感 じ な い 患 者 の

思 い の 齟 齬 か ら 生 じ る 。 田 中 ら （ 2 0 1 0 )は ， 精 神 科 看 護 師 の 体

験 頻 度 が 高 い 倫 理 的 問 題 は 退 院 の 困 難 さ で あ る こ と を 報 告 し

て い る が ， 本 研 究 で は 行 動 制 限 に 関 す る 内 容 で あ っ た 。 こ れ

は ， 治 療 的 行 動 制 限 に つ い て ， 研 修 会 に お け る 説 明 の 影 響 が

考 え ら れ た 。『指 導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ か っ て い て も 口

調 が 強 く な っ た こ と の 反 省 』 の コ ー ド で は ， 精 神 科 看 護 師 が

倫 理 的 問 題 と 意 識 し つ つ も ， 患 者 に 対 し 感 情 的 に な り 口 調 が

強 く な る と 反 省 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 精 神 科 看 護

師 が 感 情 的 に な る こ と の 弊 害 に つ い て ，菅 原 ら （ 2 0 1 2 )は 5 つ

の 事 例 の 分 析 か ら ， 精 神 科 看 護 師 の 強 い 口 調 の 対 応 や 強 引 な

ア プ ロ ー チ は ， 患 者 へ 援 助 意 図 が 伝 わ ら な い こ と を 明 ら か に

し て い る 。本 研 究 で は ，病 識 が な い 患 者 の 指 導 の 場 面 を 挙 げ ，

精 神 科 看 護 師 が 患 者 指 導 と い う 専 門 職 の 責 任 か ら ， 患 者 と 真

剣 に 向 き 合 う た め に 沸 き 起 こ る 怒 り の 感 情 が 考 え ら れ た 。 精

神 科 看 護 師 は ， 精 神 症 状 に よ り 常 識 で は 考 え ら れ な い 患 者 の

言 動 に 当 惑 し ， 礼 儀 や 尊 重 に 欠 如 し た 対 応 に な る 危 険 性 が あ

る 。 木 村 ら ( 2 0 1 0 )は ， 精 神 科 看 護 師 が 患 者 に 対 し て 子 ど も を

叱 る よ う な 態 度 を と っ た り ， 患 者 に 関 わ る こ と の 拒 否 等 ， 患

者 へ の 尊 重 の 欠 如 を 明 ら か に し て い る 。 精 神 科 看 護 師 は そ の

よ う な 状 況 に 陥 る 危 険 性 を 意 識 す る こ と が 必 要 で あ り ， 今 回

の 研 修 会 は ， 看 護 場 面 を 振 り 返 り ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の 負 の

感 情 に 気 づ く 機 会 に も な っ て い た 。【看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の

向 上 】 の コ ー ド は ， 水 澤 の 研 究 （ 2 0 1 0 )で ， 看 護 師 が 倫 理 的 知

識 の な さ を 認 識 し て い る と 報 告 が あ る よ う に ， 本 研 究 も 『 看



71 

護 倫 理 に つ い て の 意 識 ， 知 識 が 不 足 し て い る 』，『 研 修 会 に 参

加 し ， ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か る 』 と い う コ ー ド が あ

げ ら れ た 。ま た ，『 専 門 職 と し て 努 力 し て い か な け れ ば な ら な

い 』 等 の コ ー ド か ら ， 学 習 へ の 動 機 を 高 め ら れ た と 考 え ら れ

る 。 ま た ， 本 研 究 で は ， 精 神 科 看 護 師 の 中 で ， 実 際 に 4 分 割

表 を 活 用 し そ の 効 果 を 体 験 し た 者 も い た が ， ほ と ん ど は 4 分

割 表 に つ い て 学 習 し て お ら ず ， 短 い 時 間 で 理 解 で き て い な か

っ た 。看 護 の 中 で も 臨 床 倫 理 を 考 え る 方 法 と し て ，4 分 割 表 の

有 効 性 は 明 ら か に さ れ （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1）， 本 研

究 で 学 習 の 希 望 が あ っ た こ と か ら ， 今 後 の 研 修 会 で の 学 習 課

題 と な っ た 。【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 の コ ー ド で は ， 研 修

会 で 高 め ら れ た 倫 理 的 学 習 は ， 職 業 倫 理 的 な 意 識 等 が 6 ヶ 月

の 間 に 薄 れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。『看 護 倫 理 を 認 識 す る た

め の 研 修 会 が 定 期 的 に 必 要 』 と い う コ ー ド か ら 定 期 的 な 研 修

会 の 必 要 性 を 精 神 科 看 護 師 は 意 識 し て い た 。岩 本 ら（ 2 0 0 5 )も ，

看 護 師 長 を 対 象 に し た も の で あ っ た が ， 定 期 的 な 倫 理 教 育 の

意 識 が 高 い こ と を 明 ら か に し て い る 。  

今 後 の 課 題 と し て ， 精 神 科 看 護 師 が 理 解 し や す い 研 修 会 を

定 期 的 に 開 催 し ， 看 護 倫 理 の 意 識 を 高 く 継 続 で き る 工 夫 が 必

要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

第 5 節  課 題  

看 護 倫 理 の 研 修 会 に よ っ て ，倫 理 的 に 考 え ，『 専 門 職 と し て

努 力 し て い か な け れ ば な ら な い 』 等 の よ う に 看 護 意 欲 は 高 ま

っ た が ， 時 間 経 過 と も に 薄 ら ぐ こ と が 明 ら か に な り ， 看 護 倫

理 の 意 識 を 高 く 継 続 で き る 工 夫 と し て ， 理 解 し や す い 研 修 会

を 定 期 的 に 開 催 す る 必 要 が あ る 。 そ の こ と で 社 会 参 加 支 援 の

意 識 が 向 上 す る と 考 え ら れ た 。  
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第 5 章  社 会 参 加 支 援 の た め の 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に

向 け た 院 内 研 修 会  

第 1 節  問 題 と 目 的  

実 態 調 査 ① で 明 ら か に な っ た 精 神 科 看 護 師 が 精 神 障 害 者 の

リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） を 諦 め て い た り ， 実 態 調 査 ② で 家 族

の 意 向 で リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） の 支 援 が 停 滞 す る 問 題 に 対

し ， ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ に な る 認 知 行

動 療 法 の 研 修 会 を 行 っ た 。 精 神 科 看 護 師 に と っ て ， 認 知 行 動

療 法 が 精 神 障 害 者 へ の 生 活 力 を 高 め る ス キ ル と な り ， 家 族 の

負 担 と い う 認 知 を 変 え る 家 族 支 援 と も な る と 考 え ら れ た 。 特

に ， 近 年 ， 精 神 医 療 福 祉 の 領 域 で ， 社 会 心 理 的 治 療 へ の 関 心

が 高 ま っ て い る 。 薬 物 療 法 で 改 善 さ れ な い 精 神 症 状 や 生 活 障

害 に 対 し て ， 心 理 社 会 的 ア プ ロ ー チ に よ っ て 対 処 し ， 効 果 を

得 ら れ る 社 会 心 理 的 治 療 で あ る 認 知 行 動 療 法 が 社 会 生 活 上 の

問 題 の 改 善 や 課 題 の 解 決 を 図 れ る か ら で あ る 。  

今 回 ， 研 修 会 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 の ス

キ ル を 習 得 す る 第 一 歩 と な る と 期 待 で き た 。本 研 究 に よ っ て ，

そ の 研 修 会 の 効 果 と 課 題 を 明 ら か に し ， 精 神 科 看 護 師 が 認 知

行 動 療 法 の ス キ ル 習 得 に 向 け た 今 後 の 教 育 の 材 料 と し た い と

考 え た 。 本 研 究 の 目 的 は ， 精 神 科 看 護 師 に 対 す る 認 知 行 動 療

法 研 修 会 の 効 果 と 課 題 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。そ こ か ら ，

研 修 会 に よ る 認 知 行 動 療 法 の 学 習 が 看 護 意 欲 に ど う 効 果 が あ

っ た か 検 討 す る 。  

 

第 2 節  方 法  

１ ． 研 究 対 象  

 研 究 対 象 は ， 約 3 0 0 床 の 単 科 精 神 科 民 間 病 院 に 勤 務 す る 精

神 科 看 護 師 で ， 認 知 行 動 療 法 の 院 内 研 修 会 （ 以 下 ， 研 修 会 ）

に 参 加 し た 4 1 名 で あ る 。  
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２ ． 研 修 会 の 概 要  

研 修 会 開 催 の 約 半 年 前 に ，研 究 対 象 病 院 の 院 長 ，看 護 部 長 ，

副 看 護 部 長 ， 教 育 委 員 会 メ ン バ ー に 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究

に つ い て 説 明 し 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 効 果 的 な 研 修 会 に す る た

め ， そ の 目 標 ， 日 時 ， 時 間 ， 内 容 等 を 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と

検 討 し ， 以 下 の よ う に 決 定 し た 。  

1 )研 修 会 の 目 標  

 研 究 対 象 病 院 に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 の 認 知 行 動 療 法 実 践

に 向 け た 第 一 回 の 研 修 会 と し ， ま ず は 「 認 知 行 動 療 法 の 基 本

的 方 法 に つ い て 理 解 す る 」 こ と を 目 標 と し た 。  

 

2 )研 修 会 の 時 期  

 病 院 お よ び 病 棟 に お け る 治 療 や 行 事 等 を 考 え ， 日 時 を 設 定

し た 。 精 神 科 看 護 師 が ， 負 担 な く 研 修 会 に 参 加 で き ， 看 護 業

務 に 支 障 の な い 6 0 分 間 を 設 定 し た 。  

 

3 )研 修 の 案 内 と 参 加 の 促 進  

  教 育 委 員 会 メ ン バ ー よ り 案 内 と 参 加 の 働 き か け を 行 う こ

と に し た 。  

 

4 )研 修 内 容  

岡 田（ 2 0 1 1）の 文 献 を 中 心 に ，内 山 ら（ 2 0 0 8），秋 山 ら（ 2 0 1 1），

D a v i d  K i n g d o n ら（ 2 0 0 2），S h a r o n  M a o r g i l l o  F r e e m a n ら（ 2 0 0 4）

等 を 参 考 に 研 修 の ポ イ ン ト と な る 内 容 を 決 定 し た 。 そ の 資 料

を 配 布 し ， 以 下 の こ と を 研 修 会 で 行 う こ と に し た 。  

（ 1） 認 知 行 動 療 法 の 概 要 に つ い て 説 明  

認 知 行 動 療 法 の 理 論・効 果・対 象 と な る 人・方 法 に つ い て ，

説 明 す る 。 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 の ス ラ イ ド を 使 用 し ， イ ラ

ス ト ， 図 表 を 入 れ な が ら 理 解 し や す い よ う に す る 。  
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（ 2） 精 神 科 看 護 師 自 身 が 認 知 行 動 療 法 の 疑 似 体 験 が で き る  

演 習  

精 神 科 看 護 師 自 身 の 生 活 に 認 知 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 説 明

し ， 精 神 科 看 護 師 自 身 が 自 分 の 認 知 に 気 が つ く 演 習 を 行 う 。

さ ら に 認 知 行 動 療 法 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 を 精 神 科 看 護 師 自 身

が 感 じ て も ら う 演 習 を 行 う 。  

 

（ 3）看 護 実 践 の 中 で 行 う 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 を イ メ ー ジ で

き る 場 面 の 創 作 （ ロ ー ル プ レ イ 場 面 ）  

研 究 対 象 病 院 で 認 知 行 動 療 法 を 実 践 す る 場 面 を 創 作 し ， ロ

ー ル プ レ イ で 認 知 行 動 療 法 の 看 護 実 践 が イ メ ー ジ し や す い よ

う に す る 。  
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ロ ー ル プ レ イ 場 面  

場 面 １ ： 看 護 師 自 身 の 認 知 ， 行 動 に つ い て 考 え る ロ ー ル プ レ イ  

看 護 師 長 「 昨 日 ， 研 修 会 で 勉 強 し た よ ね 。 夕 方 の カ ン フ ァ レ ン ス で 伝

達 し て ね 。 し っ か り ， 伝 達 し て よ 。」  

 

看 護 師 「 急 に 無 理 」  

   「 で き る か な ， 不 安 ， 焦 る ・ ・ 」  

   「 ド キ ド キ し て き た ， 胃 が 痛 い 」  

   「 今 日 は ， い ろ い ろ 患 者 の ケ ア が あ る の に ， 気 に な っ て ・ ・ 集

中 で き ん 」  

 

場 面 2： 看 護 師 自 身 の 認 知 ， 行 動 に つ い て 考 え る ロ ー ル プ レ イ  

看 護 師 「 ○ ○ さ ん は ， 今 日 ， 妄 想 が ひ ど く て ， 食 事 に 毒 が 入 っ て い る

と 言 っ て ， 食 べ な い し ， 急 に 踊 り だ し て ， 隔 離 解 除 し た ば か

り で ， 周 囲 の 刺 激 が 多 い と 思 っ て ， 強 制 的 に 食 堂 か ら 部 屋 に

帰 っ て も ら っ た ん で す 」  

看 護 師 長 「 ○ ○ さ ん の 場 合 ， そ れ は ど う か な ， そ の 対 応 じ ゃ ・ ・ ・ 」  

看 護 師 「 ど う し た ら ， い い で す か 」  

看 護 師 長 「 あ ， 会 議 の 時 間 だ っ た 」 と 言 っ て 去 る  

看 護 師 「 そ の 日 ， ど こ が い け な い の か 聞 こ う と し て 師 長 さ ん を 待 っ て

い た け ど ， 会 議 が 遅 く ま で あ り ， 帰 る ま で に 会 え ま せ ん で し

た 。 家 に 帰 っ て も ， 気 に な っ て ， こ う 見 え て も 小 心 者 で ・ ・

布 団 を か ぶ り 寝 ま し た 。」  

「 認 知 の ゆ が み が あ る の で ， そ の 日 考 え た こ と は ， 辞 め さ せ

ら れ る ，  病 棟 異 動 か な ・ ・ ・ こ れ は 恣 意 （ し い ） 的 推 論 ，

ネ ガ テ ィ ブ な 結 論 を 出 す こ と で す 」  

「 師 長 に 嫌 わ れ て い る ， こ れ も 恣 意 的 推 論 ， 感 情 的 決 め つ け と

も 言 い ま す 」  

「 本 当 は 師 長 の ○ ○ さ ん に 対 す る 看 護 の 考 え が あ っ て そ の

意 見 を 言 わ れ た だ け 」  

「 そ れ と 私 に 看 護 師 と し て 成 長 し て ほ し い と 思 っ て 言 わ  れ

た か も し れ ま せ ん が ・ ・ 」  

 

場 面 3： 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法  

看 護 師 ：「 こ の 前 の 面 接 で ，一 郎 さ ん は ，太 郎 さ ん に 透 視 能 力 が あ っ て

自 分 を 見 張 っ て い る と 思 っ て 怖 く な る と い う 話 を し ま し た

ね 」  

一 郎 ：「 そ う で す ， 怖 い で す 。 そ う 思 い ま す ， 間 違 い な い で す 」  

   「 時 々 ， ひ ど く 怖 く な り ま す 」  

看 護 師 ：「 そ う 思 っ て お ら れ る の で す か 」  

    「 今 日 は ， 一 郎 さ ん が 怖 い と 感 じ な く て 済 む よ う に ， 一 郎 さ

ん の 思 っ て い る こ と を 色 々 な 角 度 か ら 一 郎 さ ん と 調 べ て み よ

う と 思 っ て い ま す 」  

    「 ど う で し ょ う か 」  

一 郎 ：「 わ か り ま し た 」  
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看 護 師：「 わ か り や す く ，考 え て い く た め に 記 録 表 を 準 備 し て き ま し た 」 

    「 こ の 記 録 表 で 整 理 し て ， 一 郎 さ ん の 怖 い 気 持 ち が 和 ら ぐ よ

う な 考 え 方 を い ろ い ろ な 視 点 か ら 調 べ て い き ま す 」  

    「 今 日 は ， 初 め て な の で ， 私 が 書 き 込 み ま す ね 」  

    「 い か が で し ょ う か 」  

一 郎 ：「 は い ， わ か り ま し た 」  

看 護 師 ： ど ん な 時 に 見 張 ら れ て い る と 思 い ま す か  

一 郎 ：「 部 屋 で 寝 て る と き ， 洗 面 所 か ら 見 張 っ て い ま す 」  

看 護 師 ：「 ど う い う 時 間 で す か 」  

一 郎 ：「 午 後 が 多 い で す 」  

看 護 師 ：「 そ の 時 の 怖 さ は ど れ く ら い で す か ， ０ ～ 1 0 0 ％ で 表 す と ど う

で す か ？ 」  

一 郎 ：「 9 5％ で す 」  

看 護 師 ：「 わ か り ま し た と 言 っ て ，表 に 書 き 込 み ，一 郎 さ ん に 確 認 し ま

す 」  

    「 太 郎 さ ん の 透 視 能 力 に つ い て は ， 以 前 ， 調 べ た わ け で は な

い と 言 わ れ て い ま し た が ど う で す か 」  

一 郎 ：「 調 べ て は な い け ど ，太 郎 は よ く 本 を 読 ん で い る し ，透 視 能 力 ぐ

ら い あ る と 思 っ て ・ ・ 」  

看 護 師：「 こ こ で 色 々 と 一 郎 さ ん と 太 郎 さ ん の 日 頃 の 関 わ り 方 に つ い て

聞 い て い き ま す 。 そ の 結 果 ， 話 し た こ と も ほ と ん ど な く ， 透

視 能 力 が あ る か も 太 郎 さ ん に 聞 い た わ け で な い と い う こ と が

わ か っ て き ま す 」  

    「 透 視 能 力 が あ る か 怪 し い と い う こ と を 一 郎 さ ん と 話 し 合 い

ま す 」  

一 郎：「 洗 面 所 か ら は 透 視 能 力 が な い な ら 部 屋 に い る 私 を 見 張 ら れ な い

で す ね 」  

   「 で も ， ホ ー ル に い る 時 だ っ た ら な く て も 見 張 れ ま す 」  

看 護 師 ：「 ホ ー ル で 見 張 ら れ て い る と 思 っ た こ と は あ り ま す か 」  

一 郎 ：「 そ う い え ば ， な い で す ね 」  

看 護 師 ：「 透 視 能 力 が な け れ ば ， 洗 面 所 か ら 見 張 れ な い し  

    ホ ー ル で 見 張 ら れ て い な い こ と を 一 郎 さ ん へ 確 認 し て い き ま

す 」  

    「 色 々 考 え て き ま し た が ， 面 接 の 最 初 で 怖 い 気 持 ち が 9 5％ で

し た が ， 今 は ど れ く ら い で す か 」  

一 郎 ：「 少 し 減 っ て 7 0％ ぐ ら い で す ， ま だ ， 半 信 半 疑 で す 。 透 視 能 力

が な い と 言 い 切 ら な い し ・ ・「  

看 護 師 ：「 今 ， 話 し 合 っ た ば っ か り で す し ， こ れ か ら ， １ 週 間 ， 調 べ て

み ま し ょ う ・ ・ ・  

    と 続 い て い き ま す 。」  
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3． 研 究 時 期  

 2 0 1 3 年 3 月 か ら 1 2 月 と し た 。  

 

4 .デ ー タ 収 集 方 法  

質 問 紙 を 研 修 会 資 料 と と も に 配 布 し ， 研 修 会 終 了 直 後 に 研

究 者 が 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し ， 回 答 す る よ う に 依 頼 し た 。 研 修

会 終 了 後 ， 質 問 紙 を 回 収 ボ ッ ク ス で 回 収 し た 。 質 問 紙 で は ，

基 本 属 性 と し て 年 齢 ， 性 別 ， 看 護 師 経 験 ， 精 神 科 勤 務 経 験 を

尋 ね ，「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」を 自 由 記 述 さ せ

た 。  

 

5． 分 析 方 法  

回 収 し た 回 答 用 紙 で 得 ら れ た 「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学

び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述 は ， す べ て 逐 語 録 に 起 こ し た 。

逐 語 録 を 分 析 し ， 同 一 内 容 と 判 断 で き る 記 述 を ひ と つ の コ ー

ド と し て 取 り 出 し た 。 そ れ ら の コ ー ド に つ い て 質 的 帰 納 的 に

分 析 を 進 め て 抽 象 度 を 上 げ ， カ テ ゴ リ ー と し て 集 約 し た 。 さ

ら に ， カ テ ゴ リ ー を 図 式 化 し ， そ の 関 係 性 を 含 め 意 味 内 容 を

文 章 化 し た 。 コ ー ド 化 と 帰 納 的 分 析 ， コ ー ド 間 の 関 係 性 に つ

い て は ， 研 究 者 間 で そ の 妥 当 性 の 検 討 を 繰 り 返 し 行 っ た 。  

 

6． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は ， 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病 院 の

倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た 。 加 え て ， 研 究 対 象 で あ

る 精 神 科 看 護 師 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看 護 部 長 ， 教 育 委

員 会 メ ン バ ー に ， 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し 研

究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 に 調 査 の 目 的

お よ び 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保 護 ， 匿 名 性 の

保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表 す る が 個 人 が

特 定 さ れ な い こ と ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た



78 

と み な す こ と を 口 頭 で 説 明 し た 。 質 問 紙 へ の 回 答 は 無 記 名 と

し ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た と み な し た 。 研

究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病 院 の 倫 理 審 査 委 員 会

の 承 認 を 得 て 行 っ た (承 認 番 号 1 3－ １ )。  

 

 

第 3 節  結 果  

1．  対 象 者 の 概 要  

研 修 会 参 加 者 4 1 名 の 内 ，研 究 参 加 者 は 2 6 名  (回 収 率 6 3 . 4 %）

で あ っ た 。 そ の 内 訳 は ， 男 性 7 名 ， 女 性 1 9 名 で あ り ， 平 均 年

齢 は 3 9 . 7 歳 で あ っ た 。 ま た ， 看 護 師 経 験 が 平 均 1 7 . 0 年 ， そ

の 内 ， 精 神 科 で の 臨 床 経 験 が 平 均 1 3 . 6 年 で あ っ た 。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

2．「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述

の 解 析 と カ テ ゴ リ ー の 抽 出  

第 1 回  構 造 図  

本 論 文 で は ， こ れ 以 降 ， コ ー ド を 『  』， コ ー ド か ら 抽 出 し

た カ テ ゴ リ ー を ＜ ＞ で 表 す 。  

「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述

を 質 的 帰 納 的 に 分 析 し た 結 果 ， 9 7 個 の コ ー ド を 抽 出 し た 。 認

知 行 動 療 法 研 修 会 に 関 し て ， 参 加 の 効 果 を 示 す 3 つ の カ テ ゴ

リ ー ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞ コ ー ド 数 1 6 個 ，＜ 自 分 自 身 に

対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ コ ー ド 数 1 5 個 ，＜ 患 者 に

対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ コ ー ド 数 3 1 個 と 課 題 を 示 す

1 つ の カ テ ゴ リ ー ＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ コ ー

ド 数 1 5 個 が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。 3 つ の カ テ ゴ リ ー に 属 さ

な い コ ー ド 2 0 個 の 内 容 と し て は ，過 去 の 認 知 行 動 療 法 へ の 興

味 や 理 解 で き た 学 習 内 容 等 が あ っ た （ 図 5）。   
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図5．認知行動療法研修会の成果

自分自身の

認知の自覚

自分自身に対する

患者に対する

認知行動療法活用の意

患者への認知行動

療法活用の困難

認知行動療法研修

 

 

以 下 に カ テ ゴ リ ー 毎 に ， 主 な コ ー ド を 交 え て 説 明 す る 。  

1 )自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚  

精 神 科 看 護 師 は ，『 自 分 の 認 知 の 歪 み を 再 認 識 で き た 』『 自

分 の 考 え を 見 直 せ た 』と い う 認 知 の 確 認 が で き て い た 。『 自 分

と い う も の が 見 え て き た 』『自 分 が 思 っ て い な か っ た 自 分 に 気

が つ い た 』 と い う 新 た な 認 知 の 気 づ き が あ っ た 。 以 上 の こ と

か ら ， 研 究 参 加 の 効 果 と し て ， カ テ ゴ リ ー ＜ 自 分 自 身 の 認 知

の 自 覚 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  

 

2 )自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験  

『 自 分 自 身 に 認 知 行 動 療 法 を や り 効 果 が 体 験 で き た 』 と 認
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識 し ，こ れ か ら『 認 知 行 動 療 法 を 自 分 自 身 に 使 っ て い き た い 』

『 自 分 の セ ル フ コ ン ト ロ ー ル に 使 え る 』 と 考 え て い た 。 『 認

知 行 動 療 法 の 本 を 購 入 し た が ， よ く わ か ら ず ， 今 回 ， 自 己 診

断 も あ り わ か り や す か っ た 』 と 考 え て い た 。 認 知 行 動 療 法 に

よ っ て ，『 イ ラ イ ラ し な く て い い と 思 っ た 』『 自 分 の 思 い ・ 考

え を 変 え る と ゆ と り が 出 る 』 と い う 認 知 行 動 療 法 の 効 果 に つ

い て 体 験 で き て い た 。 以 上 の こ と か ら ， 研 修 会 参 加 の 効 果 と

し て ， カ テ ゴ リ ー ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を

体 験 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  

 

3 )患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲  

『 認 知 行 動 療 法 に は 興 味 が あ っ た の で ， 聴 け て 良 か っ た 』

『 次 の 研 修 会 を 楽 し み に し て い る 』 『 ロ ー ル プ レ イ で 楽 し い

雰 囲 気 の 研 修 会 』 と 捉 え ，『（ ロ ー ル プ レ イ の ） 具 体 的 な 患 者

の 症 例 で わ か り や す か っ た 』『 認 知 行 動 療 法 の 方 法 は わ か っ た 』

と 学 習 で き て い た 。さ ら に ，『 自 分 に 良 い と わ か っ た し 認 知 行

動 療 法 で 患 者 の 支 援 を し た い 』 と 自 分 自 身 の 認 知 行 動 療 法 の

体 験 が 患 者 活 用 へ つ な げ て い た 。 『 認 知 行 動 療 法 に よ っ て 患

者 が い い 方 向 に 変 わ れ ば い い 』 ， 『 も っ と 患 者 の 認 知 行 動 療

法 の 事 例 を 知 り た い 』 と あ っ た 。 以 上 の こ と か ら ， 研 修 会 参

加 の 効 果 と し て カ テ ゴ リ ー ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用

の 意 欲 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  

 

4 )患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難  

『 認 知 行 動 療 法 の 進 め 方 が わ か っ た が 患 者 に 実 際 に す る の

は 難 し い 点 が あ る 』，『認 知 行 動 療 法 は ，時 間 も い る し 難 し い 』，

『 患 者 の 症 状 に よ り ，実 際 は 難 し い 』『実 際 の 患 者 に 行 う に は ，

認 知 行 動 療 法 を も う 少 し 細 か く 理 解 し な い と い け な い と 思 う 』

と い っ た 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 を 示 め し て い た 。

以 上 の こ と か ら ， 今 後 の 研 修 会 の 課 題 に 関 連 す る カ テ ゴ リ ー
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＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し

た 。  

 

3． カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係  

カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性 を 検 討 し た 結 果 ， 図 5 の よ う に 構 造

化 で き る と 判 断 し た 。 認 知 行 動 療 法 研 修 会 の 効 果 と し て ， 精

神 科 看 護 師 は ， ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞ と ＜ 自 分 自 身 に 対

す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ し て い た 。 さ ら に ， 患 者 に

対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 方 法 の 説 明 や ロ ー ル プ レ イ を 見 学 し ，

＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が 精 神 科 看 護 師 の

中 に 生 じ た 。 そ れ と 同 時 に ， 看 護 実 践 を 振 返 り ， ＜ 患 者 へ の

認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ を 感 じ ， こ の こ と に 対 す る 教 育 が

今 後 の 研 修 会 の 課 題 で あ っ た 。  

 

第 2 回  構 造 図  

 第 1 回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ， 構 造 化 し た 。  
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第 4 節  考 察      

対 象 人 数 が 少 な く ， 一 般 化 は 難 し い が ， 図 5 は ， 研 修 会 の

結 果 を 構 造 化 し た も の で ， 次 の 研 修 計 画 の 材 料 に 成 り 得 る と

考 え ら れ た 。 今 後 ， 普 遍 性 の 高 い も の と す る に は ， 対 象 者 の

拡 大 や 質 問 紙 に 限 ら な い デ ー タ 収 集 方 法 の 検 討 等 が 必 要 で あ

る 。  

図 5 を 見 る と ， 精 神 科 看 護 師 の ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞

と ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ し ， ＜ 患

者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が 得 ら れ ， こ れ ら が 研

修 会 の 効 果 で あ っ た 。 ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意

欲 ＞ は ，「 認 知 行 動 療 法 が 自 分 に で き る と い う 認 知 」の 高 ま り

と い え た 。 こ の 成 果 を 生 み 出 す 行 為 が 自 分 に で き る と い う 認

知 は ， s e l f - e f f i c a c y（ 以 下 ， 自 己 効 力 感 ） で あ り ， 研 修 会 参

加 の 精 神 科 看 護 師 は 自 己 効 力 感 が 高 ま っ た と 考 え ら れ た 。 自

己 効 力 感 に 関 す る 理 論 は ， B a n d u r a に よ り 提 唱 さ れ て い る

（ B a n d u r a ， 1 9 9 7）。 B a n d u r a  は ， 強 力 な 効 力 感 を 作 り 出 す 最

も 効 果 的 な 方 法 と し て ,制 御 体 験 と い う 忍 耐 強 い 努 力 の 成 功

体 験 を あ げ て い る 。 コ ー ド の 『 認 知 行 動 療 法 の 本 を 購 入 し た

が ，よ く わ か ら ず ，今 回 ，自 己 診 断 も あ り わ か り や す か っ た 』

と あ る よ う に ， 精 神 科 看 護 師 は 認 知 行 動 療 法 の 理 解 に 苦 労 を

し て い る こ と が 考 え ら れ た 。 今 回 ， ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知

行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ と い う 成 功 体 験 が で き ， 自 己 効 力 感

が 高 ま り ， ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ に つ な

が っ た と 考 え ら れ た 。 山 根 （ 2 0 0 9） も ， 精 神 科 看 護 師 を 対 象

に 行 っ た 調 査 よ り ， 自 信 が 持 て る こ と が 看 護 実 践 の 意 識 を 高

め る と し ， 精 神 科 看 護 師 が 成 功 体 験 で 自 信 が 得 ら れ た と 考 え

ら れ た 。  

ま た ，＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ と 同 時 に ，

精 神 科 看 護 師 は ＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ を 感 じ

て い た 。 こ の こ と は ， 認 知 行 動 療 法 実 践 を イ メ ー ジ で き た か
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ら こ そ ， 出 て き た 内 容 と も 考 え ら れ ， 次 回 の 研 修 会 の 課 題 と

言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 を 看 護 に 導 入 し 効 果 を

得 た 研 究 が 増 え つ つ あ り （ 門 田 ， 2 0 0 9）（ 古 屋 ， 2 0 1 0）， そ の

研 究 か ら 具 体 的 に 認 知 行 動 療 法 実 践 の モ デ ル を 示 し ， コ ー ド

の 『 実 際 の 患 者 に 行 う に は ， 認 知 行 動 療 法 を も う 少 し 細 か く

理 解 し な い と い け な い と 思 う 』 と い う 欲 求 を 満 た す よ う な 支

援 が 必 要 で あ る 。 『 認 知 行 動 療 法 は ， 時 間 も い る し 難 し い 』，

『 患 者 の 症 状 に よ り ， 実 際 は 難 し い 』 と 過 去 の 看 護 実 践 を 振

り 返 り な が ら ， 勤 務 の 状 況 や 患 者 の 状 況 か ら 認 知 行 動 療 法 活

用 の 困 難 を 感 じ て い る こ と が 推 測 さ れ た 。松 永 ら（ 2 0 1 3）は ，

看 護 師 を 対 象 に 災 害 救 済 活 動 へ の 参 加 経 験 が な い 理 由 の 多 く

が ，「 自 分 に 何 が で き る か わ か ら な か っ た 」 4 6 . 2％ ，「 自 分 が

ど の 程 度 役 に 立 つ か わ か ら な か っ た 」 4 4 . 1％ で あ る こ と を 明

ら か に し て い た 。 松 永 ら 7 4） の 研 究 同 様 ， 今 回 の 研 修 会 だ け

で は ， 自 分 に ど の 程 度 で き て ， ど の 程 度 の 効 果 を 出 せ る か わ

か ら な か っ た と 考 え ら れ る 。 時 間 や 患 者 の 症 状 に よ る 問 題 に

対 し て は ， そ の こ と を 考 え 実 践 す る 方 法 を 教 育 し て い く 必 要

が あ る 。 東 中 須 （ 2 0 0 7） は ， 院 内 教 育 の 実 態 調 査 よ り ， 精 神

科 看 護 師 が 病 棟 で 体 験 し な が ら 学 ぶ 研 修 の 必 要 性 を 示 唆 し て

い た 。患 者 に 活 用 で き る 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 習 得 に 向 け て ，

病 棟 で 体 験 し な が ら 具 体 的 な 認 知 行 動 療 法 実 践 の 教 育 が 必 要

で あ る 。  

『（ ロ ー ル プ レ イ の ）具 体 的 な 患 者 の 症 例 で わ か り や す か っ

た 』や『 認 知 行 動 療 法 の 方 法 は わ か っ た 』と い う コ ー ド か ら ，

研 修 会 の 目 標 で あ る 「 認 知 行 動 療 法 の 基 本 的 方 法 に つ い て 理

解 す る 」 は ， 達 成 で き た と 評 価 で き る 。『 自 分 が 思 っ て い な か

っ た 自 分 に 気 が つ い た 』 と あ る よ う に ， 精 神 科 看 護 師 は ， 自

分 自 身 の 認 知 に つ い て ， 考 え る 機 会 を 得 て い た 。 精 神 科 看 護

師 自 身 の 認 知 の 自 己 診 断 が あ る こ と で ， 認 知 行 動 療 法 が わ か

り や す く な っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。 今 後 ， 認 知 行 動 療 法
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に 関 す る 研 修 会 に お い て ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の 認 知 を 自 覚 す

る 演 習 を 導 入 と す る こ と が ，効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。

精 神 科 看 護 師 が ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体

験 ＞ し ， 『 こ れ か ら も 自 分 の セ ル フ コ ン ト ロ ー ル に 使 え る 』

と い う コ ー ド か ら ，精 神 科 看 護 師 の 精 神 的 健 康 や 生 活 自 体 が ，

質 的 に 向 上 す る と 推 測 さ れ た 。 香 月 ら （ 2 0 1 0） が ， 精 神 科 看

護 師 に 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し ， 精 神 科 看 護 師 の 気 分 や 精 神 的

健 康 が 改 善 さ れ た 結 果 が 今 後 期 待 で き る 。 白 石 ら （ 2 0 1 0） の

研 究 に よ れ ば ， 精 神 科 看 護 師 は ， 患 者 の 妄 想 や 幻 覚 に 対 し 効

果 的 な 対 応 が で き な い と い う つ ら い 感 情 を 持 つ と ， そ の 患 者

の 関 わ り を 拒 否 す る 傾 向 を 明 ら か に し て い た 。こ の こ と か ら ，

認 知 行 動 療 法 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の つ ら い 感 情 を 軽

減 し ， さ ら に 患 者 の 妄 想 や 幻 覚 に 対 し て 認 知 行 動 療 法 を 実 践

す る こ と で 効 果 を 得 る こ と が で き れ ば ， 非 常 に 有 益 で あ る と

考 え ら れ た 。 『 ロ ー ル プ レ イ で 楽 し い 雰 囲 気 の 研 修 会 』 と あ

る よ う に ， 研 修 会 の 時 間 内 は ， 興 味 を 持 っ て 学 習 で き た と 言

え る 。 『 次 の 研 修 会 を 楽 し み に し て い る 』 等 ， 学 習 に 期 待 を

持 ち ， 次 回 に つ な げ る こ と が で き た こ と は 有 益 で あ っ た 。 桑

田 ら （ 2 0 1 3） は ， 看 護 師 を 対 象 に 調 査 し ， 患 者 を 通 し て 感 じ

る 喜 び が や り が い に つ な が っ て い る こ と を 明 ら か に し て い た 。

岡 部 ら （ 2 0 0 2） も ， 精 神 科 看 護 師 の 勤 務 経 験 5 年 以 上 と 限 定

し た 対 象 で は あ る が ， や る 気 を 支 え て い る も の と し て ， 患 者

か ら 得 ら れ る 喜 び を 挙 げ て い る 。 ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療

法 活 用 の 意 欲 ＞ が あ る こ と か ら ， 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の 効

果 を 得 ら れ る こ と で 意 欲 が 継 続 で き る と 考 え ら れ ， そ う い っ

た 教 育 の 工 夫 も 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

 第 5 節  課 題  

 今 回 ， ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が あ る こ

と か ら ， 看 護 意 欲 の 向 上 に つ な が っ た と 考 え ら れ た 。 今 後 ，



85 

患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 得 ら れ る こ と で 意 欲 が 継 続 で

き る と 考 え ら れ ， 認 知 行 動 療 法 実 践 へ の 支 援 が 必 要 で あ る 。

ア ン ケ ー ト の デ ー タ 分 析 に よ り 研 修 会 の 効 果 が 確 認 で き ， 認

知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に 向 け た 研 修 会 の さ ら な る 開 催 と と

も に ， 精 神 科 看 護 師 が 病 棟 で 体 験 し な が ら 学 ぶ 研 修 会 の 開 催

が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
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第 Ⅲ 部  リ ー ダ ー 育 成 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」

へ の 取 組 み  

リ ー ダ ー 育 成 は ，半 年 間 の 一 連 の プ ロ グ ラ ム を 2 回 展 開 し ，

8 名 の リ ー ダ ー 育 成 に 関 す る こ と を 述 べ る 。リ ー ダ ー 育 成 に 関

し て は ， 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 す る 前 に ， 研 究 対 象 病 院 や 精

神 科 看 護 師 へ 博 士 課 程 に お け る 研 究 で も あ る こ と を 説 明 し て

開 始 し た 。 リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム で 育 成 さ れ た 精 神 科 看 護

師 を 「 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」 ま た は 「 院 内 認 定 看 護 師 」 と

呼 び ， 文 中 で も そ の 表 現 を し て い る 。  

 

第 6 章  社 会 参 加 支 援 を 踏 ま え た「 精 神 科 の リ ー ダ ー 看 護 師

育 成 プ ロ グ ラ ム 」 作 成  

前 述 の 第 Ⅱ 部 に お け る 実 態 調 査 の 分 析 よ り ， 社 会 参 加 支 援

の の 意 欲 を 高 く 持 ち そ の 支 援 を 促 進 で き る 精 神 科 リ ー ダ ー を

育 成 す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し た 。   

第 1 節  リ ー ダ ー 必 要 な 要 素  

育 成 プ ロ グ ラ ム 作 成 に あ た り ， 認 定 看 護 師 制 度 を 活 用 し な

が ら ， 必 要 な 要 素 を 検 討 し た 。 必 要 と さ れ る 要 素 を ， 以 下 の

よ う に 考 え た 。  

① 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ， 指 導 的 役 割 が と れ る 。  

② 他 の 看 護 師 の モ デ ル と な り 得 る た め の 看 護 の 深 い 理 解 が あ

る 。  

③ 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ， 社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援

の ス キ ル が あ る 。  

 

第 2 節  リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム 内 容  

前 述 の 第 1 節 リ ー ダ ー 必 要 な 要 素 を 踏 ま え ，以 下 の よ う に

育 成 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 抽 出 し た 。  

 

1． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 趣 旨  
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 精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 を 踏 ま え ， 現 代 社 会 が 求 め る 精 神 看

護 に 関 心 を 持 ち ， 院 内 に お け る 指 導 及 び 教 育 的 役 割 を 担 え る

精 神 科 看 護 師 育 成 の た め の プ ロ グ ラ ム と し た 。   

本 研 究 で 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 し ， 研 究 対 象 病 院 で リ ー ダ

ー と 認 め ら れ た 精 神 科 看 護 師 を 「 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」 ま

た は 「 院 内 認 定 看 護 師 」 と し た 。    

 

2． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 教 育 内 容  

精 神 科 認 定 看 護 師 制 度 ガ イ ド ブ ッ ク （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精

神 科 看 護 協 会  教 育 認 定 委 員 会 ， 2 0 1 3） や 先 行 研 究 （ 福 田 ら ，

2 0 1 0）（ 中 島 ，2 0 1 1）（ 中 島 ら ，2 0 1 2）（ 中 島 ，2 0 1 3）（ B a n d u r a，

1 9 9 7）（ 諏 訪 ， 2 0 1 1） 等 を 参 考 に ， 前 述 「 第 1 節  リ ー ダ ー 必

要 な 要 素 」 を 踏 ま え ， 学 習 内 容 と 教 授 方 法 を 以 下 の よ う に 決

め た 。 講 師 は ， 教 育 内 容 に 応 じ ， 適 切 な 教 授 が で き る 人 材 に

依 頼 し た 。 一 連 の 育 成 プ ロ グ ラ ム 実 施 の 1 回 目 は 全 て 外 部 講

師 と し ， 2 回 目 は ， 外 部 講 師 と 「 研 究 対 象 病 院 の 看 護 部 長 」，

「 1 回 目 に 育 成 さ れ た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」が 担 う こ と と し

た 。 ま た ． 前 述 （ 第 Ⅱ 部 ） の 研 修 会 と リ ー ダ ー 育 成 を 連 動 さ

せ ， 研 修 会 に お い て ， リ ー ダ ー 育 成 を ア ピ ー ル し ， 精 神 科 リ

ー ダ ー 看 護 師 が 活 動 す る 際 の 病 院 ス タ ッ フ 協 力 に つ な げ た 。

さ ら に ， 育 成 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 公 開 に し ， 公 開 研 修 会 と し

て 病 院 ス タ ッ フ も 参 加 で き る よ う に し た 。  

 

( 1 )  精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 の も と ， 看 護 を 変 化 さ せ る リ ー

ダ ー の 役 割  

前 述 の「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」で あ る【 ① 精 神

保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，指 導 的 役 割 が と れ る 】こ と

を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  
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リ ー ダ ー の 役 割 を 学 習 内 容 と し ， そ の こ と に つ い て 事 例 を

交 え 説 明 す る 。 1 回 目 を 精 神 科 認 定 看 護 師 で あ る 外 部 講 師 ， 2

回 目 は 精 神 科 認 定 看 護 師 で あ る 看 護 部 長 が 担 当 し た 。  

 

( 2） リ ー ダ ー に 求 め ら れ る 深 い 看 護 の 理 解  

前 述 の「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」で あ る【 ② 他 の

看 護 師 の モ デ ル と な り 得 る た め の 看 護 の 深 い 理 解 が あ

る 。】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  

育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 看 護 師 が 自 ら の 看 護 実 践

と 看 護 理 論 及 び 看 護 倫 理 を 結 び つ け ， 自 分 自 身 の 課 題 を 明 確

化 で き る 学 習 内 容 と し た 。 さ ら に ， 看 護 実 践 を 看 護 研 究 と し

て ま と め る よ う に し た 。 ま た ， 看 護 は 全 人 的 ケ ア で あ り ， 身

体 的 看 護 の 理 解 を 深 め る た め ， 精 神 科 病 院 で 行 う 救 急 救 命 処

置 を 講 義 及 び 演 習 で 学 習 す る 。  

1 回 目 ， 2 回 目 と も 外 部 講 師 が 担 当 し た 。 研 究 者 を 含 む 看 護

大 学 の 教 員 で あ る 外 部 講 師 3 名 ， 救 急 救 命 士 で 看 護 師 で あ る

外 部 講 師 や 救 急 看 護 を 経 験 し た 看 護 師 が 担 当 し た 。  

 

 ( 3 )  認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 習  

前 述 の 「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」 で あ る 【 ③ 精   

神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援

の ス キ ル が あ る 】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  

社 会 復 帰 や 地 域 生 活 を 支 援 す る た め の 認 知 行 動 療 法 に つ い

て 学 習 す る 。 こ こ で は ， 1 回 目 ， 2 回 目 と も 外 部 講 師 が 担 当 し

た 。 認 知 行 動 療 法 の 問 題 解 決 法 ， 認 知 再 構 成 法 に つ い て は ，

研 究 者 を 含 む 看 護 大 学 の 教 員 で あ る 外 部 講 師 3 名 が 担 当 し た 。

認 知 行 動 療 法 の 資 料 は ， 主 に 岡 田 の 文 献 （ 2 0 1 1） の も と に 作

成 し た 。 S S T に つ い て は ， S S T を 専 門 と す る 実 践 者 で あ り 教 育

者 で も あ る 臨 床 心 理 士 ，S S T の 実 践 者 で あ り 教 育 者 で も あ る 保

健 師 ， ま た 精 神 看 護 学 を 専 門 と す る 教 育 者 で あ る 看 護 師 ， 認
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知 行 動 療 法 を 実 践 し て い る 看 護 師 の 4 名 が 外 部 講 師 と な り 教

育 を 行 っ た 。  

育 成 プ ロ グ ラ ム で は ， 認 知 行 動 療 法 の 理 論 を 教 え ， S S T， 問

題 解 決 法 ， 認 知 再 構 成 法 等 認 知 行 動 療 法 の 実 践 方 法 に 至 る 学

習 内 容 を 抽 出 し 教 育 し た 。  

 

（ 4） 地 域 生 活 支 援 に つ い て の 学 習  

前 述 の 「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」 で あ る 【 ③ 精   

神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援

の ス キ ル が あ る 】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  

精 神 科 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 等 の 協 力 が 得 ら れ ， 地 域 生 活

支 援 に つ い て 学 習 す る 内 容 を 当 初 作 成 し て い た 育 成 プ ロ グ ラ

ム に 追 加 し た 。そ の た め ，一 連 の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 2

回 の 内 ， １ 回 目 の 育 成 プ ロ グ ラ ム 実 施 の 際 は ， 最 後 に 追 加 す

る 形 に な っ た 。2 回 目 は ，育 成 プ ロ グ ラ ム の 中 に 組 み 込 み 学 習

で き る よ う に し た 。 1 回 目 は ， 外 部 講 師 で あ る 研 究 者 ， 2 回 目

は ， 1 回 目 に リ ー ダ ー と な っ た 精 神 科 看 護 師 が 担 当 し た 。  

 

3． 教 育 方 法  

 教 育 内 容 の 習 得 に 必 要 な 講 義・演 習 を 検 討 し た 。そ の 結 果 ，

以 下 の よ う に 決 定 し た 。  

1） 4 5 分 を 1 コ マ と し た 3 0 コ マ の 講 義 及 び 演 習 ， 9 種 類 の 課

題 レ ポ ー ト に よ る 教 育 を 半 年 間 か け て 実 施 す る 。  

2） 9 種 類 の 課 題 レ ポ ー ト は ， 講 義 及 び 演 習 で の 学 び を さ ら に

深 め る テ ー マ と し ， 合 格 基 準 を 設 け 指 導 し ， 合 格 基 準 ま

で 再 提 出 を 求 め る 。  

3）研 究 者 に よ る 個 別 指 導 体 制 を 整 備 し ，学 習 理 解 の 支 援 や 心

理 的 支 援 が で き る よ う に す る 。  



90 

4） す べ て の 講 義 ・ 演 習 は ， 研 究 対 象 病 院 の 協 力 を 得 て ， 勤 務

時 間 内 に 病 院 内 で 実 施 し ， 育 成 プ ロ グ ラ ム 受 講 の 負 担 が

最 小 限 に な る よ う 配 慮 す る 。  

5） 院 内 認 定 看 護 師 育 成 に 関 す る 規 定  

研 究 対 象 病 院 の 院 長 ， 看 護 部 長 ， 教 育 委 員 長 と 審 議 し ， 規

定 を 以 下 の よ う に 作 成 し た （ 表 5）。  

 

 

表 5  院 内 認 定 看 護 師 （ 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 ） 育 成 に 関 す

る 規 定  
 
〈 受 講 要 件 〉  
 精 神 看 護 領 域 で の 経 験 年 数 が 3 年 以 上 あ る こ と 。  
 部 署 責 任 者 等 の 推 薦 を 必 要 が あ る こ と 。  
〈 研 修 時 間 数 〉  
 講 義 ， 演 習 で 3 0 時 間 受 講 す る 。  
〈 評 価 方 法 〉  
 課 題 レ ポ ー ト ， 研 修 態 度 ， 面 接 審 査 で 評 価 す る 。  
〈 認 定 基 準 〉  
 以 下 の 基 準 に 達 し ， 病 院 長 が 承 認 し た 場 合 ， 院 内 認 定 看 護
師 と し て 認 定 さ れ る 。 尚 ， 認 定 期 間 は 5 年 間 と す る 。  
 ・ 講 義 ， 演 習 に お い て ， 2／ 3 以 上 の 出 席 が あ る 。  

 ・ 課 題 レ ポ ー ト ，研 修 態 度 を 評 価 し 合 格 基 準 に 達 し て い る 。 
 ・ 面 接 で の 評 価 が 合 格 基 準 に 達 し て い る 。  
〈 フ ォ ロ ー ア ッ プ 体 制 〉  
5 年 後 の 更 新 審 査 を 行 う 。  
「 認 定 更 新 の 資 格 取 得 条 件 」 と し て ， 5 年 間 で 3 0 ポ イ ン ト 修

得 す る 。  
 ・ 専 門 領 域 に お け る 自 己 研 鑽  
   論 文 投 稿     2 5 ポ イ ン ト  
   学 会 発 表     2 0 ポ イ ン ト  
   院 内 研 究 発 表   1 5 ポ イ ン ト  
   院 内 研 究 会 参 加   5 ポ イ ン ト  
   学 会 参 加     1 0 ポ イ ン ト  
   院 外 研 修 会 参 加  1 0 ポ イ ン ト  

 ・ 活 動 実 績  
  研 修 の 講 師     2 0 ポ イ ン ト  
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4． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 実 施  

研 究 対 象 病 院 よ り 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 候 補 が ， 1 回 目 6

名 ，2 回 目 2 名 が 推 薦 さ れ た 。育 成 プ ロ グ ラ ム に 従 い ，教 育 を

行 う 。 １ 名 が 4 コ マ の 欠 席 が あ っ た が ， 補 充 講 義 を 行 い ， 結

局 ，全 員 が 全 て の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 で き た 。9 種 類 の 課 題

レ ポ ー ト も 合 格 基 準 に 達 し ， 最 終 的 評 価 を 管 理 者 で あ る 病 院

長 と 看 護 部 長 ， 研 究 者 間 で 行 い ， 全 員 が リ ー ダ ー と し て 承 認

さ れ た 。 以 下 に 実 施 し た 主 な 教 育 内 容 と 資 料 を 示 す 。  

 

1） 精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 の も と ， 看 護 を 変 化 さ せ る リ ー ダ

ー の 役 割  

                                           

・ 担 当 講 師 が 教 育 に あ た り ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 の 現 状 を 話

し な が ら ， リ ー ダ ー と し て の 役 割 に つ い て 説 明 を 行 う 。  

・ リ ー ダ ー の 役 割 に つ い て ， 事 例 を 交 え な が ら 説 明 す る 。  

・ 日 本 で 認 定 看 護 師 制 度 で あ る 日 本 精 神 科 看 護 協 会 及 び 日

本 看 護 協 会 の 認 定 看 護 師 制 度 の 目 的 ， そ の 存 在 意 義 に つ

い て 説 明 す る 。  

・ 病 院 内 で 認 定 さ れ る リ ー ダ ー と な る 看 護 師 （ 院 内 認 定 看

護 師 ） の 存 在 意 義 に つ い て 説 明 す る 。  

 

主 な 授 業 資 料  

院 内 認 定 看 護 師 の 存 在 意 義 に つ い て  

認 定 看 護 師 制 度 と は  

・ 日 本 精 神 科 看 護 技 術 協 会  

 C e r t i f i e d  E x p e r t  P s y c h i a t r i c  N u r s e  

精 神 科 の 看 護 領 域 に お い て す ぐ れ た 看 護 技 術 と 知 識 を 用 い て ， 水

準 の 高 い 看 護 実 践 の で き る 看 護 師 を 社 会 に 送 り 出 す こ と に よ り ， 看

護 現 場 に お け る 看 護 の ケ ア の 質 の 向 上 を は か る こ と を 目 的 と す る 。  

  ・ 日 本 看 護 協 会  
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C e r t i f i e d  N u r s e  

認 定 看 護 師 制 度 は ， 特 定 の 看 護 分 野 に お い て ， 熟 練 し た 看 護 技 術

と 知 識 を 用 い て 水 準 の 高 い 看 護 実 践 の で き る 認 定 看 護 師 を 社 会 に 送

り 出 す こ と に よ り ， 看 護 現 場 に お け る 看 護 ケ ア の 広 が り と 質 の 向 上

を は か る こ と を 目 的 と し て い る 。  

豊 か な 人 間 性 ， 熟 練 し た 知 識 と 技 術 を 持 っ た 看 護 師 で ， 看 護 モ デ ル

と し て ， 実 践 の 指 導 や 研 修 会 講 師 等 行 い ， 看 護 の 質 を 向 上 さ せ る 。  

 

院 内 認 定 看 護 師 と は ・ ・  

豊 か な 人 間 性 ， 熟 練 し た 知 識 と 技 術 を 持 っ た 看 護 師 で ， 看 護 モ デ ル

と し て ， 実 践 の 指 導 や 研 修 会 講 師 等 行 い ， 看 護 の 質 を 向 上 さ せ る 。  

 

2） リ ー ダ ー に 求 め ら れ る 深 い 看 護 の 理 解  

（ 1）看 護 理 論 を 講 義 後 ， 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 し て い る 精

神 科 看 護 師 が 経 験 し た 看 護 実 践 を 看 護 理 論 に 沿 っ て ま と め ，

自 己 の 看 護 の 分 析 を 課 題 レ ポ ー ト と す る 。 課 題 レ ポ ー ト は ，

個 別 指 導 と し ， 看 護 理 論 に 沿 っ て ， 看 護 的 視 点 で 分 析 で き る

ま で 修 正 を 求 め た 。  

精 神 科 に お け る 看 護 倫 理 の 内 容 に つ い て ， 前 述 （ 第 Ⅱ 部 第

１ 章 ） の 看 護 倫 理 研 修 会 と 今 回 の リ ー ダ ー 育 成 を 連 動 さ せ ，

看 護 倫 理 研 修 会 参 加 時 間 を 1 コ マ と 認 め た 。 さ ら に ， 看 護 倫

理 研 修 会 と は 別 に ，社 会 が 求 め る 精 神 保 健 福 祉 改 革 に 適 応 し

た 看 護 を 実 践 す る 責 務 に つ い て 話 し た 。日 本 精 神 科 看 護 協 会

が 示 す 倫 理 綱 領 を 中 心 に ，看 護 専 門 職 の 倫 理 に つ い て 再 度 説

明 し た 。  
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授 業  主 な プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 ス ラ イ ド  

ス

ラ

イ

ド

 

1  

看護理論

 

ス

ラ

イ

ド  

4  

事例

• 統合失調症の男性

オレム・アンダーウッド理論を当てはめて

看護を考えてみましょう！

 

    

ス

ラ

イ

ド

 

2  

看護理論・・・多くある
人名 著書 理論の内容

ペプロウ 人間関係の看護論 精神力動的理論に基づく治療
的な看護者ー患者関係

トラベルビー 人間対人間の看護 看護を援助する対人関係のプ
ロセス

オレム オレム看護論 セルフケアを中心的概念とす
る看護理論

アンダーウッド オレム・アンダーウッド理論 精神科に合わせオレム看護
論の修正

ナイチンゲール 看護覚え書 病気の看護ではなく病人の看
護、自然が働きかけるよう最
善の状態におく

ヘンダーソン 看護の基本となるもの 看護の独自の機能
日常の行動、知識や体力、意
思の力の不足しているとき手
をかすことが看護

 

ス

ラ

イ

ド  

5  

セルフケア理論

 

ス

ラ

イ

ド

 

3  

オレム・アンダーウッド理論

• 精神科に合わせオレム看護論の修正でした
ね・・・

• 事例から理論を学びましょう！

 

ス

ラ

イ

ド  

6  

•オレムが提唱

セルフケア理論

セルフケア不足理論

看護システム理論 3本柱
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ス

ラ

イ

ド

 

7  

セルフケア理論

• セルフケアとは

個人が、日常生活の中で、生命、健康、安寧を維持す
るために自分自身で開始し施行する諸活動の実践

 

ス

ラ

イ

ド  

1 0  

評価的操作

病気や治療、
症状、障害、

実施行動の選択・
決定

評価

行動の選択
肢

セルフケア要
件の認識

• セルフケアの意図的過程

生産的操作移行的操作

 

ス

ラ

イ

ド

 

8  

• セルフケア要件

人間は、自分の生命や健康、安寧を維持していくため
に持つ欲求（ニード）を必ず有し、オレムはこれをセル
フケア要件と呼んだ

「普遍的セルフケア要件」、「成長発達に関するセル
フケア要件」、「健康逸脱に関するセルフケア要件」が
ある

• 要件を満たすことは、人間の生命が維持され、人間
の構造や機能の正常化が促進され、その人の潜在
能力が活性化され、損傷や疾病を予防し、安寧を
促進する

 

ス

ラ

イ

ド  

1 1  

• セルフケアの影響要因

年齢、性別、発達状態、健康状態、社会文化的
指向、ヘルスケアシステムや治療、家族システ
ム、これまでの生活パターン、環境要因、資源
の利用可能性

 

ス

ラ

イ

ド

 

9  

• 普遍的セルフケア要件 8つに分類

十分な空気の維持、十分な水分の維持、十分な食物
の維持、排泄過程の調整・処理、活動と休息のバラ
ンスの維持、孤独と人との付き合いのバランスの維
持、生命の機能・安寧に対する危険の予測、正常性
の促進

• 成長発達に関するセルフケア要件

人間の心理社会的成長発達における課題、すなわち
成長発達上のニードを持つこと

• 健康逸脱に関するセルフケア要件

病気・症状・障害・治療によって生じるニード

病気や症状をコントロールしたいというニードを指す
 

ス

ラ

イ

ド  

1 2  

セルフケア不足理論

• オレムの理論の中核的なもの

特に人としてのセルフケア能力に争点

• 病気や障害などで、今までやれていたセルフ
ケアができなくなる

↓

• 普遍的セルフケアが再度認識

↓

看護が必要
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ス

ラ

イ

ド

 

1 3  

看護システム理論

• 看護師ー患者関係、基本的看護システム論、援助方
法に分けることができる

• 看護師ー患者関係

社会的関係、看護師はセルフケアの促進・再構築という
目的を持つ、患者はセルフケアを遂行する社会的役割
を持つ、相互作用

• 基本的看護システム論

全代償システム、部分代償システム、教育・支援システ
ム

 

ス

ラ

イ

ド  

1 6  

オレムのセルフケア不足の理論の修正

• オレムの理論を精神障害者に活用できるようセ
ルフケア不足の理論をもとに修正したものであ
る

• セルフケア能力の中でも特に自己決定能力が
重要とし、「セルフケアとは意図的過程であり、
自己決定能力を用いながら、普遍的セルフケア
要件の中でニーズに基づいてセルフケア上の
目標を立て、いくつかの行動を選択し、セルフケ
ア行動を実施し、評価するという意図的過程を
とること」としている

 

ス

ラ

イ

ド

 

1 4  

• 援助方法

代わってセルフケアの実施や指導・方向付け、
新しいセルフケアの獲得の促進、精神的支援、
成長発達を促す、教育など

 

ス

ラ

イ

ド  

1 7  

• 自己決定能力及びセルフケアに影響を与える
要因が「基本的条件付けの要因」

年齢、性別、社会・文化的オリエンテーション
、ライフスタイル、精神状態を含む健康状態
診断

• 脆弱性ーストレスモデルと精神状態の査定、
精神力学理論の活用

 

ス

ラ

イ

ド

 

1 5  

オレム・アンダーウッド
理論

 

ス

ラ

イ

ド  

1 8  

• セルフケアのアセスメント

• セルフケア支援

長期目標

短期目標

ケアプラン
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ス

ラ

イ

ド

 

1 9  

ペプロウ
人間関係の看護論

 

ス

ラ

イ

ド  

2 2  

方向付けの局面

• 患者が自分の問題を認識し、理解できるよう
になり必要な援助を求めるようになる為の段
階。

 

ス

ラ

イ

ド

 

2 0  

• 看護の定義

『有意義な、治療的な、対人的プロセスである。
看護は地域社会にある個々人の健康を可能
にする他の人間的な諸プロセスと協同して機
能する。』

 

ス

ラ

イ

ド  

2 3  

同一化の局面

• 患者が看護師を自分のニーズに応えてくれる
人として認め、看護師はそれに応えて健康な
力を強め自分の病気を受け入れられるように
なる段階。

 

ス

ラ

イ

ド

 

2 1  

看護者－患者関係の過程と局面

• 方向付けの局面

↓

• 同一化の局面

↓

• 開拓利用の局面

↓

• 問題解決の局面

 

ス

ラ

イ

ド  

2 4  

開拓利用の局面

• 患者は看護師との関係の中で自分に与えら
れるサービスを十分に利用しようとする段階。
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ス

ラ

イ

ド

 

2 5  

問題解決の局面

• 患者が新しい目標に向かって問題を解決して
いく段階。

 

ス

ラ

イ

ド  

2 8  

診察
入院
看護

看護理論に当てはめて考えると・・・

 

    

ス

ラ

イ

ド

 

2 6  

事例

• Aさん

• 20代

• 女性

• 元事務職

• 買ってきたものは

全て拭かないと気が済まない

 

ス

ラ

イ

ド  

2 9  

トラベルビー
人間対人間の看護

• 初期の出会いの位相

• 同一性の出現の位相

• 共感の位相

• 同感の位相

• ラポートの位相

 

ス

ラ

イ

ド

 

2 7  

症状ひどくなる

 

ス

ラ

イ

ド  

3 0  

共に成長していく関係
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（ 2） 身 体 的 看 護 の 理 解 を 深 め る 内 容  

救 急 救 命 処 置 は ， 実 際 の 精 神 科 の 救 急 場 面 を 設 定 し ， 演 習

を 行 っ た 。 看 護 師 が イ メ ー ジ し や す い よ う に ， 精 神 科 の 臨 床

で 生 じ た 窒 息 の 事 例 を 設 定 し た 。 ま た 看 護 実 践 へ 繋 が る よ う

に ， 実 際 に 研 究 対 象 病 院 に あ る 救 急 カ ー ト と 蘇 生 人 形 を 使 用

し ， デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 い な が ら ， 適 切 な 看 護 師 の 行

動 を 中 心 に 説 明 し た 。 救 命 処 置 や 呼 吸 管 理 ， 薬 物 療 法 ， フ ィ

ジ カ ル ア セ ス メ ン ト ， 看 護 記 録 の 具 体 的 な 方 法 を ポ イ ン ト に

講 義 と 演 習 を 行 う 。 病 院 ス タ ッ フ も 自 由 参 加 で き る 公 開 し た

授 業 形 式 を と っ た 。  

 

3） 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 習  

認 知 行 動 療 法 の 理 論 に つ い て 説 明 し ， 自 分 の 認 知 ， 行 動 に

つ い て 考 え ， 課 題 レ ポ ー ト に す る 。 次 に ， 認 知 行 動 療 法 （ S S T

は 含 ま な い ） の 看 護 実 践 方 法 に つ い て 講 義 す る 。 実 際 に 認 知

行 動 療 法 が 実 践 で き る ま で を 目 標 と し た 。 そ の 教 育 の 内 ， 1

コ マ の み は ， 前 述 （ 第 2 部 第 2 章 ） の 認 知 行 動 療 法 研 修 会 の

参 加 時 間 と し た 。  

 S o c i a l  S k i l l s  T r a i n i n g（ 以 下 ， S S T） に つ い て は ， S S T の

理 論 と 実 践 に つ い て 講 義 後 ， 集 団 及 び 個 人 の S S T に つ い て 演

習 を 行 う 。 S S T に つ い て も ， 一 部 を 公 開 研 修 会 と す る 。  

そ の 後 ，病 院 の 許 可 を 得 て ，実 際 の 患 者 に 認 知 行 動 療 法（ S S T

を 含 む ） を 行 う よ う に し た 。 課 題 レ ポ ー ト を 書 き ， 実 践 ま で

理 解 で き る よ う に し ， 個 別 指 導 を 行 っ た 。  
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授 業  主 な プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 ス ラ イ ド

ス

ラ

イ

ド 

1 

看護師が行う
認知行動療法

中島富有子

 

ス

ラ

イ

ド 

2 

2

心理療法

1950年代に
生まれた
行動療法

1960年代に
アローン・ベック
により開発された

認知療法

1990年代から
認知行動療法と

呼ばれる

融合

 

ス

ラ

イ

ド 

3 

「認知」と「行動」に働きかけること
により、セルフコントロールする力を
高め、社会生活上の問題の改善や課題
の解決をはかろうとする心理療法

（患者自身が自分で解決する力をつけて
いけるようサポートすることが重要）

認知行動療法とは

cognitire behavioral therapy ⇒ CBT

 

ス

ラ

イ

ド 

4 

効果のプロセス

患者の抱える問題

⇒傾聴・共感

⇒認知行動療法

⇒患者が楽になる

生活の質向上

 

ス

ラ

イ

ド 

5 

「看護のための認知行動療法」
テキストをもとに認知行動療法

を理解しましょう

5  

ス

ラ

イ

ド 

6 

普段の体験から
• 環境（状況）：朝、看護師長から「研修会
で学んだことを夕方のカンファレンスで報
告してね」

急に無理・・

心臓どき
どき、
胃が痛い

不安・焦
り

患者のケアに
集中できない

認知

気分

身体

行動
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ス

ラ

イ

ド 

7 

認知を変えると

• 認知：記録があるから、それを見て説明
したらいいから、難しいことではない

↓

気分：身体：行動が変わる

 

ス

ラ

イ

ド 

8 

行動を変えると

• 行動：昼休みに研修の記録を見る

↓

気分：身体：認知が変わる

8  

ス

ラ

イ

ド 

9 

状況は変えにくい

認知：変える
↓

気分：身体：行動が変わる

認知を変えると

 

ス

ラ

イ

ド 

10 

状況は変えにくい

行動：変える
↓

認知：気分：身体が変わる

行動を変えると

 

ス

ラ

イ

ド 

11 

11

気分
短い言葉で言い表せるその
時々の心の状態
（嬉しい）（楽しい）
（落ち込む）（がっかり）

など

身体
身体反応は、身体の内面や
表面に現れる、主に生理的
な反応
（どきどきする）（頭痛）
（涙が出る）（疲労感）

など

行動
振る舞い
社会生活活動
（セルフケア、
人との付き合い
方など）

認知
ものの見方・考
え方、解釈の仕
方

状況

 

ス

ラ

イ

ド 

12 

認知のレベルとは？

• 自動思考

気分と同時に瞬間的に頭に浮かぶ考え、
イメージ

• スキーマ

自動思考の根底にある確信的な考え

自動思考を規定
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ス

ラ

イ

ド 

13 

認知のアンバランス

• 誰でも経験するもの

• うつや不安など情動的な問題を抱えてい
る時、見られる

• 悲観的で、非合理的、非現実的

• 自動思考に表れている

 

ス

ラ

イ

ド 

14 

例えば、うつ病の女性・・

• 夫から、自分が家事はやるから、家族
は大丈夫だと言われた

↓

• 自分は必要とされていない、夫に任せ
るなんて主婦失格、ダメな人間

↓

• 結論の飛躍、マイナス思考、全か無か
思考、レッテル貼り、拡大解釈

 

ス

ラ

イ

ド 

15 目標の設
定と計画
の立案

アセスメント

（認知的概念化）

認知・行
動へのア
プローチ

評価

認
知

身
体

行
動

気
分

環境（状況）
診断、症状、現病歴、生活歴、家
族背景、身体状況、服薬状況、生

活状況、社会文化的背景、
サポート状況

 

ス

ラ

イ

ド 

16 

認知行動療法の進め方

• セッション回数16回（16週間）

1回30分以上の面接

（厚労省マニュアル2009）

• できるところからやる

4回でもOK

 

ス

ラ

イ

ド 

17 

対象者に求められること

• CBTを行いたいという動機

• セラピストとの協力作業など

 

ス

ラ

イ

ド 

18 

看護師に必要な技法

• 構造化

• 協働関係の構築

• 認知的概念化

• 認知・行動への介入など
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ス

ラ

イ

ド 

19 

認知行動療法の必要なもの

• プライバシーの保てる個室

• テキスト・ワークシートの使用

 

ス

ラ

イ

ド 

20 

アセスメント（認知概念化）

• 環境（状況）

• 気分

• 認知

• 行動

ワークシートの活用：メリット、デメリ
ットあり

 

ス

ラ

イ

ド 

21 

認知への介入技術

• 認知再構成法

• ノーマライジング

• 心理教育

• 思考停止法

• 自己教示法

• 読書療法

• スキーマの特定・修正
など

 

ス

ラ

イ

ド 

22 

行動への介入技法
• 問題解決法

• 行動活性化（行動記録表など）

• 行動実験

• 注意そらし法

• コーピング・カード

• 段階的課題設定

• アサーション

• 行動リハーサル

• リラクゼーションなど
 

ス

ラ

イ

ド 

23 

認知再構成法演習

• 自動思考記録表を活用

 

ス

ラ

イ

ド 

24 

認知再構成法演習

• 自動思考記録表を活用

• うつ病の女性の事例
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ス

ラ

イ

ド 

25 

問題解決技法演習

• 問題解決策リスト作成

• うつ病の女性

 

ス

ラ

イ

ド 

26 

認知行動療法

認知を変える
と

行動を変える
と

認知：気分：身
体
変わる

気分：身体：行
動
変わる

 

ス

ラ

イ

ド 

27 

変わるためには？エッセンス

• 認知と行動を変えるために・・・

★別の考え方はできないか

自分に問いただす

相談する

別の手法

★行動から・・・

 

ス

ラ

イ

ド 

28 

急性期

• 可能ではあるが臨床状況を考えると難し
いこともある

• 3ヶ月という期間で1ヶ月半からやり、入
院中は学習で終わり、後は外来で行うと
いうことがある
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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配布資料：岡田（2011）を基に作成 
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4）リーダーに求められる深い看護の理解のための看護研究 

 研究計画書作成から研究を実施し，院内発表を行った。病院管理者の承諾

を得て，育成プログラム終了後，外部への論文投稿の計画まで行う。 

 

授業 看護研究の主なプレゼンテーション用スライド

ス

ラ

イ

ド 

1 
中島富有子

 

ス

ラ

イ

ド 

2 

看護における研究

 看護実践能力の向上・・・・看護の質向上

科学的知識体系の裏付け必要

看護研究により構築

看護者は、看護研究の生産者であり消費者である

 

ス

ラ

イ

ド 

3 

研究のプロセス
 看護に関する問題→課題の明確化

 研究の背景（研究の現状）把握・・・先行研究把握

↓

 研究枠組み→研究計画

 研究実施

↓

 データ分析→論文執筆

 投稿

 

ス

ラ

イ

ド 

4 

 インパクトファクター

 原著論文

 研究報告

 資料

 総説

 

ス

ラ

イ

ド 

5 

看護研究の種類・・研究デザイン
 分類：様々

 実験的操作を加えるかどうかで分けると

実験研究デザイン

準実験研究デザイン

非実験研究デザイン

 横断的研究と縦断的研究

 

ス

ラ

イ

ド 

6 

 質的研究
１）事例研究
２）事例研究以外の研究のアプローチ

歴史的研究、内容分析、KJ法、アクション研究、

民俗学的研究、グラウンデッド・セオリー研究法

現象学的・かんしゃく学的研究法
量的研究
１）実態調査研究

２）疫学的研究

仮説検証型研究

因果関係型研究

１）実験研究

２）評価研究
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ラ

イ

ド 

7 

論文の書き方
 研究の内容、骨格を明確にする

要約を書く

各section毎に、書くべきことを箇条書きにする

 どの雑誌に投稿するか決め、その投稿規程に沿って書く

 論文の備えるべき条件

正確性、客観性、論理性、普遍性、独創性

注意すること
二重投稿は厳禁
倫理的配慮はしっかり
科学者としてのモラルに反することはしない

データを盗む、データのでっち上げなど

 

ス

ラ

イ

ド 

8 

 論文の構成

・タイトル

気を引くようなタイトルにする

内容が想像できるようにする

・はじめに（緒言）

問題提起と重要性の強調

研究の現状

先行研究の紹介及び本研究との関連

独創性について

・研究目的・・はじめにの最後に書いてもいい

・方法

対象

研究方法：デザイン、測定方法、分析方法

・倫理的配慮

 

ス

ラ

イ

ド 
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・結果

データの結果、量的研究であれば統計結果表示

解釈の文章化

・考察

結果のまとめを数行

先行研究との比較

結果から示唆されること

実践への示唆

研究の限界、将来の研究への展望

（項目立てすることもある）

・結論

・謝辞（ないときもある）

・文献（引用文献のみが多くなった）

 

ス

ラ

イ

ド 

10 

論文の書き方
 接続語は、できるだけ使わない

 短い文章で書いていく

 先行研究の引用は、その研究で明らかになったことを引
用する、孫引きはしない

 書く内容を決めたら、文章表現は何度も読み返し、修正
する

 

ス

ラ

イ

ド 

11 

論文のクリティーク
 研究テーマと研究目的の整合性

 キーワードの適正か

 研究目的からみた研究方法の合理性

対象、測定指標、測定方法、測定機器、研究手順、デー
タ処理・分析

 倫理的配慮は十分か

 研究結果の適正、信頼性

 研究結果と考察の合理性、正当性、妥当性

 

ス

ラ

イ

ド 

12 

実際のクリティーク：論文中の言葉の説明

 ｎ：標本数、研究対象数

 統計的処理：多変量統計分析： 因子分析

大きなまとまりの変数をより小さなまとまりの

変数（因子）へ分け説明する統計手法

最小2乗法：因子抽出法の一つ

プリマックス回転：軸を回転させ、データの影響度を変える

因子負荷：因子がデータに及ぼしている影響

共通因子と分析に使用された変数との相関係数に相当

固有値：各因子を２乗した重みの総和に等しい値、分散

因子寄与率：説明力の大きさをみる

Kaiser  Meyer Olkinの標本妥当性：因子分析ができるか

みる検定、１に近いほど良い、０．５以下はふさわしくない
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ラ

イ

ド 

13 

 Cronbach α係数：信頼性係数、質問項目間の

内的一貫性を表す、０．７以上なら良い

 確率P値5％：有意水準あるいは危険率5％

例20回に１回違う危険があるということ

 SD：個人の得点と平均値の差である偏差値によって

計算される

 SPSS：統計処理ソフト

 統計的処理：検定・・資料参照

 抄読会

 

 

6）地域生活支援についての学習 

1 回目の育成プログラムに参加した精神科看護師は，精神科訪問看護ステ

ーションへ見学し，その見学先の訪問看護師より，訪問時の看護について詳

しく説明を受ける。 

2 回目も，精神科訪問看護ステーション等を見学し，説明を受け学習する。 
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第 7 章 リーダー育成プログラムの効果 

第 1 節 育成プログラムによる社会参加支援の意欲の変化 

育成プログラムによって，院内認定看護師と研究対象病院で認められる精

神科リーダー看護師の育成を行った効果を分析する。ここでは，育成の効果

を，まず，プログラムに参加した精神科リーダー看護師の心理的変化に焦点

を当て，分析した。 

 

1．目的 

精神保健医療福祉政策を踏まえた「精神科看護師のリーダー育成プログラ

ム」による心理的変化（社会参加支援の意欲の変化）を明らかにする。 

 

2．方法 

1）研究対象 

「精神科看護師のリーダー育成プログラム（以下，育成プログラム）」を

受講し，リーダーとして研究対象病院より承認を受けた精神科看護師 8 名を

対象とする。 

 

2）データ収集方法 

育成プログラムを受講し研究対象病院でリーダーと承認された後に，研究

の同意の得られた精神科看護師（以下，研究参加者）に半構造的面接を行う。

面接においては，先行研究（松枝，2003）（中島，2011）（中島ら，2012）

（中島，2013）（Anthony,1993）等を基にインタビューガイドを作成し実施

した。インタビューガイドの主な内容は，「育成プログラムの教育過程で生

じた心理的状態」，「育成プログラムに参加後の心理的変化」，「心理的変

化を起こさせた要因」等とした。面接は，研究参加者の承諾を得て録音する。 

 

3）研究期間 

 2013 年 4 月～2015 年 3 月 

 

4）データ分析方法 

録音した面接内容は全て逐語録に起こす。データを繰り返し読み，そのデ

ータの意味を解釈する。データをコード化し，その意味や内容を分類し，同

じ意味を示すものは 1つにまとめ，カテゴリーとする。その関係性について，
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検討を何度も繰り返し，カテゴリーには，その内容や性質を表す言葉で命名

する。 

 

5）分析結果の信頼性 

 本研究では，可能な限り研究参加者が経験し話す内容について，研究者が

的確に捉えられているか，研究参加者に確認を行いながらインタビューしデ

ータを収集した。研究者の独善的解釈に陥ることのないよう，データ収集，

分析の全過程を通じ，質的研究に習熟したスーパーヴァイザーに，スーパー

ヴァイズを受け，解釈を検討し信頼性の確保に努めた。 

 

6）倫理的配慮 

育成プログラムを実施する研究対象病院の管理者に，文書及び口頭で，研

究について説明し研究の承諾を得た。半構造的面接は，任意性を確保するた

めに精神科看護師がリーダーとして承認された後に行った。育成プログラム

に参加した精神科看護師には，研究の目的，方法，回答の任意性，プライバ

シーの保護，匿名性の保持，不利益はないこと，結果は学会等で公表するが，

個人が特定されないこと等を，文書及び口頭で説明した。同意書の署名をも

って研究の同意を確認後，研究参加者に面接を行った。本研究は，研究対象

である A 病院において，2013 年 3 月 6 日の A 病院倫理審査委員会を経て，2013

年 4 月 1 日に承認を得た（承認番号 13-1）。 

 

3．結果 

リーダーとして承認された後に，精神科リーダー看護師 7 名の同意が得ら

れ，半構造的面接を行った。面接時間は，50 分～68 分，平均 59．8 分であ

った。研究参加者の平均年齢 35.3 歳，男性 3 名，女性 4 名であった。デー

タを分析した結果，心理的変化等を示す 4 つのカテゴリーを抽出した。カテ

ゴリーを【 】，そのカテゴリーを表す特徴的な言葉を『 』で表す。カテ

ゴリー間の構成として，育成プログラムを受講した研究参加者は，【課題レ

ポートの困難を乗り越えた達成感】を得て，それが【個別指導による支援】

によって支えられていた。その達成感から，【リーダーとして看護を変えた

い思い】が生じ，それは，【今後の活動への期待と不安】へつながっていた

（図 6）。以下，カテゴリー毎に主な研究参加者の特徴的言葉を交え述べる。 



118 

 

1）課題レポートの困難を乗り越えた達成感 

課題レポートについて，全員が『大変だった』や『悩んだ』と話し，『や

れた』と困難を乗り越えてやりとげた達成感について話した。課題レポート

の負担について，『（育成プログラムの）途中，やる気がなくなることもあっ

たけど，やれることができました』と一時的な意欲の低下について語った。

『うまく課題が書けず悩んデータけど，いろんな文献を読んだり，言葉を調

べ，ノートするようになったので，（課題レポートが書けて）良かったと思

います』，『新しいことを勉強できました』と話し，学習困難を努力で乗り越

えたことや新たな学びとなったことを語った。また，『課題レポートもやれ

たので，（今後のリーダーとして）自信がつきました』と語った。 

 

2）個別指導による支援 
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課題レポートに対する学習について，『（できていないところは）人とは違

うので，一人一人に合わせてもらって，わかったし，努力できました』と語

った。個別指導があることで，『不安がなくなり，相談すれば何とかなると

いう気持ちになりました』や『家庭のことや勤務のこと，体調とか考えても

らったからできました』と精神的に支えられた内容を話した。 

 

 3）リーダーとして看護を変えたい思い 

リーダーとして，『学んだことを伝えたいと思います』や『認知行動療法

は，興味があったから，他の人もそういう話は聞くし，（他の看護師に）指

導していきたいです』と意欲的に語った。『看護師自身が変わっていったが

いいと思っています』やリーダーとして，『看護を変えたいと思っています』

と精神保健医療福祉政策を踏まえ，看護が変わっていく必要性や変えていき

たい意欲を語った。『地域で支援する重要性，伝えたいと思います』と話し

た。『どうせ，だめだという気持ちが変わってきたと思います』や『病院の

看護の質を上げたいと思います』と意欲を示した。 

研究参加者は，自分自身が意欲的になったことに加え，育成プログラムに

参加している自分以外の精神科看護師に対して，『自分も意欲が出ましたが，

他の人を見てても，やる気が出て変わったなと思います』と話した。 

 

4）今後の活動への期待と不安 

『病院（の看護）を変えるために，計画してやっていきたいですね』や『（リ

ーダーとしての活動を）計画を立てて，病院に認めてもらうようにしたいで

すね』と今後の活動内容を話した。また，『これからのことを（今後の活動），

話すことが多くなりました』と今後のリーダーとしての具体的行動を考えて

いると話した。それと同時に『活動しないといけないけど，不安があります』

や『これからです，どうやっていくか』と活動することの不安を語った。『う

まく，やっていけるか不安はあります』と今後の活動の結果に対する不安も

語った。 

 

4．考察 

「育成プログラムによる心理的変化」の構造図は，7 名と対象者数が少な

いものの，育成プログラムによる心理的変化を表すものと考えられる。精神

保健医療福祉政策を踏まえ，精神科病院内部で看護の質向上に向け活動を行
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うリーダー育成は重要であり， 7 名のデータ及び分析結果は貴重である。今

回の育成プログラムによる最終的な心理的変化は，【今後の活動への期待と

不安】であった。このことから，育成プログラムによって，不安があるもの

の，リーダーとして今後の活動に期待し，精神保健医療福祉政策を踏まえ活

動する意欲が高まったと評価できる。この意欲の高まりという心理的変化が，

育成プログラムの大きな成果と考えられた。 

以下，カテゴリー毎に考察する。 

 

 1）課題レポートの困難を乗り越えた達成感 

研究参加者は，講義・演習の学びを課題レポートでさらに深め，【課

題レポートの困難を乗り越えた達成感】が得られていた。それは，『課題レ

ポートもやれたので，（今後のリーダーとして）自信がつきました』という

言葉からも，精神保健医療福祉政策を踏まえリーダーとして活動する自信へ

つながることが示唆された。その達成感からくる自信は，self-efficacy（以

下，自己効力感）の高まりと考えられた。自己効力感は，成果を生み出す

行為が自分にできるという認知であり，その理論は， Bandura（1997）によ

り提唱されている。Bandura は，自己効力感を育てるために，「制御体験」，

「代理体験」，「社会的説得」，「生理的・感情的状態が良いこと」といった 4

つの主要な影響力を明らかにしている。その中で，制御体験は忍耐を要する

努力の成功体験を意味し，自己効力感を作り出す最も効果的な方法である。

制御体験で得る自己効力感の強さには，忍耐強い努力によって障害に打ち勝

つ体験が要求される。課題レポートには，合格基準を設定したために，忍耐

強い努力を必要とする困難が生じていた。その障害に打ち勝ち達成感を得る

ことで，自己効力感は向上したと言える。また，人間がものごとを遂行して

いく上の困難やつまずきは，成功のため絶えず努力することの必要性を教え

る役割を果たす 51）。今回の課題レポートの困難は，今後の活動に絶えず努

力する必要性を教える役割となることが示唆された。制御体験を通して自己

効力感を高めることは，もともと持っている習慣を用いることではない

Bandura（1997）。今回，研究参加者にとって日常と違い，課題レポートを書

き新たな知識・技術を習得する体験が，自己効力感を高めたと考えられる。

本研究の新たな学びが自己効力感を高めていた結果は，棚橋ら（2010）の研

究で，精神科における服薬指導の勉強会で得た新たな学びが，看護師の自己

効力感を高めていた結果と類似している。また，Stanley ら（2013）は，小
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児科の看護師を対象に疼痛管理の知識レベルと自己効力感の関係において

関連を認めない結果から，知識レベルをただ単に高めるだけでは自己効力感

が高められないことを示唆していた。山根らの研究（2010）では，精神科認

定看護師となるプロセスが自己効力感向上に影響したことを示唆していた。

本研究においては，単なる知識獲得ではなく，学びとなるプロセスが自己効

力感を高めたと考えられた。 

その一方で，自己効力感がしっかり確立される前に失敗すれば，それは自

己効力感を低下させてしまうと言われている Bandura（1997）。本研究では，

育成プログラムの途中で意欲低下があったものの結果的に成功体験となり，

自己効力感は高められていた。しかし，自己効力感の確立前に失敗する危険

性もあり，育成プログラム参加者にとって，成長を促すための適正な困難を

持つ課題レポートであるか検討しながら，成功体験につながる支援が必要で

ある。 

 

 2）個別指導による支援 

個別指導は，課題レポートを含む学習支援や心理的支援となることが示唆

された。個人によって学習進度や疑問点が異なることから個別指導が有効で

あったと言えた。二重作ら（2005）の研究では，看護師に対し看護研究の研

修会を行った実態調査で，研究の進度や経験，教育が個別に異なっている状

況で，一斉に行う研修だけで参加者のニードを満たすことが困難であること

を明らかにしていた。今回の育成プログラムは，一斉の講義・演習とともに，

個別指導を取り入れたことが，研究参加者個々の学習ニードに応じた教育に

なったと考えられる。 

また，個別指導による支援で，学習の不安軽減になっていた。軽度の不安

は，学習に有益であるが，強くなることで学習の障害となり（川野ら，1987）

（H.E.Peplau，1973），個別指導で心理的支援ができたと言える。篠原（2010）

は，精神科看護師のストレスの度合いやそのコーピングが個人で違うことを

明らかにしていたことからも，個別の心理的支援は必要であると考えられた。 

個別指導は，体調も考えてもらったというデータから，身体的健康の支援

ともなり， Bandura による自己効力感を高める要因である心身の状態への支

援につながったことが考えられた。また, 研究参加者は，個別指導時の支援

で，Resilience が向上したと考えられた。Resilience は，ストレスフルで

困難な体験をしても，心理社会的な不適応を起こす者もいれば，健康を維持
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できる者もいて，そのような個人が示す特性に注目し，Rutter（1985）が

Resilience の概念を提唱した。Resilience の概念は，研究者によりその定

義が異なり，清野らの研究（2012）では，Resilience を「看護における様々

な困難な状況を乗り越えるための全般的な能力」と定義し，看護師の

Resilience に影響するものとして，「職場や職場以外の他者からの支援」，

「相談や話すこと」等を抽出し，それらが困難を乗り越える要因であること

を明らかにしていた。本研究において，個別指導時の支援が，Resilience

を向上させることが示唆された。 

 

3）リーダーとして看護を変えたい思い 

研究参加者が持っている思いとして，学習したことを他のスタッフへ伝え

たい思いやリーダーシップをとっていきたいという思いが明らかになり，今

後の活動に期待できる。研究参加者が育成プログラムにより意欲的に変化し，

自己効力感が向上したことは明らかである。研究参加者は，自分自身だけで

なく他の育成プログラム参加者に対して，やる気が出て変わったという思い

もあった。このことは，「同じような立場の人間が努力した成功を見ること

で自己効力感が高まる代理体験」（Bandura ，1997）になっていると考えら

れた。この代理体験による自己効力感の向上が考えられた。精神科看護師を

対象に自己効力感を調査した谷らの研究（2012）によれば，役職者や勤務年

数が長くなると自己効力感が高くなり，役割が大きく社会的評価を受けるこ

とが自己効力感を高まることを示唆していた。今回，リーダーという役割を

持ち，病院で認められるという社会的評価を受けることで，自己効力感が高

まると考えられる。Bandura は，成功するために何を賭けるのかを確信した

後は，逆境に直面してもそれに耐え，つまずきから素早く立ち直るとしてい

る。研究参加者は，精神保健医療福祉政策を踏まえ看護を変化させる必要性

が確信でき，今後，リーダーとして活動し逆境に直面しても立ち直り，やり

遂げることが期待できる。 

『認知行動療法は，興味があったから，他の人もそういう話は聞くし，（他

の看護師に）指導していきたいです』という言葉から，研究参加者の認知行

動療法を指導する意欲が確認された。認知行動療法は，精神障害者への効果

が注目されているものである（厚生労働省 障害保健福祉部が実施する検討

会等，2013）。また，白倉ら（2011）は，859 名の精神科看護師のデータを

分析し，教育・トレーニングのニーズとして，薬物療法 68.8%や精神疾患別



123 

の基本的理解と看護 44.1％といったものが上がった中で，認知行動療法のニ

ーズが 14.7%あることを明らかにしている。研究参加者の興味は，育成プロ

グラムが進む中，学習することの意欲につながったと考えられた。永井らの

研究（2012）において，中堅看護師を対象に，リーダーシップ研修を行った

結果，自己・他者評価ともにリーダーシップが発揮できたことを明らかにし

ていた。本研究においては，リーダーとしての意識が認められたが，永井ら

の研究（2012）のようにリーダーシップが発揮できるかは，これからの活動

を評価する必要があり，今後の課題である。野々川らの研究（2013）におい

て，看護師長を対象としたアンケート調査ではあったが，看護師長としての

経験年数が多くなると，教育や患者理解，病棟管理，責任遂行に関するリー

ダーシップが発揮できることを明らかにしていた。看護師長という立場は違

っているが，本研究参加者も経験によって，高いリーダーシップが発揮でき

ることが期待できる。 

 

4）今後の活動への期待と不安 

リーダーとしての活動への期待があったが，それと同時に不安があった。

不安とは，自己の価値を脅かすような危険の漠然とした予感である。有害な

不安と有用な不安があると言われ，軽い不安が，かえって活動世界を拡大さ

せ，生体を活性化し人格の発達を促す働きをしていることが少なくない（川

野ら，1987）。不安は克服すると一歩前進することができるとも言われ（川

野ら，1987），研究参加者の不安に対する支援が今後の重要な課題と言えた。 

『これからのことを（今後の活動），話すことが多くなりました』という

言葉から，具体的行動へと前進していることが明らかになった。また，この

言葉は，活動ができるという認識があるから，生じる内容であり，自己効力

感の高まりと考えられた（Bandura ，1997）。研究参加者に，精神保健医療

福祉政策を踏まえ，病院の看護を変える期待が持てた。 

 

5．課題 

 育成プログラムによって，リーダーとして精神科看護師の看護意欲（社会

参加支援の意欲）は，高められたと考えられた。育成プログラムは，活動へ

の不安はあるものの，精神保健医療福祉改革を踏まえ活動するリーダーシッ

プが発揮できる精神科看護師が育成できることが示唆された。 今後，不安
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が増強しないような支援やリーダーとして，活動できる体制作りが課題であ

る。 

 

第 2 節 外部講師の教育による社会参加支援の意欲の変化 

1．目的 

外部講師の教育に焦点をあて精神科リーダー看護師の心理的変化（社会参

加支援の意欲の変化）を分析する。研究目的を「育成プログラムの中で，外

部講師が教育する心理的効果を明らかにする」とした。 

 

2．方法 

1）研究対象 

育成プログラムを受講し，リーダーとして研究対象病院より承認を受けた

精神科リーダー看護師 8 名を対象とする。 

 

2）データ収集方法 

育成プログラムを受講し研究対象病院で精神科リーダー看護師と承認さ

れた後に，研究の同意の得られた精神科リーダー看護師（以下，研究参加者）

に半構造的面接を行う。面接においては，先行研究（中島，2013）（香月ら，

2010）（Bandura ，1996）等を基にインタビューガイドを作成し実施した。

インタビューガイドの主な内容は，「外部講師で教育されることで生じた心

理的状態」，「外部講師で困ったこと」，「外部講師で良かったこと」等と

した。面接は，研究参加者の承諾を得て録音する。 

 

3）研究期間 

 2013 年 4 月～2015 年 3 月 

 

4）データ分析方法 

録音した面接内容は全て逐語録に起こす。データを繰り返し読み，そのデ

ータの意味を解釈する。データをコード化し，その意味や内容を分類し，同

じ意味を示すものは 1つにまとめ，カテゴリーとする。その関係性について，

検討を何度も繰り返し，カテゴリーには，その内容や性質を表す言葉で命名

する。 
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5）分析結果の信頼性 

 本研究では，可能な限り研究参加者が経験し話す内容について，研究者が

的確に捉えられているか，研究参加者に確認を行いながらインタビューしデ

ータを収集した。研究者の独善的解釈に陥ることのないよう，データ収集，

分析の全過程を通じ，質的研究に習熟したスーパーヴァイザーに，スーパー

ヴァイズを受け，解釈を検討し信頼性の確保に努めた。 

 

6）倫理的配慮 

育成プログラムを実施する研究対象病院の管理者に，文書及び口頭で，研

究について説明し研究の承諾を得た。半構造的面接は，任意性を確保するた

めに精神科看護師がリーダーとして承認された後に行った。精神科リーダー

看護師には，研究の目的，方法，回答の任意性，プライバシーの保護，匿名

性の保持，不利益はないこと，結果は学会等で公表するが，個人が特定され

ないこと等を，文書及び口頭で説明した。同意書の署名をもって研究の同意

を確認後，研究参加者に面接を行った。本研究は，研究対象である A 病院に

おいて，2013 年 3 月 6 日の A 病院倫理審査委員会を経て，2013 年 4 月 1 日

に承認を得た（承認番号 13-1）。 

 

3．結果 

リーダーとして承認された後に，精神科リーダー看護師 7 名の同意が得ら

れ，半構造的面接を行った。面接時間は，20 分～45 分，平均 28 分であった。

研究参加者の平均年齢 35.3 歳，男性 3 名，女性 4 名であった。7 名とも看護

師としての経験は精神科のみで平均 9.7 年で、そのほとんどが、研究対象病

院での経験であった。 

データを分析した結果，外部講師による講義による心理的変化として，4

つのカテゴリーが抽出できた。カテゴリーを【 】，そのカテゴリーを表す

特徴的な言葉を『 』で表す。病院外部の講師による講義によって，精神科

リーダー看護師は【新鮮な学び】と感じ，【学習意欲の向上】があった。そ

こから，【新たな知識・技術習得による自信】が得られていた。また，【学習

意欲の向上】には，外部講師が【雇用の利害と無関係な気楽さ】が影響して

いた。以下，カテゴリー毎に主な看護師の発言を交え述べる（図 7）。 
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図 7  外部講師による講義による心理的

変化   

          

1)新鮮な学び 

『病院内部だったら，講義の内容が予測できるし，新しい考えは学べな

かったと思います』『（病院外部からだから）新しいことが学べました』『病

院内部だと，何を言うか予測がついて，新鮮でなかったと思います』とい

う言葉があり，外部からの育成ということで，新鮮な学びができていた。 

 

2)学習意欲の向上 

『（新しいことが）少しずつ分かってきて，(学習の)意欲が出てきました』

というように，学習意欲の向上につながっていた。 

 

(3)新たな知識・技術習得による自信 

学んだことは，新たな知識・技術になり，『(講義・演習によって)学んで

ことを実際に行っていきたいと思います』といった新しい学習ができた自

信ができ，臨床で取り組む自信となっていた。 

(4)雇用の利害と無関係な気楽さ 

病院外の利害関係のない中立的立場の研究者だったので，『気が楽でした』

というデータを得られた。 

 

4．考察 

越田ら（2008）は，看護師を対象に外部からの研究指導の効果を自己効力

【新鮮な学び】 

【新たな知識・技術習

得による自信】 

【雇用の利害と無関係な気楽さ】 

病院外部

からの育成  

【学習意欲の向上】 
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感で分析し，明確な外部講師による効果という分析結果を得られなかった。

越田ら（2008）の結果と違い，本研究においては，半構造的面接におけるデ

ータにより，外部講師によって効果的学習につながったことが明らかになっ

た。外部講師による講義は，新鮮であり効果的であったと評価できた。『病

院内部だったら，講義の内容が予測できるし，新しい考えは学べませんでし

た』という精神科リーダー看護師の言葉は，今回の研究対象者の精神科経験

年数平均 9.7 年で，そのほとんどが，研究対象病院での経験であったことも

影響していると考えられる。棚橋ら（2010）は，精神科における服薬指導の

勉強会の効果で，新たな学びがあることで精神科看護師の自己効力感の向上

があったことを明らかにしている。今回の【新鮮な学び】が学習意欲につな

がったことの中に自己効力感の向上があったと推測された。 

また，外部講師であったため，【雇用の利害と無関係な気楽さ】があり，

それが学習へプラスの影響をしていたと言える。そういった新鮮な学びを

【雇用の利害と無関係な気楽さ】の中で学習することで，【学習意欲の向上】

につながっていた。それは，さらに，【新たな知識・技術習得による自信】

となっていた。今回，外部講師による講義は，有効であったと言えた。Young 

Sook Roh ら（2013）は，蘇生トレーニング方法の違いで看護師の自己効力感

に有意差がなかったことを明らかにしていた。そのため，内部講師によるメ

リットも考えられることから，教育方法を変更した場合，自己効力感の向上

につながるような工夫が必要である。 

 

5．課題 

外部講師による学習効果が認められた。外部講師が教育するメリットはあ

るが，内部講師による教育のメリットも考えられる。内部講師では，病院の

理念や方針を十分に認識し，育成プログラム参加の精神科看護師の状況も理

解できている等の内部講師によるメリットが考えられる。効果的な教育につ

いて検討し，教育内容により外部講師と内部講師の担当を考える必要がある。

内部講師の場合，外部講師による学習刺激と同様の新鮮な学びを感じること

ができることや自己効力感を高める等の工夫が必要である。 

 

 第3節 リーダー育成プログラム内容の妥当性 

1．目的 

育成プログラム内容が妥当かどうか検討する必要があると考えた。ここで
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の目的は，「育成プログラム内容の妥当性を明らかにする」とした。 

 

2．方法 

1）研究対象 

育成プログラムを受講し，リーダーとして研究対象病院より承認を受けた

精神科リーダー看護師 8 名を対象とする。 

 

2）データ収集方法 

育成プログラムを受講し研究対象病院でリーダーと承認された後に，研究

の同意の得られた精神科リーダー看護師（以下，研究参加者）に半構造的面

接を行う。面接においては，先行研究（諏訪，2011）（岡田，2011）（棚橋

ら，2010）等を基にインタビューガイドを作成し実施した。インタビューガ

イドの主な内容は，「育成プログラムの学習の理解度」，「育成プログラム

内容で困難だったこと」，「学習の中で希望すること」等とした。面接は，

研究参加者の承諾を得て録音する。 

 

3）研究期間 

 2013 年 4 月～2015 年 3 月 

 

4）データ分析方法 

録音した面接内容は全て逐語録に起こす。データを繰り返し読み，そのデ

ータの意味を解釈し，分析した。。 

 

5）分析結果の信頼性 

 本研究では，可能な限り研究参加者が経験し話す内容について，研究者が

的確に捉えられているか，研究参加者に確認を行いながらインタビューしデ

ータを収集した。研究者の独善的解釈に陥ることのないよう，データ収集，

分析の全過程を通じ，質的研究に習熟したスーパーヴァイザーに，スーパー

ヴァイズを受け，解釈を検討し信頼性の確保に努めた。 

 

6）倫理的配慮 

育成プログラムを実施する研究対象病院の管理者に，文書及び口頭で，研

究について説明し研究の承諾を得た。半構造的面接は，任意性を確保するた
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めに精神科看護師がリーダーとして承認された後に行った。精神科リーダー

看護師には，研究の目的，方法，回答の任意性，プライバシーの保護，匿名

性の保持，不利益はないこと，結果は学会等で公表するが，個人が特定され

ないこと等を，文書及び口頭で説明した。同意書の署名をもって研究の同意

を確認後，研究参加者に面接を行った。本研究は，研究対象である A 病院に

おいて，2013 年 3 月 6 日の A 病院倫理審査委員会を経て，2013 年 4 月 1 日

に承認を得た（承認番号 13-1）。 

 

3.結果 

リーダーとして承認された後に，精神科リーダー看護師 7 名の同意が得

られ，半構造的面接を行った。面接時間は，15 分～40 分，平均 25 分であ

った。研究参加者の平均年齢 35.3 歳，男性 3 名，女性 4 名であった。以下，

主な教育内容毎にデータを交えて述べる。 

1）精神保健医療福祉政策のもと，看護を変化させるリーダーの役割 

『（講義により）役割はだいたい理解できました』と話し，『勉強の機会

を得たことはラッキーでした』と話す。『（リーダーの精神科看護師として）

やっていけるか不安はあります』と話すが，『（リーダーの精神科看護師と

して）病院の看護の質を高めたいです』『リーダーシップを発揮していきた

いです』と意欲が向上した変化したことについて語った。 

 

2）リーダーに求められる深い看護の理解 

精神科の看護実践を深める内容は，結果的に『参加する前より深まりま

した』と話した。看護理論について，『精神科看護が深まったから，認知行

動療法を行うベースとなったと思います』と述べた。『難しかった』と語っ

た。看護倫理については，『看護倫理について，授業の時はよくわかったが，

時間がたつと忘れます』や『間違ったことはしてないと思うが，意識して

いないで（看護実践）しています』と話し，『（意識するためにも）定期的

に学習が必要だと思います』と語った。 

看護研究に関しては，『看護倫理でも研究は看護師としてやらないといけ

ないとならったし，やりますよ』『看護の質を上げる為に必要でしょう』と

語った。『研究はやったことあるけど，（研究）計画書の書き方とか，勉強

になった』と話した。『研究の文献検索も分かたし，やります』と語った。 

身体的看護の理解を深める内容に対しては，『講義があったから，身体的
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視点の復習になりました』（身体的な）見方やポイントがわかりました』と

話した。『もっと，いろいろ，学びたかったです』と希望を語った。 

 

3)認知行動療法についての学習 

『認知行動療法ができるところまで，勉強できました』と言い，認知行

動療法実践までの理解ができたことを語った。『実際，やってみてわかった

ことが多くありました』言い，講義やペーパーシュミレーションよりも，

実践から学ぶことの効果を語った。『早くから，患者に認知行動療法をやっ

て学びたいと思います』と話した。『まだ，不安があるけど，やれる自信が

ついたようにも思います』と語った。『患者に関わりたいという思いが強く

なりました』と語った。『もっと，他の人（精神科リーダー看護師）の認知

行動療法をどうやっているか聴きたかったです』と語った。公開研修会に

ついては，『他の人（病院スタッフ）と一緒に（学習）できていいと思いま

す』と語った。 

 

4）地域生活支援についての学習 

『地域支援は勉強になった』と言い，『社会復帰へ向けてリーダーして，

（病院スタッフに）指導していきたい』『病院を地域生活支援が中心とでき

るよう，言っていきたい（働きかけたい）』と意欲的に語った。 

 

4．考察 

育成プログラムの内容として，改善点はあるものの，ある程度は妥当だ

と考えられた。西園ら（2009）は，院内教育の成果を 33 病院の看護師を対

象に調査し，1 年目の看護師が病院選択理由に勤務地，次に院内教育の充実

を挙げ，4，5 年目の看護師の院内教育の満足に目標管理が影響していた。

今回の育成プログラムにおいて，院内教育として精神科看護師のリーダー

育成ができた成果や公開研修会は，院内教育の充実につながったと考えら

れた。また，精神科リーダー看護師としての役割から目標を得られること

が，精神科看護師の満足が高まったと考えられる。西園ら（2009）は，院

内教育を充実させることが採用を促進し，離職率を低下させることを示唆

し，この育成プログラムが，そのような効果につながることについて，今

後の研究課題としたいと考えている。 

「精神保健医療福祉政策のもと，看護を変化させるリーダーの役割」に
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ついては，学習できていたと評価できる。先行研究で，退院調整領域の精

神科認定看護師の活動を調査した高田の研究（2010）や，同じく，仲田（2011）

の退院調整領域の精神科認定看護師が看護チームをコーディネートする効

果を分析した研究，南迫（2011）によるうつ病看護領域の精神科認定看護

師活動を調査した研究等，精神科認定看護師に関する研究は多いが，院内

の精神科リーダー看護師や院内認定看護師の活動やその効果に関する研究

は少ない。今後，その活動から，明確な役割や活動の効果を明らかにする

研究が必要である。今回，研究参加者は，リーダーとしての不安はあるも

のの，病院の看護の質向上やリーダーとしてやっていくという意欲の向上

が認められた。永井らの研究（2012）において，中堅看護師を対象に，リ

ーダーシップ研修を行った結果，自己・他者評価ともにリーダーシップが

発揮できたことを明らかにしていた。八尾らの研究（2012）においても看

護協会ファーストレベルの終了した看護師を対象に，看護管理能力を調査

し，リーダーシップ能力等が向上したことを明らかにしていた。本研究に

おいては，永井らの研究（2012）や八尾ら（2012）の研究と類似しリーダ

ーシップの意欲が認められたが，そのリーダーシップが発揮できるかは，

これからの活動を評価する必要があり，今後の課題である。野々川らの研

究（2013）において，看護師長のアンケート調査より，看護師長としての

経験年数が多くなると，教育や患者理解，病棟管理，責任遂行に関するリ

ーダーシップが発揮できることを明らかにしていた。看護師長と院内認定

看護師という立場は違っているが，リーダーシップが求められる共通点か

ら，本研究対象の精神科リーダー看護師は，これからの経験によって，リ

ーダーシップが発揮できることが期待できる。強瀬らの研究（2012）にお

いて，臨床経験 7 年目までの女性看護師を対象として，リーダーの看護師

像を調査した結果，「指導力」「人間力」「看護実践力」を求めていることを

明らかにしており，それらの先行研究や現在の精神保健医療福祉改革で求

められるリーダーシップが発揮できることが課題である。 

半構造的面接のデータで，『勉強の機会を得たことはラッキーでした』と

育成プログラム参加を振り返り肯定的に捉えていた。この点からも，精神

科リーダー看護師にとって，妥当な教育であったと評価できた。 

看護理論に関する学習内容は，認知行動療法を行うベースとなり，適し

た内容であったと考えられる。看護倫理に関しては，講義の理解ができた

ものの，その後の活用が不十分であり，講義の工夫や定期的に学習の必要
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性が示唆された。 

身体的看護の理解を深める内容については，身体的視点の復習になり，

学習への希望があり効果的であったと評価できる。 

認知行動療法に関する学習は，結果的に，認知行動療法実践までの理解

ができ，心理的変化として自信につながっていた。育成プログラム内容と

しては妥当であると評価できる。実践を通し学習する効果が期待できるこ

とから，患者実践の時期をもっと早めることが精神科リーダー看護師の意

欲につながると考えられた。桑田ら（2013）は，看護師を対象に調査し，

患者を通して感じる喜びがやりがいにつながっていることを明らかにして

いた。岡部ら（2002）も，精神科看護師の勤務経験 5 年以上と限定した対

象に調査し，やる気を支えているものとして，患者から得られる喜びを挙

げている。本研究対象者も患者への認知行動療法の看護実践から得られる

喜びが意欲につながることが推察される。また，田森（2011）は，新人看

護師の成功体験として，患者からの感謝の言葉を挙げているように，看護

師にとって患者との看護実践で得たものが大きいと考えられる。今後，学

習状況にもよるが，患者に対する認知行動療法の実践の時期を早くするプ

ログラム改善を検討したい。しかし，相原（2002）は，院内認定看護師の

育成プログラムを受ける中で，on the job training が重要であるしながら

も，学んだことをすぐ実践に移すことでとまどったと述べている。実践の

時期を早めることで生じる問題を考えながら，取り組む必要があると考え

られた。 

育成プログラムの中で認知行動療法実践に関するプレゼンテーション及

びディスカッションする機会がもっと多いことを希望していることから，

その点についても改善していく必要があると言えた。認知行動療法実践の

プレゼンテーション及びディスカッションする機会は，Bandura（1997）の

いう代理体験となりうると考えられ,自己効力感を高められる。自分と同じ

精神科リーダー看護師として忍耐強く努力し成功している姿を見る機会を

増やすことが自己効力感をより高くすると考えられる。 

看護研究に関する内容は，研究への意欲が認められた。精神科リーダー

看護師は研究の経験があったものの，研究計画書や文献検索の方法が学習

できたと言えた。看護倫理の中で学習した職業倫理で研究の必要性を研究

の学習へつなげていた。山根の研究（2009）において，精神科看護師の自

己教育力を高め看護実践を向上させるために，学習の技能と基盤と高める
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ことを明らかにしている。特に，文献検索や研究的視点で検討し，文章に

まとめる等の学習技能を高める必要を示唆していた。今回の看護研究に関

する内容は，文献検索の意欲や研究を行う意欲があり，自己教育力が高ま

っていることが推測された。福間ら（2008）は，精神科認定看護師と皮膚・

排泄ケア認定看護師との研究活動の比較をした結果，共同研究件数，看護・

医学系雑誌への投稿件数，合計研究の件数が有意に精神科認定看護師の方

が少なかったことを明らかにしている。実践の効果を研究によって明らか

にするとともに，精神科リーダー看護師としての成長や活動のアピールの

ためにも研究は必要であり，研究の奨励が必要であることが考えられた。

地域生活支援についての学習に関しても効果的であったと評価できる。活

動への意欲が認められ，今後に期待できた。 

 

5．課題 

佐藤ら（2012）は，訪問看護認定看護師を対象にした研究で，認定看護

師の教育に関わる者は，課題を抱えながら活躍する認定看護師の活動の方

向性を見守り，サポートを続け，カリキュラムの課題を見つけ，それを育

成に反映する重要性を示唆している。本研究においても，精神科リーダー

看護師の活動を見ながら，育成プログラムの改善が重要であると考えられ

た。 

 

 第 4 節 病院スタッフからの評価 

1．目的 

 育成プログラムに対して，病院スタッフがどのように評価しているのか

を調査した。研究目的は，「育成プログラムに対する病院スタッフからの評

価を明らかにする」とした。 

 

2．方法 

1）研究対象 

研究協力の同意が得られた病院スタッフ 11 名（以下，研究参加者）を対

象とする。 

 

2）データ収集方法 
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育成プログラムにおいて，精神科リーダー看護師承認された直後に，研究

の同意の得られた病院スタッフに半構造的面接を行う。面接においては，先

行研究（山根ら，2009）福田ら（2008）等を基にインタビューガイドを作成

し実施した。インタビューガイドの主な内容は，「育成プログラムに期待す

るもの」，「育成プログラムで改善が必要と思うこと」，「協力の意思」等

とした。面接は，研究参加者の承諾を得て録音またはメモをとる。 

 

3）研究期間 

 2013 年 4 月～2015 年 3 月 

 

4）データ分析方法 

録音またはメモした面接内容は全て逐語録に起こす。データを繰り返し読

み，そのデータの意味を解釈した。データをコード化し，その意味や内容を

分類し，同じ意味を示すものは 1 つにまとめ，カテゴリーとする。その関係

性について，検討を何度も繰り返し，カテゴリーには，その内容や性質を表

す言葉で命名する。 

 

5）分析結果の信頼性 

 本研究では，可能な限り研究参加者が経験し話す内容について，研究者が

的確に捉えられているか，研究参加者に確認を行いながらインタビューしデ

ータを収集した。研究者の独善的解釈に陥ることのないよう，データ収集，

分析の全過程を通じ，質的研究に習熟したスーパーヴァイザーに，スーパー

ヴァイズを受け，解釈を検討し信頼性の確保に努めた。 

 

6）倫理的配慮 

育成プログラムを実施する研究対象病院の管理者に，文書及び口頭で，研

究について説明し研究の承諾を得た。病院スタッフに，研究の目的，方法，

回答の任意性，プライバシーの保護，匿名性の保持，不利益はないこと，結

果は学会等で公表するが，個人が特定されないこと等を，文書及び口頭で説

明した。研究の同意を確認後，研究参加者に面接を行った。本研究は，研究

対象である A病院において，2013年 3月 6日の A病院倫理審査委員会を経て，

2013 年 4 月 1 日に承認を得た（承認番号 13-1）。 
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3．結果 

面接時間は 10～35 分間で，平均 25 分間であった。病院スタッフ 11 名は，

看護師 4 名，精神保健福祉士 3 名，作業療法士 4 名で，男性 4 名，女性 7

名であった。平均年齢は，35.0 歳，精神科勤務経験は平均 10.6 年であった。 

データを分析した結果，4 つの主なカテゴリーを抽出した。カテゴリーを

【 】，そのカテゴリーを表すデータを『 』で表す。育成プログラムにつ

いての評価は，【努力している精神科リーダー看護師】と評価し，【外部講

師による育成効果の期待】と【精神科リーダー看護師への期待と協力の意

思】があった。しかし，一方で【精神科リーダー看護師の活動への疑問】

があった（図 8）。 

以下，カテゴリー毎に述べる。 

 

 

 

 

 

 

      

      
 

 
 

 

 

   

      

      

      

      

      

  

 

   

  

 

   

      

      

      

      

      

      

 
図 8．病院スタッフの育成プログラムに対する評価 
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1）努力している精神科リーダー看護師 

『学習はされていましたね』『大変そうでしたね，レポートとか，講義と

か』と話した。 

 

2）外部講師による育成効果の期待 

外部講師による育成について，『（病院の）外からでないと変えれないと思

います，（現状に）慣れてしまっているから』や『外からだから，やれると

思います』『病院とは違う新しいこととか入ってくるし，中からは，変えに

くいところもあります』 

と語った。 

 

3）精神科リーダー看護師への期待と協力の意思 

『頑張ってほしい，リーダーシップをとってやってほしいですね』『活躍

してほしいです』『今までは，研修にいって，行ったすぐは，やろうとされ

るけど，そのまま，消えてしまっていたので，継続した活動ができるといい

と思います』と活動の期待を語った。『知識を持ってくれたら，いい方向に

いくと思います』『病院や看護師さんたちがいい方向に変わるといいと思い

ます』と看護改革への期待を語った。『認知行動療法で，生活障害とか社会

障害を改善できるといいと思います』『患者のそばに一番いる看護師が（認

知行動療法を）するというのはいいとは思いますよ』とという認知行動療法

に期待していた。『地域支援の強化にもなると思います』と語った。 

また，協力の意思を語った。『これまで，勤務調整して行っていたのは知

っていたし，協力しまし，これからも協力しますよ』という精神科看護師の

漠然とした協力の内容から，具体的な協力として，『看護師と作業療法士が

連携して作業療法の中に（認知行動療法を）入れてやっていくという方法も

あります』と語った。 

 

4）精神科リーダー看護師の活動への疑問 

精神科リーダー看護師の活動への疑問について，『精神科リーダー看護師

が何をするのかよくわからないですね』『これから，何をしていかれるかで

しょうかね』『看護師の人数に余裕がないのにできるのかとは思いますよ』

といった活動への疑問を語った。 

『（精神科リーダー看護師に）メリットがどれくらいあるのか疑問ですよ』
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『大丈夫かと，（研究対象病院で行っている）心理教育も限定した病棟だけ

になったし，効果が出るのでしょうか』といったメリットに関する疑問があ

った。 

 

3，考察 

病院スタッフからのデータを分析した結果，精神科リーダー看護師の学習

における努力を病院スタッフが肯定的に評価していることが明らかになっ

た。また，外部講師による育成効果を期待していることが明らかになり，病

院が変わることを期待していた。病院内部だけでは変わらないと考え，外部

からの介入による期待があった。病院スタッフは，今後の精神科リーダー看

護師への期待と協力の意思を示していた。継続した活動に期待し，いい方向

にいくというと精神保健医療福祉改革に合わせ，看護改革する期待を持って

いると推測された。この結果は，山根らの研究（2009）で得られた精神科看

護師が精神科認定看護師に期待するものとして，病院を変えていくリーダー

シップがあることと類似していた。また，病院スタッフは，認知行動療法に

よる効果も期待していた。言い換えれば，認知行動療法実践と他スタッフへ

の役割モデルとなる期待があると推測された。山根らの研究結果（2009）で

の精神科認定看護師に期待する役割モデルという結果と類似している。福田

ら（2008）も精神科認定看護師に対し，精神科単科病院の看護管理者や教育

担当責任者が指導的役割等を期待している結果とも類似していた。また，佐

藤ら（2012）は，医療観察法病棟においてではあるが，他職種が看護師に期

待するものとして，高い専門性・主体性，ケアコーディネーターとしての役

割であることを明らかにしていた。今後，精神科リーダー看護師が専門性を

活かし活動の成果を出すことが，病院スタッフの期待することであると言え

た。 

期待を語った後に，協力の意思を語り，協力が得られることは，今後の精

神科リーダー看護師の活動へ大きな力になることが推測された。大塚ら

（2009）は，精神科認定看護師を対象に調査し，認定看護師としての経験年

数が増すごとに所属施設から期待される活動が拡大し，その期待が現実的な

活動へ変化することを明らかにしている。本研究対象病院においても，その

ような経過をたどるようにすることが課題と考えられた。 

しかし，精神科リーダー看護師の活動への疑問もあり，精神科リーダー

看護師という存在にとまどいがあると考えられる。精神科看護師の人数に
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余裕がない状態での認知行動療法導入や精神科リーダー看護師のメリット

についての疑問については，今後活動を行う上での課題である。精神科リ

ーダー看護師が課題解決への対策を示すことで，病院内での精神科リーダ

ー看護師の存在意義は確立していくと考えられる。そのことで，精神科リ

ーダー看護師が自信を強める心理的変化を示すことが推測される。木田ら

（2009）は，精神科看護師を対象に調査し，精神科認定看護師が広報誌を

発行していても，21.4%が精神科認定看護師を知らないと答え，認知度が低

いことを明らかにしていた。精神科リーダー看護師の活動に対する理解を

求める工夫が必要であると考えられた。金城ら（2006）は，精神科認定看

護師を対象にした調査で，認定看護師としての資格を発揮できていないと

主観的に評価しているもの 42.9%で，半数近くが発揮できていないと感じて

いることを明らかにしていた。その背景に社会的認知の低さを示唆してい

た。精神科リーダー看護師や院内認定看護師を院内外にアピールするとも

に，そのスキルを活かし，今後，実績となる活動が課題であると考えられ

た。田岡ら（2003）が，看護師を対象に調査し，看護師の職業的自立性の

育成を阻むものの一つに，病院組織のシステムに対する看護師の関わりの

限界を挙げている。今回の取組みで，精神科リーダー看護師による精神保

健医療福祉改革に合わせ看護も改革ができなければ，病院システムの看護

師の関わりの限界を感じ，職業的自立性は進まないと考えられ，今後の活

動が重要であると考えられた。 

 

4.課題 

 病院スタッフが，【努力している精神科リーダー看護師】と認識し，【外

部講師による育成効果の期待】と【精神科リーダー看護師への期待と協力

の意思】があったことは，本研究の効果である。しかし，【精神科リーダー

看護師の活動への疑問】については，今後，精神科リーダー看護師の活動

の成果を示すことが必要である。病院スタッフが協力の意思があることか

ら，どのように協力を得ていくのかが課題となる。 
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終章 

第 1 節 本研究の成果 

本論文の実態調査で明らかになった社会参加向上のための＜社会復帰支

援への意識を変える教育＞として，2 回の研修会と精神科看護師リーダー育

成を行った。その結果，看護意欲の向上として，自己効力感の向上（Bandura ，

1997）が確認できた。先行研究を概観する中で，本論文と同じものは，見当

たらなかったが，自己効力理論（Bandura ，1997）に基づく看護の質向上に

向けた研究は多く行われていた。海外においては，患者を対象とした

Fedricker Diane Barber の研究（2013）や Aleda M.H.Chen らの研究（2013），

訪問看護を受ける高齢者を対象とした Habibollah Hossenini らの研究

（2013），家族を対象とした Arzu Yildirim の研究（2014）があった。本研

究同様，看護師を対象とした Eliseth Ribeiro Leão の研究（2013），Henk A 

Gloudemans の研究（2013）等もあった。国内でも，患者を対象とした根本

の研究（2013）や高岸の研究（2011），家族を対象とした鈴木の研究（2013）

があった。本研究同様，看護師を対象とした池田らの研究（2011），吉田ら

の研究（2011），榊原らの研究（2009），東山の研究（2012）等があった。

このように，看護の質向上のために，国内外ともに，自己効力理論は看護研

究に活用され，評価として妥当な理論であると言えた。本論文での取組みに

よって得たデータを自己効力理論に基づき分析した結果，精神科看護師の自

己効力感向上の効果を認めたことは，適切な評価と言える。 

本論文の実態調査で明らかになった看護意欲向上のための＜社会復帰支

援を行うためのスキル獲得＞については，先行研究の結果から，認知行動療

法のスキル獲得を試みた。精神科リーダー看護師は，育成プログラムの中で，

認知行動療法の実践ができるまで成長しているので，現在も継続し認知行動

療法を行っている。また，精神科リーダー看護師は，病院において，院内認

定看護師として，2014 年より病院の承認を得て院内認定看護師委員会活動を

行っている。その委員会は，会議を月 1 回定期的に行い，精神保健医療福改

革を踏まえた活動内容を検討している。その中で，育成プログラムで学んだ

認知行動療法について，院内学習会を 2 カ月に 1 回，定期的に開催したり，

相談会，ポスター作成を含めた広報活動等を行っている。また，病棟で認知

行動療法や社会復帰促進に向けた看護師指導も行っている。その中の一人の

精神科リーダー看護師は，認知行動療法の学習会を病棟で 4 回開催した。そ

の後，個別指導を行い，結果として，所属する病棟の精神科看護師 12 名，
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精神科准看護師 5 名が，SST と問題解決法を患者に実施することができてい

る。さらに，本論文での取組みによって刺激を受け，精神科リーダー看護師

を含め，SST 普及協会開催の研修に初級 SST 研修 7 名，訪問看護 SST 研修

5 名が受講しスキル向上に努力している。白石らの研究（2014）によると認

知行動療法を聞いたことある看護師よりも内容を知っている看護師の方が

自律性が高く，認知行動療法実践の経験者がさらに自律性が高いことを明ら

かにしている。このことから，本論文の取組みで，看護に対する自律性が高

まったと推測される。課題として，認知行動療法の普及への継続した取組み

が必要である。  

今後の活動体制が十分整っていないため，精神科リーダー看護師の中に不

安がある。活動への支援が必要であるが，神坂ら（2010）は，認定看護師の

意識として，活動する上のキーパーソンとなるものに看護部長という認識を

持った者が一番多いことを明らかにしていた。看護部長は，「認定看護師の

効果的な運用方法を考え，実行できる権限がある」という理由であった。今

後，看護部長の協力を得ながら支援する必要があると考えている。課題とし

ては，病院における精神科リーダー看護師の活動体制作り，今後の精神保健

医療福祉改革に適応するための目標を段階的に設定することが課題である。 

精神科リーダー看護師 8 名全員が，育成プログラムの教育内容であった看

護研究を院内発表することができた。その後，学会へ論文投稿が 5 名できて

いる。残りの 3 名も論文投稿準備中である。さらに，6 名が所属する病棟の

精神科看護師の研究指導を行うことができている。  

精神障害者に対する地域支援中心への移行促進として，精神科リーダー看

護師の働きかけで，訪問看護が患者一人の平均月 1 回であったものが，週 1

回程に回数が増えている。訪問看護が精神障害者の地域生活の維持と QOL

向上へつながっていることを，現在，研究として研究者と研究対象病院の精

神科看護師で，明らかにしようとしているところである。精神科リーダー看

護師は，精神保健医療福祉改革に適応する看護に向けた活動の意識は高いが，

それ以外の精神科看護師の意識を今回の 2回の研修会だけでは難しく，今後，

継続した研修会を開催する予定である。Da Q Zhu（2013）は，看護師のデー

タをパス解析し，成人患者の体重管理に対する支援に看護師の自己効力感が

影響していることを明らかにし，看護師の自己効力感を向上させることで看

護実践を促進することを示唆していた。研修会においては，精神保健医療福

祉改革に適応する看護の知識やスキルだけでなく，自己効力感向上のための
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エッセンスを加味する必要があると考えられる。また，藤野ら（2014）によ

る統合失調症患者の地域定着のプロセスや國方ら（2009）の精神障害者の自

己概念等の研究結果をもとに，看護の対象の理解に向けた研修会も必要であ

る。また，千葉ら（2010）による病気等の経験を経て得られたものやボジテ

ィブな変化があったと感じるベネフィット・ファインディングという新たな

概念で精神障害者について調査した結果も対象理解に応用できると考えら

れる。さらに，統合失調症患者へのメンタルヘルス看護師による認知行動療

法の効果を分析した Malik N（2009）の研究，再入院予防に向けた取組みに

関する宇佐美らの研究（2012）等を基に今後研修会を開催していく必要があ

る。また，研修方法として，関谷らの研究（2012）にあるように，一般的な

知識の説明からの演繹的方法でなく，具体的な事例検討から入る帰納的方法

の研修会の理解が良いと考えられる。 

本論文の実態調査で明らかになった看護意欲向上のための＜外部からの

学習刺激＞は，外部講師の教育を入れ効果が認められた。病院の看護部の自

律を考えると，外部刺激に代わって病院スタッフが学習刺激となることが望

ましいが，段階をおって精神科リーダー看護師がその学習刺激となるよう移

行することは課題である。 

30 コマの講義・演習及び 9 種類の課題レポートから構成された育成プログ

ラムは有効であり，それに加え，個別指導が重要であると考えられた。森ら

の研究（2010）では，精神科看護師を対象にした学習会で，自己効力感の向

上のために，特に「生理的，情動的状態」が負の因子となっている不安や緊

張，嫌悪感を軽減できる取組みの必要性を明らかにしていた。今回，「生理

的，情動的状態」が負の因子となっている部分を個別指導で改善できたこと

が示唆された。 

今後，研究対象病院で，自己効力感が高まった精神科リーダー看護師の影

響で，看護機能が向上することが期待できる。Bandura（1976） は，社会的

学習理論の中で，成功体験となる行動が選択され，効果のない行動は選択さ

れないとしている。今回の育成プログラムにおいて学習し獲得した行動は，

成功体験の行動と考えられた。そのため，その獲得した行動は，今後，選択

される行動であり，行動継続ができ，精神保健医療福祉改革に向け，看護改

革ができると期待できた。また，精神科リーダー看護師が，病院スタッフに

協力を得ながら，その病院スタッフに認められる活動と広報が課題である。 
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第 2 節 今後の課題 

本論文での取組みは，対象病院を増やし検証することも必要であるが，

研究対象病院で，継続した取組みも必要である。実態調査で明らかになっ

た＜社会復帰支援への意識を変える教育＞＜社会復帰支援を行うためのス

キル獲得＞＜外部からの学習刺激＞は，本論文で記載した取組みで効果が

あったものの，研究対象病院で行う以下の課題が考えられた 

1． 精神科リーダー看護師が不安なく有効に活動できるための，活動体

制作り，精神保健医療福祉改革に適応する目標を段階的な設定のため，

精神科リーダー看護師や病院管理者との審議が必要である。  

2．＜社会復帰支援を行うためのスキル獲得＞として認知行動療法の研究

対象病院における普及が必要である。 

3．＜社会復帰支援への意識を変える教育＞として，精神科リーダー看護

師以外の精神科看護師に向けた精神保健医療福祉改革に適応のための

研修会が必要である。研修会においては，自己効力感向上のためのエッ

センスを加味する必要がある。研修内容等の検討も必要である。  

4．＜外部からの学習刺激＞は，精神保健医療福祉改革に適応する看護改
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革の研修会等で，精神科リーダー看護師が講師となり，学習刺激となる

取組みが必要である。 

5.育成プログラムは，今回関わったすべての関係者で審議し，プログラム

の修正を行うことも課題としている。  

6．病院スタッフの多職種と協働し精神保健医療福祉改革に適応するため

の取組みが必要である。 
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